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01．さしあたって報告です。

02．さしあたってちょっと期待してました。

03．さしあたって心苦しい。

04．さしあたって参りました。

05．さしあたって覚悟は良いか。

06．さしあたって報復です。

07．さしあたって日常に戻ります。

08．さしあたってデートです。
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01　さしあたって報告です。








　月日の流れるのは早い。異世界からこの世界にやってきて既に十年の時が経過した。

　……嘘です。まだ二週間程度です。

　それくらい時間軸をすっ飛ばせる程度に、何事もなく生活できれば言うことは無いんですけどねぇ。

　ゆったりと起床して顔を洗い台所へ向かう。

　まずは火を起こす。火打石での着火も手馴れたものだ。

　昨日の夕飯の際に多めに作ったスープを温める。

　もう一つの鍋ではお湯を沸かし卵を固茹でにする。

　本当は半熟とかが好きなのだが……日本の品質管理のレベルが恋しいものだ。

　抗生物質の開発は難しいだろうが、低温殺菌の技術あたりならばどうにかできないものか。

　お湯の温度を一定に保てるのなら、温泉卵でギリギリセーフ……だが温度計がないのでどうしようもないね。

「何か良い方法を考えたいものだな……」

　ゆで卵を冷水に放り込んでしばらく放置。

　テーブル中央に鍋敷きを置き、水でさぱっと流した木皿を三つ置く。

　ゆで卵を水切りしつつザルへ移し同じくテーブルへ。

　最後に果物と果物ナイフを並べて準備完了。

　うーむ、こうなるとヨーグルトも欲しくなる。

　ゆで卵よりかはベーコンエッグを作りたいが、ベーコンの製造コストが絶望的。

　ほんと、朝から和食とかを作る人は凄いよなぁ。

　しみじみとしながら皿にスープを注ぎ、手を合わせる。

　ゆで卵の殻を剥き、袋に入った塩を一つまみ。

　冷やした外側はやや冷たいが、中はほんのり温かい。

　とは言えそれでは温まるものも温まらないのでスープも口に運ぶ。

　ふぅ、と息をつき卵一つ目を完食する。

　と一人目の同居人がやってくる。

「ししょー、おはようございます！」

「おはようウルフェ。今日も元気だな」

「ウルフェはいつもげんきです！」

　ウルフェの学習速度はとても高かった。

　何せ憑依術を必要としなくなったのだ。

　難しい言葉は喋れないのだが、既にこの世界の共通語を話せるようになっている。

　つい先日憑依術を解除しての様子見期間となったのだが、問題はなさそうだ。

　え、朝飯食ってる異世界人はどうかって？

　ははは、今だ継続中です。

　ウルフェにとって意思疎通が取れる言葉はとても魅力的であり、それを取得する努力も意欲も素晴らしいものがあった。

　一方こちらは日本語慣れが未だ抜けない為に、言語への隔たりが抜けず、さらに便利な憑依術の存在についつい頼りたくなっているわけでして、てへ。

　だがまあまだ学び始めて一週間そこらですよ？

　ハロー、ナイストゥーミートゥーが言えれば十分だと思いませんかね？

　一応進歩もあったんですよ。この憑依術って一部の単語が正しく通訳されない時が多々ありましてね。

　例として上げるなら『サンプル』という単語、カラ爺はこの意味を最初理解できていなかった。

　理由は簡単、『サンプル』は『サンプル』だという意識がこちらの頭の中にこびりついていた為だ。

　標本などを意味するということを強く意識した上で発音すると正しい意味合いとして伝わった模様。

　横文字発言はわりとこういうトラブルが多いことに気付きました。

　試しに横文字たっぷりでアジェンダだのレジュメだの使ったら通じませんでした。

　まあ、それだけなんですがね。

「んーふーふーんーふー♪」

　ウルフェは鼻歌交じりにスープをさらに注ぎ、同じように手を合わせる。

　本来地球こちらの世界にある、手を合わせてのいただきますはない。手を組んでのお祈りはユグラ教にあるのだが。

「いただき、ますっ！」

　もちろん言語も日本式。強制はしていないのだがこの日本語だけはすっかり覚えてしまった。

　しかしまあこんな質素な食事を見事美味しそうに食べてくれるものだ。

　もう少し手の込んだものを作ってやりたくもなる。

「ししょー、きょうはどこにいくんですか？」

「今日はマリトのところだ。ウルフェはカラ爺達の鍛錬にでも参加しておくといい」

「はーいっ！」

　そして最後の同居人、家主様が起床。

　顔を洗ったはずなのに眠そうな顔は流せていない。

「いりあす、おはようっ！」

「……おはようウルフェ」

　イリアスも同じようにスープを注ぎ、食べ始める。

　果物に手を伸ばしたこちらをぼやーっと見つめつつ話しかけてくる。

「最初見た時、君は一度寝たらなかなか起きない人だと思ったのだがな」

「あの時は疲労が極限状態だったからな。普段は朝日を一時間も肌に感じていれば目が覚める」

　ただまあ眠っている間の睡眠は深い為、途中起きることは滅多に無い。

　あの時の睡眠はどちらかといえば気絶に近かったです、はい。

　それを殴り起こされた恨みはこっそりと隠しておく。

「逆にイリアスは朝からシャキッってしてると思ったんだがな」

「着替えればそういう気構えになりやすいのだがな。だからこそ自宅で鎧を着るようにしている」

　騎士の姿がスーツ姿のサラリーマン互換なら分からない話でもないのだが、多分自宅から防火服で出勤している消防隊みたいなもんだよな、うん。

　勝手に納得しつつ、そのうち追いつくであろうウルフェとイリアスの分の果物の皮を剥き始める。

「でもさ、そのせいで厳格なイメージが国民に植え付けられたんじゃないのか？」

「それは……否定できないな」

　国民代表かつ騎士事情にも詳しいサイラ氏によれば、イリアスへの国民的意識は『厳格』『真面目』『凛々しい』『冗談が通じなさそう』『怒らせたら死ぬ』などなど。

　最後のを聞いた時はなかなかの落ち込みを見せてくれた。

　こういったイメージをある程度は払拭せねばなるまいと、サイラ氏とは色々と計画中である。

「功績を挙げることも大事だがな。印象操作も気を使わなきゃだな」

「ううむ……具体的にはどうすれば良いのだ」

「挨拶されたら笑顔で返してやれ。お前ならそれくらいで十分だ」

「笑顔……むう」

　それ笑顔じゃないよな？

　そんな顔で挨拶返されたら『えっ、私何か粗相しました？』ってビビるぞ国民。

「まずは自然に笑う練習だな。時たまできているんだがなぁ」

「意識的に笑うのは難しくないか？」

「難しいに決まってるだろ。普段から使っていないなら尚更だ。損はないから練習しとけ」

「……そういう君はできるのか？」

「もちろんできるさ」

　爽やかな笑顔を見せた。ドン引きされた。

　この野郎。お前の笑顔とは天地の差だぞ!?

「なんか文句あるのか」

「い、いや、そういう顔もできるのだなと……私も努力しよう」

　その後イリアスは鎧に着替え、先に城へと向かった。

　こちらは片づけを済ませ、簡単な掃除を始める。もちろんウルフェも手伝ってくれる。

　今ではイリアスの部屋の掃除を当人に頼まれる程だ。なお別にイリアスが掃除嫌いというわけではない。

　本来なら日々行いたいところらしいのだが、帰宅は夕方や夜。満足に掃除洗濯ができない以上、非番の時にまとめてやるようにしているのだ。

　なお普段の洗濯は道中にあるクリーニング店のような場所に頼んでいるとのこと。

　掃除と自分の分の洗濯が終了後、城を目指す。生憎と馬車なんて物を個人で持ち合わせていない為に徒歩だ。

　楽をする為、以前とあるゴリラにされたようにウルフェにこの体を担がせようと目論んだのだが、どうも国民の皆さんの視線が気になるので諦めた。食後の散歩と割り切り軽い運動のつもりで受け入れよう。

　ウルフェも鼻歌交じりに隣を付いてくる。以前ウルフェが昼寝をしていた時に、昼食を作っていた誰かさんが鼻歌を歌っていたのだがそれを聞かれてしまい、教えることになったのだ。

　それ以来、日本のどこかで聞いたことのありそうなフレーズをちょくちょく……。

　周囲の皆さんの目は──それなりに慣れてきたようだ。

　というのもターイズには数日前から、黒狼族の者がちょくちょく訪れるようになっていた。

　国からも正式に発表があり、亜人がいても不思議ではないという状況が認知されたのだ。

　とはいえ東京で外国人を見かけた時の周囲のリアクション程ではない。

　どちらかといえば地方で見かけた時のやや珍しそうな視線を向ける時と同じといった程度だろう。

　ついでにウルフェは個人として白さで目立っている。どこの漂白剤を使ったのか聞きたくなる程だ。使ってないけど。

　これでもう少し知名度も上がれば、ご近所に人気な獣っ子として通用するのだが、まだ名前も知らない他人と話すのは少し抵抗がある模様。

　ちなみに誰かさんも容姿は普通でも黒髪黒目は珍しがられている為、外国人観光客に向けられているような視線を時折感じておりますとも。

　そして到着。橋の前にいる兵士さんに通行証を見せて城の敷地内に入る。

　ラグドー卿より渡されたこの通行証。これがあればラグドー卿やマリトへの謁見が、ほぼ手続きなしで可能になる優れたアイテムだ。

　ほぼという理由は会議中だったり、外来客の応対中などの忙しいタイミングでは待たされるという意味合いがある。

　そのまま通路を進み執務室へ。衛兵に挨拶して中に通させてもらう。

　中では机に向かい、書類と対面しているマリトの姿がある。

「へーか、おはようございますっ！」

「おはようウルフェ、おはよう友よ」

「もうしばらく掛かりそうか？」

「そうだねー。適当に座って時間を潰しておいてくれ」

　別に用意されている椅子に座る。そこにはこちらの私物の本が置いてある。

　マリトはこの時間帯は執務室で書類を片付けている。終了時刻がまばらな為、こちらが暇にならないようにこういったスペースを備え付けてくれたのだ。

　そんなわけでしばらくはウルフェと一緒に読書で勉強タイム。その後は本来の目的に入る。

「何か変わりはあったか？」

「そうだね。学び舎で学ばせる内容を選択させることは概ね好評。いくつか候補を絞って導入されそうだ。だけど国民全体の教育水準を上げることは予想通り、あまり賛同を得られなかったよ」

「まあそうだろうな。学習に掛かる期間が延びれば働き手となれる子供たちを拘束することになる。そういった労働力が失われるのは惜しいからな」

「そっちの世界みたいに、誰でも高官を目指せるのならば期待を持たせてやることもできるとは思うけどね。ただ一般の子でも有望そうなら奨励金を出して、貴族達が通う学び舎に通えるようにするという話は耳を傾ける者も多かったよ」

「貴族階級が主体となる仕事に、一般層が加わることには貴族達は難色を示さなかったのか？」

「示すものも少なからずってとこだね。だけど反って貴族の子らも自尊心を刺激されて、やる気が出るのではとの意見もあった」

「なるほどな。だがそれで導入されると貴族階級からの嫌がらせとかを受けそうな気もするな」

　今の所やっていることは、マリトからの質問に対し返答を行うことだ。

　地球こちらの世界のことをなにから話せば良いのかと困っていた所、この形を提案された。

　政治形態はどうなっているのか。国民達はこういう時、どういう行動を取るのか。朧気ながらにも聞かれたことに答える。

　無論その内容について、こちらに専門的な知識がないことの方が多い。

　だから回答を聞いた後に『何故そのようになっているのか』を討論する。

　その後納得が得られるようならば、マリトがこの国の政策や方針に役立てないかを考案する。地球では常套手段でも、この世界ではかみ合わないことの方が多いのだ。

　それもその筈。今の時代の仕組みは時代の背景や環境の変化に合わせて考えられたものだ。

　例を上げるならば選挙制度。これは国民から政治を行う人物を投票によって選ぶ制度だ。

　しかしこれが機能する前提条件として『国民が政治を理解していること』が挙げられる。

　この前提条件があるからこそ、国民は立候補者から自分が望む政策を行うと宣言している者を選べるのだ。

　だがこの世界の国民は政治に疎い。教育システムが未発達であり、日常生活を送る為の必要最低限な教育しか受けていない。

　職業上の知識こそ身についているが、それ以外には触れる機会もないのだ。

　そうなると投票の意味合いが薄れてくる。ただの票の集めあいとなり、そういうことが得意な手合いが権力を握るだけの国になってしまう。

　この世界では正しく政治を学んだ王や知識者が、その目で判断し次の後継者を選んだ方がより効率が良い。

　つまりは世襲制が向いているということになる。

　だが地球こちらの世界での仕組み全てが役に立たないというわけではない。長い年月を経て考え抜かれた知恵は伊達ではないのだ。

　時代が異なっていようとも効果的な政策、方針は存在するのだ。

　それを選別するのがターイズ国の王。この世界の仕組みのプロフェッショナルであるマリトの仕事となるわけだ。

「それにしても世界が違うともなれば、真新しく感じる発想は多いね。同性愛者の結婚を認めるというのはこちらの世界では難しいことだけど、なかなかに興味がある」

「国民が意見を言える世の中になったから、世界の人口が多くなり生産性を求める必要が無くなったから、その影響で同性愛者が増え活動もしやすくなったとか理由はいろいろあるけどな。もちろんその過程に、途方もない時間と労力を費やして、差別と戦ってきたことが一番の要因だな」

「七十億を超える人口か、想像しきれないなぁ。それだけの人間が意見を伝え合うとなると、相当場は混乱しそうだね」

「そうだな。生まれ故郷の諺に十人十色という言葉がある。人が居ればその数だけ好みや性質が異なるのが当然だ。数が増えれば被ることもあるだろうが、何もかもが完全に一致するということはない」

　そして中には理解しがたい、理解できたとしても許容しがたい存在も多々出てくる。

　そういう手合いが自身の日常の前に現れることもあるのだ。

「政策に関してはこの程度で良いかな。次は文明の発達の知識。料理に関するカデンについて、色々話してくれないか」

「ああ、前回は炊飯器についての機能や用途を説明したな。次は……電子レンジか。これは──」

　この世界には魔法が存在している。発電が行われていない世界だが夜が真っ暗というわけではない。

　日の光を受け、夜間に発光する蛍光塗料のような特性を持つ魔石やらが、街灯として設置されていたりする。

　他にも電気がなければ使用できないような物が、魔法の恩恵によって可能になっている光景も多々見られる。

　ならば地球こちらの世界で使用されている電化製品の機能などを説明すれば、魔法で似たようなことができるか判断ができるというわけだ。

　もっとも魔法自体を専修していなければ、その理論を実践することはできない。

　イリアスくらいにもなれば基礎的な魔法は一通り使えるらしい。料理する際に火打石を使わずに着火した時のことは覚えている。

　国民の生活を家電だらけにすることは今のところ不可能だが、魔法の有効活用法を見出すにはこの対話の意味あいは大きいものとなる。

「ふーむ、原理の説明になってくるとあやふやさがあるね」

「おおまかな知識はあるが、科学的知識はあまりないからな」

「俺も魔法はそこまで詳しいわけじゃないからなぁ……信用の置ける専門家を一人探しておく必要があるかな」

「それが良いな」

　文明の発達には研究が不可欠だ。ではその研究はどういう時に行われるのか。

　今では自分の求めた分野の研究をすることが当然だが、昔は違った。

　研究する大きな目的は他国との関係を優位に運ぶ為だ。それ故に戦争を始めとした事象での研究は、目まぐるしい進歩があった。

　この世界の歴史でもそういったことがないわけではない。

　魔法も当然利用されている。だが魔法の研究はごく一部だけが行っている程度に過ぎない。

　その理由が『魔封石』の存在だ。これにより魔法の軍事利用の道が大幅に削られている。

　魔法の価値が下がれば研究対象から外される。それがこの魔法のある世界で魔法の応用が少ない理由だ。

　とはいえ専門家がまるでいないわけではないらしい。

　評価されない職業とはいえ、無限の可能性を秘めている魔法に魅了される者も少なくないのだ。

「ウルフェ、そろそろ鍛錬の時間じゃないか？」

「うん、いってきますっ！」

　ウルフェが城に来た時は、率先してラグドー隊の訓練に加わるようにしている。

　魔力放出や制御法を学んだウルフェは、次に体を動かすことを学び始めた。

　せっかくなのでこちらも執務室を移動し、訓練風景が見れる場所に移動する。

　城壁の一部に机と椅子が用意してあり、下にある訓練場を見下ろせる形となっている。

　マリトもデスクワークを済ませた為、休憩がてら覗きについてきた。

　下では早速ウルフェとラグドー隊の面々が手合わせを行っている。

「しっかしウルフェちゃんの成長っぷりは末恐ろしいものを感じるね」

「そうだな」

　努力を惜しまないウルフェだが、こと戦闘に関しての才能はずば抜けていた。

　黒狼族特有の獣のような身のこなし、そして肉体強化に使用できる膨大な魔力量。

　単純な速度や腕力ならば、既にラグドー隊にも匹敵するほどだ。

　この世界では魔力の保有量の差は、この性能差に大きく繋がる。魔法を使用せずとも肉体の強化を行えるからだ。

　尋常ではない魔力を持つウルフェは、個体としてのスペックで他者より秀でている。

　とはいえ、現段階においてラグドー隊の誰にも勝てたことはない。

　他の騎士団と手合わせをしてもらえることもあるが、それでもほぼ負けている。

　これは単純に技量と経験の差だ。騎士達は日頃から魔力の扱いも、武器の扱いも、駆け引きの判断力も鍛えている。

　獣のように直感的に動くウルフェの相手は得意なのだ。

　さらに言えばラグドー隊は他の騎士団に比べ古参の騎士達が多い。

　彼らは既に己の肉体のピークを過ぎている。それでも現役なのは、それまでに蓄えられた経験と技能があってこそなのだ。

　他の騎士団が相手ならば、身体能力の差を活かしたごり押し戦法が通用し、時には一本を奪うこともある。

　だがラグドー隊の面々が相手の場合、ウルフェは一撃を入れることすらできていない。

　仕方ないことだよウルフェ。そのお爺ちゃん達さ、お前が動く前から回避行動に移ってるんだぜ？

　山賊相手では差がありすぎて、その技術を使用する必要すら無かったのだろう。

　だが相手のレベルが上がればそのスペックの高さには舌を巻くばかりだ。

　ラグドー隊の老兵、彼らの老いている姿は己という武器を磨き続けてきた証なのだ。

「ただまあ……アレは別格なんだよな」

「そうだねぇ」

　視線を少し遠くに移す。そこには一人で素振りをしているイリアスの姿がある。

　自分の体の数倍はある大剣を苦もなく振り下ろしている。それに伴い周囲の木々が、その風圧で大きく揺らされている。

　ほんと、あのゴリラっぷりはやばい。イリアスの強さはラグドー隊の中でも別格だ。

　技量だけでも熟練老兵が揃うラグドー隊の面々と同格なのだ。

　そこにウルフェを超える圧倒的魔力量が加わっている。

　素質だけならウルフェの方が上らしい。だが今までの人生を鍛錬に費やしてきたことで、その魔力の総量は文字通り規格外なのだ。

　そして魔力による肉体強化の錬度により……もうわけがわからないよ。

　本気で肉体強化した際、鉄をも貫くカラ爺の槍を生身で弾いたことがあるとかふざけたことを聞いた。

　ただのゴリラではない、メタルゴリラだ。

　イリアスは基本一人で鍛錬を行っている。ラグドー隊の面々が相手でも手加減が必須になるからだ。

　他の騎士団の者では、その差に立ち直れない者も出てくるだろう。

　この国で五本の指に入ると言われているイリアスと、まともに戦えることができるのは一部の騎士団団長のみとのこと。

　イリアス級がまだ数人控えているっていうのは酷い話である。

　ちなみにラグドー卿は余裕でイリアスに勝ち越しているらしい。この国の底は深い。

　ウルフェが一度イリアスと手合わせをしたことがあったのだが、その日あの子がイリアスの寝床に入り込むことはなかった。

　そう考えると少しの時間とはいえ、片腕でイリアスと戦っていたドコラも凄い奴だったんだなぁ……。

　マリトもそれなりに剣術を嗜んでいるらしく、時折ラグドー隊の面々と手合わせしているとか。

「この国の戦力って他と比べてどうなんだ？」

「個の質だけなら間違いなく、大陸でも胸を張って誇れるだろうね」

「ただ軍略となると──ってところか」

「山賊に良いようにあしらわれるくらいには直線的だからねぇ。それにやはり数は少ない。足は自信あるかな」

　騎士の戦力もさることながら、馬もおかしいのがこの国だ。

　なにせこの広い領土内を馬で移動すれば一日掛からずに目的の場所へたどり着ける。

　最初の山賊の集落は最寄であった為と奇襲の目的もあり徒歩だったが、ドコラ討伐の際には馬も使用されている。

　夜のうちにターイズ領土全域へ騎士を配備できるほどだ。その機動力の恐ろしさは理解できるだろう。

　馬の速度を知らなかったとはいえ、あの速さはおかしいなとは思ったんだよなぁ。

「おや、ラッツェル卿がこちらを向いているな」

「ああ、実はさっきから睨まれていてな。気付かないフリをしている」

　言わんとすることはわかる。ウルフェに鍛錬参加をさせておいて上から見物している誰かさんに、降りてきて加われと言いたいのだろう。

　マリトが代わりに手を振ると慌てて礼を返し素振りに戻った。

　帰りに何か言われそうだなぁ、やだやだ。

　しかし、こちらが想定する鍛錬と言えば剣道場で素振りをするようなイメージだ。

　決してあんな人外魔境に混ざって、不慮の事故で死ぬことではない。

「とは言え、鍛錬に加わらないと毎日文句を言われそうで辛いな」

「良いじゃないか。鍛錬で体を鍛え、ある程度でも自分で身を守れるようになることは悪いことじゃない」

「それはわかるんだがな」

『まずは魔力の使い方からだ、こう集中させて、こうだ』

　と言いながら素手で石を砕いたイリアスを見て、ダメだって思いました。

『こうだっ！』

　とウルフェが一発でできるのを見てもう本当にダメだって思いました。

「扱う魔力がない時点で、あいつらの鍛錬とは根本的な所から違うんだよなぁ」

「ならラグドー隊にそのことを考慮してもらうよう頼めば良いじゃないか。技術だけでも教わる意味はあるだろう。何だったら俺が付き合っても良いよ？」

「そうだな。そのうち無理やり参加させられるのは目に見えているしな……はぁ」

　溜息が漏れた。それはそれでイリアスは複雑そうな顔をしそうなものだが……どうしたものか。

　とりあえず眺めてばかりではイリアスに睨まれるので、マリトとの異世界交流を再開するのであった。

　その帰り道、イリアスとウルフェと共に夕暮れの街並みを歩く。

「いい加減鍛錬に加わったらどうなのだ」

　ジト目で本日の不満を伝えてくるイリアス。まあ、言われますよね、はい。

「マリトにも言われたよ。ウルフェと同じ時間量は無理でも、参加できるよう時間を作るからってな」

「そうだろう、そうだろう。流石陛下、わかってらっしゃる」

　うんうんと嬉しそうに頷く。この国一番の男に肯定されたらそうだろうよ。

「個人的には剣術より魔法を習いたいところだったんだがなぁ」

「魔法か。基礎的なものなら習熟しているから、教えることはできると思うが」

「理論派に分かるように教えられるなら、是非とも頼みたいんだけどな」

「むっ、できるとも。こう魔力をぐっとだな──」

「話を聞いてなかったのか、感覚実戦派の化身が！」

　昨日は休みだったが、今日は『犬の骨』が営業している日だ。そういう訳で『犬の骨』に向かう。

「いらっしゃーい！」

　給仕娘のサイラが元気よく迎えてくれる。魔力を含む食材によって必須栄養素の大半を補えるこの世界で、塩は贅沢な嗜好品でしかない。

　それ故に味付けの薄い料理ばかりが普及するこの世界で、塩味の効いた料理を出せる『犬の骨』は今日も大盛況だ。

　しかし残念なことに、他の店ではまだ塩を本格的に導入する素振りは見られない。

　というのもターイズ国自体の塩の在庫が芳しくないのだ。

『犬の骨』はこの国でも有力な商人であるバンさんによって塩の在庫を確保できているが、他の店ではなかなか入手する手段が確立できていない。

　口コミもあってこの国に流れる塩の量は着実に増えることは予想されるが、普及が広まるのはもう少し先になるだろう。

　それまでに塩の物価を下げる動きを進めておかねばなるまい。

「おう兄ちゃん、試作でき上がったぜ」

　そういって現れたのは店長のゴッズだ。出された料理、それは鶏肉を使った鶏白湯とりぱいたんスープに小麦粉で作った麺を入れた麺料理だ。

　ラーメンを作れないものかと相談し、完成したのがこれになる。

　さっそく実食。スープの味は非常によろしい。鰹節や昆布出汁といったものがない分、旨味は控えめなのだが、そこは野菜や香辛料で補っている。ただ麺に関してはやはり違和感を覚える一品だ。

　イリアスやウルフェは美味しそうに食べている。箸を使う習慣が無いこの世界ではやや食べにくそうな印象もある。

　スプーンとフォークもあるにはあるのだが……専用のフォークとレンゲを用意した方が良いのかもしれない。

「麺の固さとかはこの国の人の好みに合わせれば十分だな。後は上に乗せる具材を考えればメニューに加えられそうだ」

「これだけでも十分ではないか？」

「おいしい！」

「焼いた肉やアクセントの薬味、スープに合う野菜、味付けしたゆで卵と色々載せるのが日本こちらの国での定番だ」

「ふむふむ、なるほどな。これ一つで食事として完成させるってわけか」

「そういうことだ。今は塩を使う商売敵はいないが、将来的には手を出してくるだろう。そうなったら品目も被りだす。そうなるともう一工夫の勝負になるからな。今のうちに色々試して差をつけておくと楽になるぞ」

「なるほど。それじゃあ婦人方と相談して、週替わりで具を変えていくってのはどうだ？」

「それは良いな。客の感想も聞けるだろうし飽きにくい」

　ゴッズと軽く話をしていたが、厨房からゴッズを呼ぶ婦人方の声に彼は慌てて戻っていった。この関係は当面変わらないのだろう。

　サイラとも話をしようと思ったが、この忙しさでは迷惑だろう。休みの日だけ確認して後日食事にでも誘うとしよう。

　帰宅し、交互に風呂に入る。本来ならば水を溜め、火を起こし、お湯を用意する必要があるのだがそこはイリアスの優秀さに助けられる。

　魔法で水を溜め、火を起こすことで従来の数倍早く用意ができるのだ。

　魔封石の影響で戦闘にこそ役立たないこれらの魔法だが、野営などでは重宝するとのこと。

　こういった優位性から、基礎的な魔法を取得する騎士は多いらしい。

　そりゃあ簡単に飲める水を用意でき、火を用意して食料を安全に食べられ、あまつさえ風呂が用意できれば衛生面も問題ない。

　イリアスは魔法に関しても騎士が学ぶ魔法全てを習得済みとのこと。マジカルメタルゴリラである。

　ちなみにイリアスがいない時は自分で湯を沸かして、タオルで体を拭く程度で終わっている。

　イリアス達が風呂を済ませている間に寝床を準備する。そして交代で風呂に入って一日の疲れを労う。

　風呂から上がり、居間に行くとイリアスが一人で剣を磨いていた。

　こちらも羊皮紙とペンを用意して作業を始める。魔石の発光で周囲は見えるがやや暗い。

　そう思っているとイリアスが魔石に魔力を込め、その光を強くしてくれた。

「助かる。……ウルフェはもう寝たのか」

「ああ、君におやすみを言いたかったようだが寝入ってしまったので部屋に運んでおいた」

「一日を堪能できているようで何よりだ。羨ましいくらいだな」

「君も鍛錬すれば同じように眠れるぞ」

「次の日痛みで起こされないなら魅力的な話なんだがな」

「そこは君の成長次第だ」

「もう背も伸びなくなった大人がどれだけ成長するのやら」

　軽く二人で雑談をして過ごす。

　そうこうしている間にイリアスは武具の手入れを終わらせる。

「さて、私ももう寝るか。君は後どれくらい起きているつもりだ？」

「ああ、きりがいいところまで済んだら寝るが……一時間くらいだな」

「そうか……このくらいか」

　イリアスが再び魔石へ込める魔力を調整する。

「では、おやすみ」

「ああ、おやすみイリアス」

　イリアスは部屋に戻っていった。それを見送った後に作業を再開する。

　宣言どおりに一時間で作業を終わらせる。

　もう少し手を入れたかったが魔石の輝きが弱まったのでここまでにしよう。

　静かに部屋に戻り、ベッドに沈み込む。

　──拝啓、地球の知り合い達へ。今はこんな感じで無難に生きております。












02　さしあたってちょっと期待してました。








「食料良し、備品良し、他に用意する物は……まあこれだけあればいいか」

「ししょー、これをばしゃにのせるんですか？」

「ああ、頼む」

「わかりましたっ！」

　教会の前に用意された馬車に買い込んだ食糧などを乗せる。

　これから数日ほどターイズを離れることになるのだが、準備は概ね完了と言った所か。

　計画的な外泊はこの世界では初めてなんですよね。

　いやぁ、そう思うと童心を思い出しワクワクして来ましたよ。うんうん！

　実際、外泊の目的も学生の頃に行った社会科見学のようなものだ。切っ掛けはマリトを訪ねた時のこと。

「ユグラ教のマーヤからの頼みで、こちらの騎士を数名案内役として借りたいとの連絡があった」

「そうか」

「こちらとしてはマーヤとも親しいラッツェル卿、そして信頼のおけるドミトルコフコン卿にその任を与えることとなった」

「まあ、そうだな」

「そういうわけで君も一緒に行くと良い」

「どういうことだ」

「具体的な内容を説明するとだね。ユグラ教の本部から各支部の視察を目的とした使者がこちらにやって来ている。各村にある教会の様子などを見て回りたいとのことだ」

「ふむ」

「ついでに教会のない村も訪れて色々と話を聞き、要求があれば教会を建てたいと言っている」

「なるほど。そこで国の騎士に橋渡し兼案内役を依頼、古参で村々に信用のあるカラ爺と、ユグラ教のマーヤさんと親しいイリアスを選んだと。んでそれに便乗して村々を見て来いと」

「ああ、君の意見で特に印象が残るのは、この世界とそちらの世界の差異を自覚している箇所だ。君はまだこの国しか訪れたことがないんだろう？」

「下山して最初に目に付いたのがここだったからな。黒狼族の村は──まあこの国の文化圏とは言えないか」

「城や街の様子はそれなりに見慣れてきただろう？　次は城の外に住居を構える者達の生活も見ておけば、今後とも意見を言いやすいと思ってね」

「確かにな。だが騎士でもないのに同行しても大丈夫なのか？」

「そこは心配ないよ。条件を呑むついでに、国からも勉強を目的とした尚書しょうしょ候補を同行させるように言ってある」

「宮廷道化師って言わなかったことは感謝する」

　そんなわけでイリアス、ウルフェを連れてマーヤさんの所を訪れた。

「あら、尚書候補って坊やだったのね。出世したわねー」

「建前ですよ。役立つ意見が出やすいように、本国以外のことも勉強して来いって言われましたよ」

「なるほどね。座学で教えるよりも良いと思うわ。メンバー的にウルフェちゃんも連れて行って大丈夫そうね」

「べんきょう、がんばりますっ！」

「偉いわ！」

「えへへっ！」

「カラ爺は今馬車の用意をしている。直に来るだろう」

「それで本部からの使者さんはどちらに？」

「私です」

　と、現れたのは一人の若い女性だ。

　年は二十台半ばと言った所か。肩に掛かる柔らかそうな後ろ髪、前はぱっつん。穏やかで清楚な印象を受ける美人さんである。

「ラクラ＝サルフと申します。此度はよろしくお願い致します」

「イリアス＝ラッツェルだ」

「ウルフェ、ですっ！」

「こちらこそ。えーとどのようにお呼びすれば？」

「ラクラで構いません、尚書様」

「候補ですけどね。そちらの邪魔にならないように気をつけますが、何か失礼があれば遠慮なくおっしゃってください」

　余所行き用の笑顔で握手する。おい、イリアス、変顔するな。マーヤさんもだ。

「──それにしても、尚書様は変わったお姿をしておられますね。黒髪に黒い瞳……それに体内の魔力量もとても少ない……ご出身を聞いてもよろしいでしょうか？」

「あいにく物心付く頃から住処を転々と移り住んでいたので……。両親と別れて一人で生活し始め、この大陸で定住し始めたのがターイズです。体内の魔力量が少ないのは生まれついたもので、おかげで肉体労働などはあまり得意ではありません」

「まあそれはそれは……あら？　尚書様は精霊を憑依しておられるようですね」

「ええ。言語の異なる相手との対話の為に、マーヤさんに憑依術を掛けてもらっています。最近ターイズで黒狼族の集落が発見されたことはもう聞かれましたか？」

「はい、そちらの白い髪の子がそうでしょうか？」

「そうです。この子は既にこちらの言葉を学習していますが、他の黒狼族との交流ではこの憑依術を使って行っています。その村を発見したのが知人の商人でして、その協力者として私もといった形です」

「そうなのですか。お若いのにとても頑張っていらっしゃるのですね」

「ラクラさんこそ、貴方のような綺麗な方と共に仕事をすることができて実に役得です」

「まあ、ふふっ」

　ラクラさんと楽しく談笑する。おい、だからその目止めろって二人とも。ウルフェ見習えよ！

「では打ち合わせを始めよう。ラクラさんは私と巡廻する村の順番を、君とウルフェは資材の用意を頼む」

「りょーかいっ！」

　イリアスとラクラさんは奥の部屋へと入っていく。さて、こちらは買出しに行くとしよう。

「坊や、しれっとはぐらかしたわね」

「流石に素性を全部話すのは……マーヤさん的には引っ掛かりました？」

「いいえ、嘘は何一つ感じられなかったわ」

　そう、今の会話には嘘を一切混ぜていない。ラクラさんがマーヤさんと同じ聖職者である時点で、マーヤさんと同じく嘘を見抜ける力があると判断しての行動だ。

　具体的な理論は分かっていないが、大よその仕組みは推測できていた。

　聖職者である彼女達の特徴として、魔力を見分ける能力が優れているというものがある。

　過去にライの実という特殊な魔力を保有する木の実を食べたことがあり、マーヤさんはそれを外側からの観測だけで言い当てていた。

　仮にその能力の延長上に嘘を見抜く方法があると仮定した場合、その方法とは当人の魔力の揺らぎなどを観測している可能性がある。

　人は嘘を吐く際に何らかの癖を持っていたりする。熟練の嘘吐きならば外面に出すこともないのだろうが、内面はどうだろうか。

　嘘を吐いたという意識が自身の魔力に何らかの動きをもたらすのでは、そしてそれを日常から観測できる聖職者は──といった具合だ。

　思ったことを妖怪さとりみたいに全て見抜けると言うのならば、正直お手上げではあるのだがその可能性は低いと判断していた。

　理由はウルフェだ。この子の過去は凄惨なものだ。だがマーヤさんがウルフェと接していて、そういった記憶を読み取った反応は見られない。

　死霊術の話題で明らかに嫌悪感を見せていたマーヤさんならば、ウルフェの心情を読み取ってしまえば顔に出るはずなのだ。

　そういう訳でこの推測を元に、嘘を見抜ける能力の対策を考えていた。

　嘘を言えば確実にそのセンサーに引っかかる。一見無理ゲーのような気もするがそうでもない。真実のみで真実を歪曲させてしまえば良いのだ。

　日本にいた時、引越しが多かったのは事実だ。日本で一人暮らしを始めた後、『この大陸』で最初に定住したのは間違いなくターイズだ。

　魔力量が少ないのも生まれつきである。憑依術も確かに黒狼族との交流『にも』使われている。

「やっぱり、そういう類の方法だったんですね」

「今の問答は事前に考えていたのかしら？」

「そうですね。マーヤさんと同職の方なら同じことができるかもしれない。教会に通っていれば出会う可能性はあるだろう。そして色々質問されてしまうかもと思って、前々から頭の中で繰り返していました」

　これも本当だ。この質問に関しては『ありがち』だと想定しており、事前にシュミレートしていた内容の一つだ。

　だがマーヤさんが本当に知りたいのは『他の質問にも同様の真似ができるかどうか』だろう。

　その答えはややイエス。隠したいと思った内容が浮かび上がったなら、その会話中にこういう真似をすることはできる。

　ややという理由はこちらの動揺の程度ではそれを気取られる可能性が無いわけではないということからだ。

　可能ならばマーヤさんには気取られて欲しくなかったのだが、ラクラさんという特例が現れた以上は仕方がない。

　むしろさっさと対策があることを理解させ、本心を聞き出そうという気を削いだ方が良い。

「ああ、でもラクラさんが美人だって話は本音です」

「見ればわかるわよ。あれだけ嬉しそうにしていればね」

　マーヤさんは溜息を吐く。何の溜息だろうか。

「ところでイリアスのことは美人と思っているのかい？」

「あの怪力はヤバイって思っています」

「あの子も不憫だねぇ」

　その後買い出しに出かけ、今にいたるわけだ。

　馬車を持ってきたカラ爺も、イリアス達に合流して話をしていたようで一緒に教会から出てきた。

「おう、坊主か。いてくれて助かったわい。肩身が狭くなりそうじゃったからの」

「それはお互い様ですよ。そもそもカラ爺からしたら子か孫くらいでしょうに」

「そうじゃのう。坊主からすれば両手に花じゃな」

「一部棘どころか、槍生えてそうなのがいますけどね」

「ほう、それは誰だ？」

「肩っ、痛いっ！　そういう所だっ！」

　カラ爺の安心感につい口が滑ってしまった。危うく出発前から負傷離脱する所だったわ。

　ターイズ領の特徴として森が多く、その領域を巨大な山脈で囲まれているというのが挙げられる。

　唯一存在する他国との境界線は、東にある隣国ガーネとのものだけだ。

　領土のやや東側にターイズ城があり、村々の多くはその西側に広がっている。

　仮に戦争となり攻められることになっても、村の大半は戦火に晒されることがないのが強みである。

　またガーネ方向からの進軍は、森にある狭い道を通る以外に方法がない。

　森内を進軍しようものならその負荷は多大なものとなるだろう。

　そして狭い道では圧倒的地の利と機動力を持つ少数精鋭のターイズ騎士団が待ち受ける。頼まれても攻めたくないな、うん。

　現在向かっているのは北西の村。ここから一筆書きのルートで村を巡ることになる。

　なお黒狼族の村は例外となる。言語の壁もあり外との交流を始めて間もない彼らに、過度な変化を与えるべきではないだろうとの話だ。

　しかし魔王を恐れ隠れ潜んだ村だ。ユグラ教とは相性が良いのかもしれないとはマーヤさんの話。

　ユグラ教、ユグラとは嘗てこの世界を救ったとされる神の加護を受けた勇者の名前。キリスト教のようなニュアンスと捉えて良いだろう。

　禁忌である蘇生魔法から生まれ世界を恐怖に陥れた魔王達。それを神の加護を受けた勇者が打倒し世界を救った。

　そしてその勇者の教えを後世に残そうとしてできたのがユグラ教なのだ。

　勇者の名が後世に残るファンタジーの話はよく聞くが宗教にまで発展する例は割りと少ない。大抵は小さな村の少年とかだからしょうがないね。

　黒狼族としては、恐怖の象徴である魔王を打倒した勇者に好感を持ちやすいだろう。

　交流が進んだら更なる友好の潤滑油として、ユグラ教を伝えるのも良いかもしれないとラクラさんは語った。

　まあ既にユグラ教が宗教の比率で最も多くの割合を占めているターイズに、黒狼族の人が行き来を始めているのだ。無理に説いて回らなくても必要があれば伝播するだろう。

「そういえば村々の山賊による被害は聞いていないが、襲撃とかは無かったのか？」

「ああ。村にはターイズの騎士が駐屯している。騎士との戦闘を避けたがっていた山賊達が村に寄り付くことはなかった。村々を移動する場合も護衛は付けられたからな」

「被害を受けたのは騎士の護衛を付ける余裕のなかった外の商人達ってことか」

「ああ。だがそれでも警戒として、村々には他の村への移動は極力控えるようにと命が伝えられていた」

　ドコラが死霊術の使用を控えてくれて助かった。アンデッドに村が襲われていれば常駐の騎士だけで護りきることは難しかっただろう。

　もっとも、そんな真似をすればドコラの手の内を晒すことにもなるのだが。

「村にはどういった施設があるんだ？」

「まずは畑だな。他にも畜産施設といった、食料を生み出す為に必要な施設が多い。森の側なら伐採の為、山の側だと採掘を行う為の施設が増えるな」

　最初の村に到着し、カラ爺とラクラさんが村長と話す為に分かれている間、イリアスに色々聞くことにした。

　中世のザ・田舎村というイメージは変わらない。森が多い国の影響か、木材建築の建物がやや多く感じる。

「森を切り拓いて人の生息地を増やしている形か」

「そうだな。村の人口の増加に合わせて村は拡大している」

「森や山だらけだと、川に面していない村もあるんじゃないのか？」

「そういったところは地下水を利用している。畑への水は雨頼りがほとんどだが、いざという時は地下水を使うか魔法を扱える者に頼っている」

「そういう点で魔法は便利だよな」

「とは言え魔法で生み出せる水の量は魔力の量に比例するから、一つの村が満足できる量は生み出せないがな。場所によっては川から水路を引いている村もある」

「こっちの国じゃ大半の家に水が引かれているから、新鮮味は感じないがな」

「そうなのか……凄いな」

　そして村の物見櫓ものみやぐらを見つける。実際に木造の物見櫓を見るのは初めてだ。

「櫓があるのか。獣相手だとそんなに必要性を感じない気もするが──」

「あれの存在理由は魔物対策だ」

　そういえば今の今までほとんど触れていなかったが、魔物や魔族は存在しているんだった。せっかくなので魔物についてイリアスに尋ねた。

　過去に魔王が支配していた地域には特殊な魔力が充満しており、そこで生まれる生物は獣とは違い、多くの魔力を内包している。それが魔物だ。

　魔族については今のところ詳しいことは分かっていない。人のような存在だが、魔王の配下として行動しているとのこと。

　今でも魔王に毒されていた土地では魔物が発生することがあるようで、他国では土地の浄化と魔物の討伐を頻繁に行っているらしい。それが最も活発なのがメジスだ。

　このターイズ領にもそういった場所はあるにはあるのだが、魔物が人の前に現れる頻度はかなり低い。理由は『黒魔王殺しの山』のせいだ。

　魔物が生まれるであろうかつての魔王領はこの山の向こう側に存在しており、こちらに来る魔物のほとんどが山に住むスライムに処理されているのだ。

　件のスライムのやばさは、魔物の中でも最上級に危険なドラゴンが避けるほど。そもそも魔王を殺してらっしゃるのだから敵なしだわな。

　だがどこかの異世界人のように、運よくスライムの被害に遭うことなく山を突破する魔物もいる。

　その大半が空を飛ぶ魔物、ワイバーンといった類のものだ。

　ドラゴンは危機回避能力が優れている為、山にすら近づかないのだが頭の悪い他の魔物はちょくちょく山越えチャレンジしているとのこと。

　そういった魔物の被害を防ぐ為に村々には騎士が常駐しているのだ。

「大体こんな所か」

「カラ爺の逸話でワイバーンが出てきて、どこで戦ったのかとか疑問に思っていたが納得できたな」

　しかし後から分かる怖い話というものだ。最初に放り込まれたのがそんな危険地帯だったとは。

　下手をすれば魔物にも遭遇していた可能性があったなんて酷い。えげつなさすぎる。

　まあ一番危険なスライムさんには遭遇済みなんですけどね？

「各村に櫓を設置しているということは、過去にそれなりの被害もあったということか」

「ああ、十年ほど前にも大規模な魔物の襲撃があった。ターイズの歴史の中でも稀なものだ」

　そういうイリアスの表情は厳しい。イリアスの歳と暮らしを考えるに、恐らくは彼女の両親が失われた原因なのだろう。今は触れないことにする。

　基本的に村では魔法を多用するような仕組みはない。村での教育も王都より質は下がるが、読み書き程度は教わっている感じだろうか。そういう点では地球での類似時代に比べて高い水準だと思われる。

　あと目に付くのは小規模ながらの騎士駐屯所、教会の存在だろうか。

　ひとまず村の人々の農業や林業の形態が分かりそうな施設を見せてもらい、その流れを調べた。

　そうこうしている間にラクラさんとカラ爺が戻ってくる。教会の管理具合、村人のミサの参加頻度、必要になりそうな予算といった話を済ませたらしい。

　そして馬車に乗り込み、次の村へ向かう。

「教会の管理費の相談ということは、本部から支援金が出るんですか？」

「ええ、ターイズのように信仰者が多い所ならばお布施もそれなりにありますが、村々の規模となりますとそういった負担を強いてしまっていては信仰の妨げにもなりますから。ですので有志の方々から集めた寄付金を回せるようにしてあります」

「その配分を決める為の査察と言うことですね」

「ええ、尚書様の方はいかがですか？」

「こちらも村々の生活水準の確認を進めています。本国は仕方ないとしても他の村々での格差は取り払いたい所ですからね」

　馬車の中ではラクラさんと話をする。ユグラ教とメジスの関係などについても色々教わることができた。

　メジスは王国なのだが、その実権はユグラ教の法王が握っているといっても過言ではない。

　メジスの王は法王との対談を行い、決まった方針を国民に伝播させる役割を担っている。

　完全なイエスマンと言う訳でもなく、国の現状を考慮したうえでの進言もしているが、王自体が独自の政策を行うことはないとのこと。

　まあ国民のほぼ全てがユグラ教の信仰者、法王との軋轢を生んでいては国の運営もままならないのだろう。

　実権を握られているという欠点はあるが、王の立場としては幾分か気楽そうで良いとさえ思えるのは、誰かさんがそういう責任者の地位を望んでないが故の主観だろう。

　ただそうなるとメジスへの見方は多少なりとも変わってくる。禁忌を許さないメジス、その実態はユグラ教の意思が強く介在している。

　メジスの暗部であったドコラもユグラ教との関わりが深く、そして彼を追い詰めたのもユグラ教なのだ。

　そう考えるとマーヤさんの寛容さは相当な物だ。ユグラ教の中でも異質なのではないだろうか。

「そういえばイリアスの母親はマーヤさんと同じ聖職者だったよな。てことは」

「ああ、私の母は元々メジス出身でな。マーヤと共にターイズへやって来たのだ。そしてこの国の騎士であった父と結婚した」

　地球こちらじゃカトリックのシスターは結婚はしないんだよな。そういうしがらみとかもあまりないのだろうか。

　救世主つながりではあるが、勇者の教えともなると色々違いもありそうである。

「尚書様はユグラ教の教えについて、どう思われますか？」

「今の今までそういった教えと触れ合う機会はなかったので、どこかに属するといったことはしませんでした。ただ最近ではマーヤさんにも色々教わったこともあり、過去の歴史で魔王に多くの疵を残された人々にとって、ユグラ教の存在はとても重要で価値のあるものだと理解しています」

「それはそれは」

「現段階でユグラ教を妄信することはできませんが、少数派の宗教に拘るほど捻くれた性格と言うわけではありませんからね。将来信仰の門を叩くならユグラ教を望みたいと思っています」

「深い信仰に至るのを待たずとしても、私達は何時でも尚書様をお待ちしております」

　うーん、この社交辞令感は懐かしさを覚えるなぁ。その後の村巡りも問題は無く順調に進む。

　村の名前、施設の有無や老朽の程度などを調べる。村の人達の表情や、暮らしの様子も同様だ。

　ただまるで同じと言うわけではない。そして違いがあるということはその理由もあるのだ。

　それが村の個性ならばさておき、欠点や問題となりそうならばそれを考察し要因の対処を考える。

「君は異世界との差異を学びに来たはずではなかったのか？」

「ただ学ぶだけじゃ勿体無いだろ。こう言ったことを試しにやってみるだけでも得るものは多い。もしかしたらそれが功を成すこともあるんだ。与えられた機会は最大限活かすもんだぞ」

「なるほど、今日は真面目な日と言うことか」

　失敬な、不真面目な日などない。ふざけるにしても真面目にふざけているに決まっている。

　それに今日はウルフェも付いてきている。師匠としての貫禄も見せねばなるまいて。

　肝心のウルフェにも村を見比べて気付いた点を述べさせている。

「こっちのむらのうし、さっきのむらよりちいさいです！」

「おう、そうかそうか。個体差だけならさておき、全体的な差異があるのなら飼育環境の違いが考えられる。気候や日当たりは基本変わらない。なら飼育小屋の広さや牛達の生活リズム、食事の量や質などが予想される。牛の周囲も観察してそれらの違いから原因を導き出してみるんだ」

「……むー？」

　あまり難しい言い方は避けるようにせねばなりませんね、はい。

「なんで小さいんだろうなって牛さんのつもりになって考えるんだ」

「はいっ！」

　そうこうして時刻は夕刻を回った。今日は最後に回った村の教会にて寝床を確保する。

　イリアスとウルフェは同じ部屋、他はそれぞれ一人ずつだ。

　カラ爺だけは村長の家に招かれることとなり、そこへ泊まることになった。

　村の外にもなるとイリアスの武勇よりも、古参のカラ爺の方が人気は高い。

　女性であるイリアスへの偏見や差別も全くないとは言い切れないが、本国に比べれば大人しいものだ。

　さっさと眠っても良かったのだが、本日まとめた資料を整理しようと机に向かっている。

　イリアスから魔力を込めてもらったこの『照明石』を部屋の天井から垂らし、その灯りを頼りにデスクワークに一人勤しむ。

　そうしていると部屋をノックする音が聞こえる。

「どうぞ」

　入ってきたのはラクラさんだ。日中の格好と違い、白一色のゆったりしたローブ姿。なかなかに欲情を刺激される。

「夜更けに申し訳ありません。眠れずに少し歩いていましたら部屋から灯りが見えましたので……ご迷惑でなかったでしょうか？」

「構いませんよ。今日書き留めたことを資料にしていた所です」

「尚書様はとても熱心な方なのですね。拝見させてもらってもよろしいでしょうか？」

「ええ、どうぞ。ベッドにでも腰掛けてください」

　ラクラさんを座らせ、書き終えていた資料を渡す。

　ラクラさんは静かに資料を読んでいる。邪魔をしないよう、こちらも静かに作業を再開する。

　しばらくして、資料を読んでいたラクラさんの方からリアクションがあった。

「随分細かいことまで纏めていらっしゃるのですね。村の子供達の遊び方まで書き留めているなんて……」

「些細なことでも理由はあります。それが求めている情報に繋がることだって十分にありえます。未熟者にできるのは可能な限り目に映る事象を見逃さないようにすることくらいです」

「なるほど……」

「例えば子供達が手製の玩具を使って遊んでいる村と、そうでない村があります。その玩具の製作者は恐らくは親達です。日々忙しい中、子供達に手製の玩具を作ってあげられる時間、精神的余裕がある村とそうでない村では仕事の作業量や効率、技量の違いがあるのではないかと推測できます」

「……」

「そういった推測があるという前提で彼らの仕事の様子、機材、技量などを見ることで、そういった差異が明確に浮かび上がってくる……という感じですかね」

「……尚書様のような方が責任ある立場に上り詰められたのならば、民達も心強いのでしょうね」

「ははっ、ありがとうございます──ッ!?」

　と急に背後に気配が迫る。振り返るとラクラさんがすぐ傍まで歩み寄っていた。

　甘い芳香が鼻をくすぐる、彼女の熱が近くに感じられる。鼓動が少しずつ大きく、早くなるのを感じる。

「あ、あの……」

「尚書様、実は折り入ってご相談したいことがあります」

「え、ええ、こちらにできることでしたら……その、近──」

　ラクラさんの手が頬と太ももに添えられる。顔も徐々に接近し、彼女の吐息が顔に届く。

「今回の査察にはもう一つ、目的がありまして……」

「な、なななんでしょうか!?」

　ラクラさんは艶やかな笑みを見せ、こう言った。
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「それはとある本を探すことです。死霊術について記されている本、ご存知でしょうか？」

　ちくしょー、そうだよなー！
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　ラクラさんの目的がドコラの遺品狙いであることは予想の範疇である。それはもうマリトと一緒に『そうなんだろうなぁ』とか言ってたレベルに。

　決め付けていたわけではないが、ユグラ教の動きを警戒していた状態で、いきなり本部から人員が送られてくればそう考えが及ぶのは自然な流れである。

　溜息が漏れる。この世界に来て初めて色っぽいイベントに遭遇したのにこのフラグ回収の早さである。

　もうちょっとこう、数日間良い関係を作ってもらってからさ、こっちが信用しきったタイミングとか狙ってくれればこちらとしても楽しみようはあったんだが……。

「あ、あれ？　尚書しょうしょ様？　どうして溜息を……」

「そりゃまあ、色っぽくこられて求められたのが情報じゃぁ……」

「そ、そうじゃなくて──ひょっとして魅了魔法効いて……ない？」

　何それ、そんなの掛けられてたん？

「いやまあ、あんな風に接近されたのである意味魅了されかかってましたけど……」

「……」

　おお、顔が見る見る真っ赤に。

「わ、忘れてください！　お願いしますからっ！　忘れてぇっ！」

　久々に胸倉を掴まれ揺らされる。あーでも女性らしい腕力ってこの世界じゃ初めてかもしれないなー。

「ま、まあまあ、落ち着いてください。とても艶やかで良かったと思いますよ」

「違うんですっ！　あれはそういう予備動作が必要なんですっ！」

　ラクラさんは顔を真っ赤にして、涙目で訴える。これ以上弄っては本気で泣きそうな剣幕だ。

　大人として調子に乗るのは程ほどにせねばなるまいて。

「大丈夫ですってちゃんと魅了されてますって。いやーどきどきさせられたなー」

「うわあああんっ！」

　しかし、時には誘惑に負ける時もあるのであった。いろんな意味で。




「はい、水をどうぞ」

「うぅ……ぐすっ、ありがとうございます」

　取り乱したラクラさんを宥め、ベッドに座らせる。悪ふざけはほどほどに。

　さて、詳しい話を聞かねばなるまい。

「それじゃあ話を纏めます。ラクラさんは今回の査察とは別に探し物があり、その情報を得る為に尚書候補であるこちらに近づいた。手っ取り早く情報を取り出そうと魅了魔法を使用したところ、何故か魅了できなかった」

「……はい」

「ついでに言うなら魅了魔法を使用すれば前後の記憶が飛ぶ為、本来ならば恥ずかしくてやりたくない魅了魔法の所作を勇気を持って実行したと言うのに、失敗のせいで赤っ恥を晒してしまっただけだったと」

「……はい」

「そのまま普通に誘惑してくれたら、魔法なしでもいけましたけどね」

　あ、また泣きそう。　うーん、そんなに恥ずかしいならそもそも使わなければ良いのに。安易な手法に逃げた末の自業自得なのではなかろうか。

「確かに発動したのに……どうして効かないんですかぁ!?」

「あーうん。先に確認しますけど魅了魔法って相手の頭とかに魔法を掛けるタイプ？」

「え、あ、はい。厳密には相手の眼を通して相手の魔力に干渉して、こちらに魅了させる魔法です」

「そこだなぁ。ほら魔力少ないって話をしたじゃないですか。多分所作とかは間違えてなかったんですけど、こっちの精神に干渉できるだけの魔力がこちらには無いって感じかと」

　ライの実のことを思い出す。食べた者の魔力を利用し支配状態を構築し、スライムのいる巣へと生物を誘う物だ。

　魔力保有量が微妙な獣でも十分効果はあるのだが、異世界初心者の誰かさんはマジックポイントが１あるか程度でその影響すら得られないというね。

　最初はラッキー程度に思えたのだが、治療魔法の大半を受けられないという話を聞いて保険未加入状態な気分を味わっている。

「そんな……じゃあどうやれば……そうだ！　尚書様に私の魔力を注ぎ込めば！」

「ちなみにその方法を聞いても良いですかね」

　あ、今まで以上に顔が真っ赤になった。大体察した、そういう方法なのか。なんなんだこのポンコツ美人。

「そこまでするなら普通に誘惑した方が早いのでは……」

「そ、そんなこと、できるわけないじゃないですかっ！」

「がっつりやってたじゃん」

　さて、二度目の休憩を挟み話を再開する。

「しかし何でまたこんな強行を……良ければ話してもらえませんか」

「うう……」

　大まかな話はこうだった。

　ユグラ教の本部には禁忌や魔王に関連する資料が封印されている。

　いつの日か再び禁忌に手を伸ばし魔王が再臨するやもしれない。そういった事態に対抗する最終手段的な形での保管だ。

　しかしメジスの暗部であったドコラがその本の一冊を盗んだ。詳しい内容は聞かされていないが、死霊術に関する記述がある物らしい。

　蘇生魔法に比べれば劣るが死霊術も禁忌の一つ。それが広がることを避けたいとユグラ教はドコラの足取りを追っていた。

　そしてガーネにいた時の拠点を発見。そこでドコラが死霊術を身に着けようとしていた痕跡を見つける。

　その後足取りが途絶えたが最近になってメジスに対しマーヤさんからの資料要請があった。

　隻腕であり、死霊術を使用している可能性のある男。それは紛れもなくドコラである。

　メジスで追手から逃げる時には既にドコラは片腕を失っていた。その後ユグラ教本部はマーヤさんに本の捜索を指示する。

　ドコラが高水準の死霊術を取得していたことから本はターイズに持ち込まれた可能性が高いからだ。

　しかし全ての拠点を捜索しても本は発見されていなかった。本部は引き続きマーヤさんに捜索を指示、しかし成果は無し。

　あるはずなのに見つからない。このことからマーヤさんへの疑惑が持ち上がる声も出始めた。

　それを解消する為に、本部から有能な人材であるラクラさんが秘密裏に派遣されたとのこと。

「有能？」

「ほ、本当ですっ、あらゆる上位魔法を取得し、特に浄化魔法の専門家でアンデッド相手なら軍隊規模でも単独処理できるんですっ！」

　そりゃ有能だ。数十体のアンデッド相手でも、この国で最も数を誇る騎士団が攻めあぐねていたのだ。

　それなのにこのポンコツっぷりはおかしい。実はこれは演技なのだろうか。そうだとしたらなんと巧妙な……いや、最初から誘惑成功させればええやろ。

　しかしこういう話を聞いていると相性って大事なんだなって思う。ラクラさんの腕力は正直弱い、こちらと同じ程度だろう。……悲しさはひとまず捨て置く。

　そうなると騎士達のような尋常ではない動きから繰り出される攻撃は捌ききれないだろう。

　しかしその騎士達はアンデッド相手では決定力が無い。だが聖職者ならばアンデッドを一方的に虐殺できる。もう死んでるけど。

　なお、それらを一撃で吹き飛ばしたゴリラは相性の枠に収まらないので例外としてカテゴライズしておく。

「そしてターイズに来て、早速マーヤさんの目から離れて行動できるチャンスが訪れた。さらに丁度いい感じに誘惑魔法を使えば有益な情報を得られそうな誰かさんと出会って今に至ると」

「はい……」

「功を焦って自滅しただけじゃねーか！」

「だって、だってだって！　こんなにトントン拍子だともう神のお導きとしかっ！」

「仮にそうだとしてだ。魅了魔法を使ったまでは良い。その後の魅了が掛かったかどうかの確認を怠って本題に切り込んだのはどうなんだ」

「今まで失敗なんてなかったんですよぉっ！」

　正直ユグラ教には凄い警戒心を持っていましてね。マリトとも細心の注意を払って行動しようと、何度も相談して色々な対策を講じていただけにこの雑さは辛い。

「ううっ、隠密の任務は失敗するし恥ずかしい姿は晒してしまうし……私はもうダメです……かくなるうえは……」

「自決するなら自分の部屋でやってくれ。最後の勇姿は酒の席で語っておいてやる」

「本心で言っていますねっ!?　そんなこと言われたら死んでも死に切れないですよぉっ！　アンデッドになっちゃいますっ！」

　ホワイトな聖職者のジョークにしてはなかなかのブラックだ。どうにか安らかに眠って欲しい。

　とは言え死因にされては寝覚めも悪くなる。フォローするとしよう。

「別に隠密に拘る必要はないだろ。マーヤさんだってこのタイミングで本部から人が来れば自分が疑われていることは察しているはずだ。ならさっさと宣言して堂々と探せば良いだけだろう。何で秘密裏に探そうとしているんだ」

「禁忌が記された本の存在が明るみに出れば、欲する者達も出てくると危惧されているのです」

「マーヤさんには本部から本の存在を説明されているんじゃないのか」

「……そうでした」

　ぽんと手を叩くラクラさん。午前中の社交辞令の労力を返せこの野郎。こちとらやり手の刺客が来たつもりで応対してたんだぞ。

「ああ、でももしマーヤ様が本を隠しているのだとしたらっ!?」

「そうだとして、隠しているのは変わらないだろ。むしろ宣言した方が動きを封じられるだろ」

「……なるほど」

　ぽんと手を叩くラクラ。こいつを任命した奴は誰だっ!?　そいつに策略を考える資格はねぇっ！

「はぁ……もう寝る」

「そんなっ、手伝っては下さらないのですかっ!?」

「さっき自分のしたこと思い出そう。な？」

「それは忘れてください。忘れましょう」

「絶対忘れてやんねぇからな!?」

「なんだか言葉使いが乱暴になってきてませんかっ!?」

「余所行き用の態度ってのは、使うべき相手に使うものなんだ」

「うう、尚書様は素敵な方だと思っていましたのに……」

「それはどうも。ラクラも素敵だったさ、さっきまでは」

「本心が突き刺さって痛いですっ！」

「全く……分かった分かった。『本を探す手伝い』はしてやる。それで良いな？」

「本当ですかっ!?　ありがとうございますっ！」

　その本を既にマリトが所有していると言う情報を共有するつもりはないのだが。

　流れでうやむやになったが『本のことを知っているか』と言う質問への答えははぐらかせた。

「あ、ところで本について何か知っていませんか？」

　そうでもなかった。つくづくこちらの思いを裏切ってくれる女だ。

「逆に本について聞かせて欲しい。見た目とかの情報はあるのか？」

「ええと、古びた本で見たことのない言語で表題が書かれているとか」

「中身も？」

「はい。簡単には解読できないそうです」

「ターイズではそういった本は読んだことがないな」

「そうですか……」

　セーフ、一瞬迷った。表題なら既に見たことが何度かある。だが中身はまだ読んでいない。

　問題は『そういった本は読んだことがない』と言いそうだったこと。これは嘘になる。

　日本語で書かれていることを知っているからだ、日本語の本は当然日本で読んでいる。

『ターイズでは』という言葉を後で付け加えてしまった場合、嘘を後から撤回する形になるから嘘発見センサーに反応があるかもしれない。

　どこまでが有効で、どこからがアウトなのかその見極めは試さねばなるまいが、こういった危険な時には避けたいものだ。対処できるとは言え、厄介な力であることには違いない。

「探す方法とかはないのか？」

「ええ一応あります。その本には特殊な魔力が含まれていて、専用の結界を張れば反応します」

「なるほど。それで村の教会に結界の仕組みを配置して回っていたのか」

「はい……ってどうしてわかるんですかっ!?」

「ウルフェが言っていた。ラクラの荷物が少しずつ減っていたと。中身は食べ物の匂いはせず、それでいて石のような物が入っていたと。教会のない村にはせめて祈りを捧げられるようにと、簡易的な祭壇まで用意していただろう。想像はつく」

　ウルフェの鼻と耳は常人のそれではない。流石は狼の亜人だけあると感心する程だ。

　色々な違いや変化を言わせていたら、ラクラの荷物の話も出てきていたのだ。

　ラクラの目的と、その手札を見れば取りうる行動は予想しやすい。

「その結界は一つで村一つを覆える程なのか？」

「はい。あ、でも皆さんに害はないです。それどころか結界が持つ魔力によって、体内の魔力の乱れを正し、疲労回復の効果などが微弱に得られる便利なものです」

　マイナスイオンの商品って最近見ないよなぁ。とか言う感想しか出てこない。

「ターイズの騎士達は武器に魔封石を仕込んでいる者も多い。その仕組みは魔封石とかの影響は受けないのか？」

「そうですね。結界の核は魔封石の影響を受けて解除されてしまいます。ただ結界から発せられる魔力はそういった性質を持つだけですので大丈夫です」

　教会に武器を持ち込むような真似をされなければ大丈夫と言うことか。

　ドコラがとった手段と似ているな。いや元々は同じ国なのだからそういった手法もある程度似通っていて当然なのかもしれない。

「遠距離でも反応した際には分かるものなのか」

「はい。該当する本の魔力と結界の魔力が触れ合えば共振を起こし、超広域に特有の魔力の波のようなものを発します。それを受け取ればどの位置の結界が反応したのか判断できます」

　複雑な使い方が増えてきたな。それにしても何と言うか魔力の性質を利用するというのは、魔封石という存在に対する脱法手段な印象を受けるな。

　しかしこれ悪用したらかなりヤバイ兵器とか作れるんじゃないんですかね？

　性質同士から生まれる新たな魔力に狙った特異な性質を持たせられるかと言えば、専門家ではないのでさっぱりですけども。

「全ての村に設置できて反応がなければ、ひとまず村々にはないということで良いんだな」

「はい。最後はターイズ本国に仕掛ければ、人のいる場所全てを確認できると言うことになります」

「まあそうだが。許可下りるか、それ」

　自国に結界を設置して回って良いですかって言われて、ハイＯＫを出す国がどれだけあるだろうか。

　一応マイナスイオン的なものは出してくれるのだが……。

「……尚書様のお力でどうにかなりませんか？」

「候補だからな、そんな実権はない。王に相談することはできると思うが了承を得られるかは聞いてみないとな」

「それだけでも十分ですっ！」

「あとはそうだな。街に設置するにしても、手頃な場所やらを一緒に探すとしよう。しかしこれだけの物があるなら、もっと慎重に行動すれば良いものを」

「それはその……尚書様の魔力量を見て、安全そうだし良いかなぁって……」

「おいラクラ、いつか裏切ってやるからな」

「ああっ!?　本心から言ってますねっ!?」

　かくしてラクラとよく分からない協力関係を結ぶことになった。

「はっ!?　気付いたら呼び捨てにされていますっ!?　年上なのに！」

「もうそのネタは良い」

　そして翌日以降も村を巡り仕掛けを済ませていく。二日かけて西側の村を巡り、三日目には東側の村を巡る。

　しかし全ての村に仕掛けをしたにもかかわらず本の発見には至らなかった。そりゃ城にあるから当然だ。

　こちらとしては現段階で協力することもないので、尚書候補らしい仕事を続けておいた。

「しかしこれだけの村に常駐して本国の仕事もとなると、騎士団も忙しいだろうな。人手足りないんじゃないのか？」

「そうだな。本国においては騎士見習い達も色々雑用を頑張ってくれているが……」

「ラクラ、メジスでは魔物の出現率が高いと聞いたが、どう対処しているんだ？」

「そうですね。魔物の体の部位に懸賞金を掛けて、冒険者達に処理をお願いしています。村々でも一定期間の契約をして護衛として雇ったりしていますね」

「なるほど。魔物退治の専門家に任せているわけか」

「我が国でも真似をしたい所だが、ターイズにはあまり冒険者は来ないからな……」

　魔物が稀にしか来ない為、冒険者としては安定した狩猟ができない。

　メジスと同じ運用法は難しいか。何か冒険者を呼ぶ要素がターイズに欲しい所。

「ところで、二人はいつの間に親しくなったのだ？」

「いや、別に親しくはなっていないが」

「打ち解けたように話しているではないか。名前も呼び捨てになっている」

「それはこいつの──」

「それはですねっ!?　私も尚書様とイリアス様のような友好関係を築ければと、尚書様に無理をお願いしてそのように呼んで貰ったり、砕けた言葉遣いをお願いしたのですっ！」

「そ、そうなのか」

「いや、単純にこいつの評価が下落していっただけだ」

「どうして合わせてくださらないんですかっ!?」

「合わせて感謝されてもそこまで嬉しくないし、むしろ誤解されたままの方が不愉快だと思った」

「どうして本心からそんなことを言えるんですかっ!?」

「……本当に何があったんだ」

「ししょー、ウルフェもイリアスたちとおなじかんじがいいです」

　無言の手招きでウルフェを近くに座らせ頭を撫でてやる。

「いいかウルフェ。確かにウルフェの立ち位置は少数派で皆と違う。だけどな、わざわざ評価を悪くする必要は無いんだ。真似する相手は選ぼうな？」

「でも……ししょー、いつもウルフェにだけやさしい」

「ウルフェに特別優しくしているわけじゃない。他が低いだけなんだ、だからウルフェは自然なままでいるんだぞ」

「……はいっ！」

「ちょっと待て、それは私の評価も低いと言うことか!?」

「良いと思っていたのか!?」

「驚くな！」

「こちとら頭脳派なんだ。何でもかんでも力技で解決している奴の評価が簡単に上がると思うなよ」

「う、ぐ、だが別に馬鹿と言うわけではない、私だってそれなりの頭脳派だ！」

「毎回『だが力ずくの方が早いな』とか即断即決しているうちは絶対に頭脳派だと認めねぇぞこの脳筋ゴリラ！」

「ゴリラってなんだ!?」

　その後ターイズ本国へと帰還。ラクラは早速マーヤさんに事情を話した。

「そりゃそうよねぇ、仕方ないわ。私としては早く疑いを晴らして欲しいからラクラも頑張ってね！」

「あ、はい……」

　と自由にやっていいよとの許可を得た。これで街で活動する上での支障はなくなった。

「というかマーヤさん、ほとんど最初から分かっていましたよね？」

「そりゃもちろんよ。分からない方がどうかしてるわよ」

「ですよねー」
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　メジスに存在するユグラ教の聖地。嘗て勇者が魔王討伐を誓った場所であり、ユグラ教の大聖堂が建築されている。

　その巨大な大聖堂の一室の中で最も狭く、質素な部屋が私、ユグラ教の法王、エウパロ＝ロサレオの部屋だ。

　私は豪華ごうか絢爛けんらんを好まない。しかしユグラ教は世界で最も人口の多い宗教。

　それ故に大聖堂こそ世界有数の建築物として聳え立っているものの、私の執務室は青年時代の頃にあてがわれた作業部屋を再現して作られている。

　そして今その部屋に一人の大司教を呼び出していた。

　ウッカ＝ケヌク、ユグラ教の中で左翼側にいる人物であり、ラクラをターイズに送り込んだ人物だ。

「それで、件の本の回収にラクラ＝サルフを送り込んだと言うわけか」

「ええ、その通りでございます法王様」

「……私の記憶が正しければ彼女は超一流の聖職者だ。あの若さでユグラ教の真髄である浄化魔法をほぼ全て体得していて、悪魔狩りの実績も確かだ」

「はい、その通りでございます」

「そしてその才に全てを奪われたと言われるほどに、他の才が悲惨な者だと覚えている」

「はい、その通りでございます」

「何故彼女を選んだのだ……」

　溜息を付く。ラクラのような戦闘型の司祭に果たして本の回収が務まるのだろうか。いや、無理だろう。だって一度ラクラ見たことあるもん、わし。あの子はちょっと無理じゃろー。

「ターイズのマーヤに、その目的が筒抜けになるのが目に見えているのは私だけか」

「いえ、それは最初から狙い通りであります」

「……わかった。問答する手間が惜しいからまとめて話せ」

「ラクラはあくまで表立った立場の上で本の捜索を行わせるつもりなのです。ターイズの大司教であるマーヤは頭の切れる女です。恐らく誰を送っても彼女を疑った上での監査役だと気付くでしょう」

「そうだな。あの若さで大司教に上り詰めたのは伊達ではあるまい」

「ですのでここは開き直れば良いのです。意図がバレて当然なラクラを送り込むことで早い段階でマーヤに気付かせ、その上での捜索を行わせます」

「だがラクラである必要性はあったのか？　もう少し捜査向けの司祭辺りを送れば──」

「ふーふふ、ラクラである必要があるのですよ。あれほどうっかりしている者が監査役に送られれば、マーヤとてこちらがそこまで重要視していないものだと気を許すことになるでしょう。そこが狙い目なのです！」

「……別の者を秘密裏に送っているのか」

「さすが法王様！」

　ウッカは大げさなリアクションで褒め称える。誰だこいつを大司教にしたのは、わしだったわ。

　いや、こいつこんなんだけど人脈は凄いからなほんと。

　ユグラ教の金策の大半を担っているのがこのウッカだ、彼はその性格から他者に警戒されにくいという長所を持っている。

　つまり大抵の人間と懇意になれるのだ。その辺の実績が洒落にならないほど大きい為、色々と言いたい他の大司教達も口を噤むしかないと言った現状である。

「既にメジスの暗部の者をターイズに送り込ませております。ラクラが表立って粗雑な捜索をして目立っている間、その裏で優れた暗部の者が本を手に入れる。これぞ我が策なのです！　人は答えを見出すことでその警戒を緩めてしまう。そこを突くのです！」

「……まあ、そうだな。きちんとした能力を持つ者を使っているのであれば文句は言うまいよ。だがターイズとの関係を悪化させるような真似は避けるように」

「ええ、お任せください」

　しかし、こいつ人脈は広いけどメジスの暗部までつながりがあったか？

　酒場で意気投合したとかそんな感じなのだろうか。

「ふーふふ、我が策は決して気付かれることはありません。何せ完璧ですからな！」
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「まあ、別の奴が送り込まれているよな」

「そうだね、そうとしか考えられないよね」

　その夜、流石に報告をせねばとマリトの元へ訪れ、メジスの取りうる行動を相談していた。

「流石に同じ聖職者と言うわけにもいかないだろうね。可能性としては商人や冒険者に成りすますことかな」

「見ない顔での調査は難易度が高そうだからな。メジスの暗部を使っている可能性もあるか？」

「そうだね。変装の技術があれば、城に忍び込んでくる可能性もある」

「対策を練る必要がありそうだな。そうだ、ラクラに協力することになったんだが泳がせても大丈夫だよな？」

「ああ、上手く利用するといいよ」

「利用か……わかった。それで本の扱いはどうする」

「話の内容だと城の外は結界を設置してまわるんだろう？　そうなると外には持ち出せないよね。引き続きラグドー卿か俺が保持するとしよう」

「最悪本が回収されることも想定して、解読を始めても良いかもしれないな」

「そうだね。しかしラクラを送りつけた奴は余程大胆な性格をしているよね。禁忌に関する書物を持っていることをターイズに公表したようなものじゃないか」

「マーヤさんにバレる覚悟はしていただろうが、ラクラからターイズ国に情報が漏れることは考えてなかった……いや、そんなはずはないな」

「恐らくはある程度の妥協の姿勢を見せて、ターイズとの関係の悪化を防ごうと言う魂胆だろうね。そういう点は潔くて好感を持てるかな」
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「ターイズの尚書候補に事情を話しただとっ!?」

　ウッカはラクラからの報告を聞いて驚愕していた。水晶を使ったユグラ教の秘術の一つで遠距離の相手に言葉を届けるものだ。

　使用できる場所が限られているが、司教以上の立場が着任するユグラ教の教会にはほとんど設置されている。

「だ、大丈夫ですよっ！　事情を話したら本の捜索を手伝ってくれることになったんです」

「おお、それは素晴らしい」

「とても真面目に仕事をなさっている方で、それにマーヤ様とも懇意にされている方です。きっとことの深刻さを理解して下さったんだと思います」

「うむうむ。良き協力者に恵まれたのだな！　だが口止めはしっかり忘れぬようにな」

　ここにエウパロがいたら頭を抱えるであろう会話だが、そこに突っ込みを入れるものはいない。

「ラクラ、本に書かれている死霊術が世界に広まれば大惨事は免れぬ。心して頑張るのだぞ！」

「はい、ウッカ様の期待に応えられるよう頑張ります！」

　通信は途絶える。ウッカはラクラの予想外の行動に驚きつつもその成果に満足している。

　ひょっとすれば暗部より先に本を見つけ出すかもしれないとさえ考えていた。

「ウッカ様、よろしいですか」

「うむ、お前か。構わんぞ」

　そこに一人の来客が現れる。一人の若い青年である。

「ラクラとの通信ですか？」

「そうだ。ラクラの奴思いの他好調にことが進んでいるようだ。お前が手配してくれた暗部の者よりも先に本を見つけてしまうやもしれんな」

「それはそれは。ですがそれならそれで構いません。表立ったユグラ教の司祭の一人が成果を上げるならば、それに越したことはありませんからね」

「うむ、そうだな。それで何か用件でもあるのか？」

「ええ。裏側で動いている彼の補佐をもう数名増やしておきたいと思いまして。その許可を頂きに参りました」

「ふむ、ラクラも現地で協力者を得ている。裏で動けば現地の人間の協力を得られないのは大変だろう。速やかに手配してやるといい」

　ウッカは来客の用意した書類にすらすらとサインをする。

「はい、それではそのように」

　そういってその来客は部屋を去る。それを見送った後ウッカは暫し虚空を見つめる。

「……はて、今誰かいたか？」




　ウッカは首を傾げるのであった。












03　さしあたって心苦しい。








　翌日、ウルフェをお供に本捜索の手伝いをすることになった。見つからないように見つける手伝いをするとはこれいかに。

「さて、まずは結界の設置について陛下に相談したところ、一定期間のみならば街に設置をしても構わないと許可を貰えた」

「まあ！」

「ただし城には既にいくつか別の結界が張られている為、許可は出せないとのことだ」

「そうですか……」

　マリトと相談した上で城に結界を張られるのは避けようとなった。

　放っておけば強引に行動をしかねないので、まずは目先のことから処理させていく方針だ。

「また異常が発生された場合などは即時の撤去。それと念の為最初から街全体に使用することは避けて欲しいとのことだ。表向きの理由は結界のヒーリング効果を狙ったものだからな」

「ですが全体に使わないと確認が……」

「日数を掛けて広げていけば良いさ。ラクラ、最初はどこに設置するかは分かっているな？」

「……ンー？」

「かわいい仕草で許されると思うなよ」

　普段からこれなら許していたかもしれない。

「くすん、教えてください」

「ターイズに本があるという前提で捜索するんだ。結界を広げて捜索するその過程で、本が外に持ち出されたら困る。まずは城壁の門が範囲に入るように仕掛け、そしてそこを起点に街を包囲していく」

「ふむふむ」

「ただし、中に広げる前に城壁を覆うように一周させておく。城壁を越えて持ち出されないとも限らないからな。道具は足りそうか？」

「本国の周りをぐるりとですか……ぎりぎり行けそうですけど、そうなると本国の内側の分が足りなくなりそうです……」

「どうせ一度での設置は許可されていない。用意を進めながら準備でき次第に設置していけば良い」

「わかりました。では今日は城門と城壁周りの設置ということですね！」

「結界の道具の準備が早いようなら本国の内部設置と平行して、ガーネへの移動ルートへの設置。後は山賊達の拠点跡の調査も直接やっておきたいところだな」

「山や森の散策ですか……大変そうですね」

「だがマーヤさんの疑いを晴らす為には、彼女が捜索した範囲も確認しておく必要がある。これを渡しておくから写しを取っておいてくれ」

　そういってマリトから借りたドコラの地図を渡す。

「これは？」

「ドコラが使用していたターイズの地図だ。使用されている拠点、使用されていない拠点、候補になりうる洞窟などの印が刻まれている。既に騎士達が調査済みだからな。借りるのはそう難しくなかった」

「まあっ、これがあれば捜索もぐんと捗りそうですね！」

「ただ地図を借りた名目として、この国の商人であるバンさんと提携して洞窟の資源調査も兼ねてやる必要がある。拠点と洞窟を交互に回るからそれなりに時間は掛かるぞ」

「そうですね。ですが洞窟などにも隠している可能性はありますから好都合です」

「拠点跡地や洞窟なら一時的に結界を張れば問題ないだろうから、資材的には余裕は出そうだな」

　とりあえずこれらがラクラに対する時間稼ぎだ。

　まずは本国の周囲に結界を張らせ、長時間掛けて街の包囲を行わせる。

　同時進行で山賊拠点や洞窟に向かわせて、最終的な城の調査を遅らせるというものだ。

　後は空いた時間に本の解読を済ませる。解読さえ済めば本をメジスに返却しても問題はないとマリトと考えた計画だ。

　ラクラとしては時間が掛かるがターイズ領土内にあるという前提上、国外に持ち出されるリスクを抑えての捜索を行わねばならない。

　またメジスの真意は定かではないが、名目上は死霊術の伝播の阻止だ。この作戦を否定することはないだろう。

　後の問題は裏で暗躍しているであろう別の捜索者の素性だ。こちらは上手いこと炙り出していく他ない。

「ふー、終わりましたー！」

　城門前に結界を設置し、外に出る。範囲の隙間が空かないように本国をぐるりと馬で進みながら結界を設置。

　午前中から始めてもうしばらくすれば夕暮れになると言う時間帯、流石に疲れた。

　兵舎から借りた馬は二頭。一頭はラクラが乗り、もう一頭はウルフェと相乗りだ。

　ウルフェと一緒に乗馬を習ったのだが、ウルフェだけ先に乗りこなせるようになっており、誰かさんは未だに相乗りでなければ乗れないのだ。

　いや、怖いんですよこの馬。競馬場で見るような馬よりも一回りは大きいし、そのくせ速度は負けてないんですぜ？

　素人がサラブレッドに乗って走るとか無理無理。原付で80キロ出して高速道路走ってこいって言われているようなものだ。

　兵舎に馬を返しに行くとイリアスを見かけた。

「イリアスか。普段は街の警邏なのに珍しいな」

「城壁外の兵舎はラグドー隊の管轄だからな。番兵達に任せているとは言え、時折は様子を見に来ている。そういう君はどうした？」

「馬を借りてラクラと城壁を一周していた。メジスとの違いを見てみたいって話だ」

「そうか、どうだった？」

「メジスではここまでの城壁はありません。聖地にある大聖堂も信仰者達の視野に入りやすいように壁は作らないのです」

「魔物とか多い割には無用心だな」

「いえ、代わりに結界を何重にも展開していて、余程のことが無い限り魔物が近寄ることはできないようになっているのです」

　なるほど。結界というものは色々便利なものだな。そして景観を大事にできるという点も大きい。

「そういえば明日は洞窟探検を考えているわけだが、ラクラは獣相手の通常戦闘はできるのか？」

「ええ、大丈夫です。私強いですから」

　いまいち信用ができない。表情に出しておく。

「あっ、信用してないって顔ですねっ!?」

「そりゃあ今までのことを考えるとな」

「むーっ！　では証明してみせますよ！」

　と、ラクラは即座に周囲に結界を発生させる。

　ほぼノータイムでラクラの周囲に張られた立方体の結界は、厚い半透明のガラスのようなイメージだ。

「これが自慢の防御魔法ですっ！　並大抵の攻撃じゃビクともしませんよっ！」

「じゃあウルフェ、全力でやってみろ」

「はいししょー！」

　ウルフェがぐるぐると腕を回し、ラクラの前に立つ。そして息を吸い込み、地面を蹴る。

　魔力放出を組み合わせたシンプルな突進攻撃なのだが、その出力の出鱈目さだけで威力は跳ね上がるのだ。

「たぁーっ！」

　拳が結界に届く轟音と衝撃が空気中に伝わる。しかしその拳が結界の先に行くことはなかった。

「おー」

「ししょー、てが、いたい」

「そりゃそうだろうな」

　涙目のウルフェの頭を撫でて慰める。ラクラは得意げな顔で胸を張る。

「どうですかっ！　工程なしでこの硬度！」

「確かに凄いな。イリアス的にはどうだ？」

「ああ、見事なものだ。魔法の構築が本人を主軸としているから展開を許せば厄介だ。小粒な魔封石では無力化も難しいだろう」

「大きければ無力化できる訳か」

「ええまあ。流石に軍事利用される程の大きさにもなると辛いものはありますけど……ですが獣や魔物は魔封石を使いませんからっ！」

「ラクラ、私も試して良いか？」

　その強度にイリアスも興味を持ったようだ。

「ええ、構いませんとも」

「よし、一応鞘付きで行くか」

　イリアスは剣を掲げる。鞘付きのままだ。あまりにも硬い結界に剥き身の刃を叩きつければ、刃こぼれの可能性も十分にありうるからだろう。

　イリアスは結界の前で立ち止まり、剣を振りかぶる。

「確かウルフェの一撃はあれくらいだから……良し、これくらいかっ！」

　一直線に振り下ろされる剣。しかしその剣は結界に阻まれた。

「むう、流石に硬いな」

「……」

　ラクラの表情が硬まっている。あ、良くみると剣が結界に刺さってら。

　立方体である結界の辺に対し振り降ろされた剣は結界の一部を破損させ、面の抵抗でその勢いを失っていた。

「凄い結界だな。これを吹き飛ばすには結構本気にならないと私でも難しいぞ」

「試すなよ。多分結界ごとラクラが吹き飛ぶぞ」

「さ、流石はイリアスさん。ターイズでも五本の指に入る腕前は確かですね……」

　簡易的な攻撃ならばイリアスとてラクラを傷つけることは叶わない。だが本気でやりあえば結界を吹き飛ばす攻撃が目にも止まらぬ速度で繰り出されるのだ。
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　ラクラの眼から見てもやはりイリアスは別格のようである。

「ですがこれで尚書様にも証明できたでしょう。イリアスさんはさておき、尚書様程度ではこの結界は破れませんよっ！」

　修復させた結界内をくるりとターンするラクラ。そりゃそうなのだが、何か癪に障る。

「じゃあせっかくだし試しても良いか？」

「ふふんっ、もちろんですともっ！」

　とりあえず周囲を見渡す、いい物発見。兵舎の壁に立てかけてあったスコップを手に取る。

「そんな物でこの結界が破れるはずがないじゃないですか。この結界は足元にも張られています。掘っても無駄ですよっ！」

「えーと、これが丁度良いか」

　一旦スコップを地面に置き、近くにあったやや大きめの石を持ち上げる。

「うん？　石投げに切り替えるのですか？」

「いや、腰に悪いからそんなことはしない」

　石を傍に置いてスコップに持ち替える。石をどかした場所にスコップを突き立てる。

「尚書様？」

「良し、これでいいな」

　スコップを持ち上げ、結界の前へ。そしてスコップの中身を結界の上にぶちまける。当然ながらスコップの中身は結界に阻まれる。

「一体なに……をっ!?」

　ラクラの頭上にある結界には土が盛られている。立方体なのだから当然乗せられた土は零れることなく広がる。

　半透明で視界の良好な結界なので内側からその様子ははっきりと見えるだろう。

　石の下に潜んでいた大量の虫やミミズが蠢く姿を。

「あ、あの、あのあの、尚書様っ!?」

　さて、ラクラは結界内でも動けていた。瞬時に張れるわけだから自身を中心として常に動かす必要もない。逆を言えばこの結界は動くものではない。

　つまりは本人がその場から離れる為には結界を解除する他ない。

「いやー、やっぱり硬いなー、さ、行くか」

「よくもまあ酷いことを当然のように思いつくな君は」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　これをどかせてくださいっ！　せめて虫だけでもっ！」

　バンバンと内側から結界を叩き、助けを求めるラクラ。

「手が汚れるからなぁ」

「洗いますからっ！　綺麗な水を出して洗わせて頂きますからっ！」

「内側で円錐状の結界でも張りなおせば良いだろ」

「この形の結界しか使えないんですぅっ！」

「あーあれだ。解除してすぐに風を出す魔法とかで吹き飛ばせば？」

「タイミング間違えたらこの密室で魔法が暴発するんですよっ!?」

「一瞬で結界張れるならいけるいける」

「できるかもしれませんが……やっぱり無理ですってっ！」

　一瞬頑張ろうとしたが、失敗のリスクを頭に浮かべてしまい集中力が欠如してしまっているようだ。

「しかし立方体の動かない結界じゃ、毒液とか吐き出す魔物とかと出会ったら詰むんじゃないのか？」

「確かにな。一時的には防げるが真上に物が残るとなると……」

「円錐型か球状の結界にすべきだな、後は表面を色々弾きやすい感じにするとか」

「うむ、それが良いな」

「二人でまじめな話をしてないでどうにかしてくださいーっ！」

　その後本気でラクラを置いて行こうとしたら泣き出した上、ウルフェが放っておけないと言い出したのでイリアスに頼んで水魔法で洗い流してもらった。

　ただまあ、それで安心して結界を解除したことで結界上に残っていた水を頭から被ることになったのだが。

「酷いですっ、尚書様は酷い方ですっ！」

　兵舎の中で椅子に座り、イリアスの温風を出す魔法で乾かしてもらいながら文句を言うラクラ。

「自信満々で誇ってた結界の欠点を指摘してやったのに、酷い言い草だな」

「いや、あれは普通に人としてどうかと思うが……」

「ししょー、いじわる、よくないです」

「意地悪なものか、力量差ではラクラの方が遥かに上なんだ。それを知恵で上回って見せただけのことだぞ」

「その後が酷いって言っているんですっ！　本気で困っていたのに心の底からどうでも良さそうに置いて行ったじゃないですかっ!?」

「溜飲が下がったからな。満足してたわ」

「初日のような優しい尚書様と共に過ごしたかったです……」

「奇遇だな。こっちも大人の魅力が感じられたラクラが恋しい」

「悲しい相思相愛だな……よし、乾いたぞラクラ」

「ありがとうございますイリアスさん！」

　そういえばこの二人も距離感縮まっていないか？　似たもの同士惹かれあうものはあるのだろう。

　されど脳筋とポンコツは似て非なるものだ。その差を理解していなければ酷い目にあうだろう、主にイリアスの手によって。

「さて、『犬の骨』に夕飯でも食べに行くか。ラクラはどうする？」

「ええと、今は持ち合わせが──」

「それくらいは出す。それよりも聖職者って肉とか食べても平気なのか？」

「ええまあ、ダメな理由があるのですか？」

　おっといけない。この世界には牛を神聖視するヒンドゥー教や豚を忌み嫌うイスラム教は存在しないのだ。

「信仰を持つ人は生き物を殺して食べることに抵抗感を持っているものだと偏見を持っていた」

「確かに生命は尊いものです。だからこそそれまでの命に感謝していただいています」

　宗教的な縛りはなく、シンプルに食への感謝を忘れないといった感じだろうか。日本のいただきますにも似ている感覚だな。

「なら問題はないな。ターイズに来たなら寄るべき店の一つになる予定の店だ。行くぞ」

　首を傾げるラクラの手を取り、半強制的に『犬の骨』へ連れて行く。

　自然に囲まれたターイズ、その隣国である平野が広がるガーネ、さらにその隣に位置する荒野を含むメジスの領土は海に面していない。

　とは言えメジス程になれば隣国に海と接している国もあるようで塩の価格は気持ち二つ分安いらしい。

　だが塩が嗜好品であり、希少価値の高いものであると言うことには変わらない。

　塩の特性を活かした料理に舌鼓を打つラクラ。無論塩の存在だけではない。山や森に囲まれているターイズは他の国に比べ、香草や香辛料の種類が豊富で味の幅が広いのだ。

　最近では黒狼族の住む魔力量の多い希少な森が発見されている。そこにある特異な香草なども市場に出回れば、周囲の食文化はさらに向上していくだろう。

　そんなわけでラクラにターイズの発展途中である料理文化を満喫させたまでは良かった。

　ラクラは酒に弱いと言うわけでは無かったのだが自制が効いていなかった。

　美味しい食事に美味しいお酒、それらに喜び人の金だということを忘れての追加注文の数々。

　結果酔い潰れたポンコツ聖職者を背中に乗せ、マーヤさんの教会を経由する遠回りの帰宅ルートを余儀なくされる。

　体だけならイリアスやウルフェよりも立派に大人なのだが、内面は子供のままである。

「見事に潰れているわね」

「飲みっぷりから見ても初めてという感じじゃなかったんですがね。目を離した隙に潰れてました」

「飲みすぎというよりかは酔い方かしらね。途中までは感情が高ぶって一定量超えたら眠気がくる。そんな感じの子だと思うわ」

　確かに、深い酩酊と言うよりは健やかに眠っている。つまり叩き起こせば起きたのではないだろうか、労働力を返せ。

「持ち帰っても良かったのに」

「泊める場所がないです」

「そりゃあもちろん坊やの、ね？」

「酒で潰れた女に手を出す程飢えてません。今後の関係もある相手なら尚更です。だからそういう目で睨むなイリアス」

「君も男性には違いない。女性と深い関係を持つのは構わないが、流石に隣の部屋でとなると私も安眠できそうにないからな」

　そりゃそうだ。こちらとて隣人に音を聞かせるような特殊性癖を持っているわけではない。

「一つ屋根の下で暮らし始めてからそこそこ経って、問題一つ起こしてないんだ。その辺は信用してもらってもいい気がするんだがな」

　これでも色々気は使っている。何せ年頃の女の子二人と同居しているのだ。

　トイレや風呂場、相手の部屋に入る前のノックは当然のこと。自分が利用する時も相手側のトラブルが起きないように注意を払っている。

　ラッキースケベのような展開が起きてみろ。イリアスの加減なしの拳でデッドエンドだぞ。

「まあ、それは……そうだな、うん」

「部屋を借りてる立場で家主に迷惑は掛けないさ。そういう時は外泊する」

「良い心がけだ。……ところで時折外泊していた時があったのは私の記憶違いではないよな？」

「さて、帰るかウルフェ」

「はい、ししょー！」

「おい、何故話題を急に終わらせる。おい、待て！」

　子供ではないので、プライベートな時間について詮索されるのはご遠慮させていただきます。
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　ここはターイズ本国にある空き家。家主であった老人が死去した後、新たな住人が現れるまで束の間の休息を与えられたこの建物に、あるはずのない人影が存在していた。

　その男は扉に触れることすら無く閉じた扉を潜り抜ける。

　その男は床の埃の上に足跡を付けることなく歩みを進める。

　全身を黒い布で覆ったその男はまるで実体を持たぬ亡霊のように空き家の中を進んでいく。

　辿りついたのはかつて寝室だった場所。しかしそこに人が寝泊りしている痕跡などは存在せず、ただ一つの水晶が粗雑に置かれている。

　ユグラ教が使う秘術、マーヤやラクラがメジスにある本部と連絡に使うそれと同じものだ。

　男のかざした手が水晶に触れ、水晶は仄かな輝きを放つ。

「報告を聞きましょう」

　水晶から声が響く、その声はラクラの報告の後にウッカと話した者の声だ。

「ラクラは本日報告にあった協力者と城門、城壁にて探知結界の設置を行った」

「なるほど、時間は掛かりますが堅実な手段ですね。まともな協力者と出会えたのは本当のようだ」

「明日はドコラが残した地図を元に、拠点跡地の捜索を行うそうだ」

「即座に結界を広げはしませんか。道具の準備が追いついていないかあるいは様子見しながら範囲を広げていくつもりなのか」

「追加の指示は？」

「しばらくはラクラの様子見で良いでしょう。本の所在が分かるまでは見つからないことに専念してください。それと貴方の仲間をそちらに派遣しました。まずは合流し準備を整えることにしましょう」

「それはありがたい。ではしばらくは影に徹することにしよう」

「ラクラの設置した結界が発生する魔力波の波長の確認をお忘れなく」

「既に済ませているさ」

「余計な口出しでしたね。他に何か報告することはありますか？」

「協力者の容姿がやや物珍しい。黒髪に黒い瞳だ。魔力をほとんど感じないが隠しているような素振りはない」

「ふむ、魔族に見られる容姿ですが、その様子では珍しいだけでしょうかね」

「それと傍に白い黒狼族の娘が護衛としているようだ。錬度は話にならないが内在する魔力は計り知れないものがある」

「ターイズは最近黒狼族と交流を始めたと聞きます。有能な者を護衛として雇ったというところでしょうか」

「後はイリアス＝ラッツェルと交流を持っているようだ」

「それが一番警戒すべきでしょうね。ターイズの剣術大会で優勝した女騎士ですからね」

「そうだな。ドコラを仕留めた張本人、アレと正面から遣り合うのは仲間が揃っても御免だな。報告は以上だ」

「分かりました、何かあれば連絡を」

「ああ」

　通信が途絶える。男はほのかに輝きを残す水晶の上に布を放った。

　布が完全に水晶に被さった時、男は既に闇の中へと溶け込んでいた。
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　現在山の中をハイキング中なう。

　本日目指すのは最初にイリアスと一緒に攻略した山賊の拠点だった洞窟だ。

　ギドウとかいう巨漢の男が頭をやっていた一味である。最寄の拠点だけあって午前中に集合してから昼には到着できそうだ。

　参加パーティはイリアス、ウルフェ、ラクラ。

　先陣するイリアスが雑草をばっさばっさなぎ払ってくれるおかげで、以前よりもスムーズに進んでいる。

　以前は奇襲の為、静かに進まざるを得なかったが今回は道を作るつもりで進んでいる。

「しかし昨日の記憶が途中からすっぱりと……」

「運ぶ方の身にもなってくれ、重くて大変だったぞ」

「お、重くありませんよっ!?」

「痩せてる太ってる関係なく、眠っている成人女性は十分重いわ！」

「ひぃんっ！」

　そもそもイリアスが担げば良かったのだ。

　だがそうしようとしたところ、カラ爺の奥さんに『女の子を背負うのは男の仕事だよっ！』と叱られ、背負う羽目になったのだ。

　最初こそ役得感はあったが、数百メートルも歩けばそんな余裕は無くなったわ！

　雑談をしながら登山をしているとあっという間に到着。イリアスの剣により道中の邪魔な草木のほとんどが散っていった。

　黙々と轟音を立てて進む様は重機械を連想しましたね、はい。

「よし、イリアスはしばらく休んでいてくれ。内部を軽く見てくる」

「……ああ、何かあれば呼んでくれ」

　中に入る、懐かしい光景だ。ドコラが死霊術を使う為回収を行ったらしく死体などは残っていないが、やはりやや臭う。うーん、この地面の染みは血痕だろうか。

「少し空気が汚れていますね、浄化しましょうか」

「できるのか？」

「もちろんですっ！」

　ラクラが魔法を使用すると周囲の空気が流れているような感触を得る。そしてしばらくして魔法の使用が止まる。

　なるほど、便利なものだ。周囲の臭いだけではない、空気の質が変わっている。

　ジメッとした洞窟にいた筈なのに、清潔な無菌室にでも入ったかのような快適さを感じる。

「くうき、おいしくなった！」

「人が死んだ場所などはやはり大気の魔力も濁りますから、こうして整えることで本来の環境に戻すことができるんですよ」

「そういえばメジスでは魔王の残した傷痕ってのがあるんだったな」

「はい、その辺になるとなかなか浄化が進まないのですが、徐々にその範囲は狭まっています」

　環境改善の魔法かー、地球こちらの世界にも欲しい魔法の一つだろう。

　主に工場を乱立させている国々に教えてあげたい。

　その後簡易結界を張るも当然ながら不発。目的を果たしたので今度はこちらの仕事だ。

　洞窟内を見て回り、壁から浮き出ている鉱石のメモを取る。流石に拠点として使われていただけあって貴重な物は見つからないだろうが、仕方あるまい。

　自然的な発見はなかったが、山賊達の備品が一部残されているのを発見した。

　使い古された雑貨などはほとんど放置のようだ。金銭になりそうなものだけ回収された模様。木箱いっぱいの魔封石も見つけた。

　買おうと思えば多少は金額が必要とされる魔封石だが、ここにあるのは小さく質の悪いものが多い。

　これが機能する為には魔封石本体を魔法の範囲に放り込む必要があるだろう。

　探知魔法を妨害する逃走用だから小さくても十分なのだが、これを他の用途に使用するのは難しいそうだ。

　例えば騎士の武具に使われている魔封石は綺麗にカッティングされていたり球状に磨き上げられている。その大きさもそれなりだ。

　加工できそうなサイズは……ないなぁ。確かにパッと見使い道はないかなーこれ、でもちょっと貰っていくか。

　数個ほどポケットに放り込みラクラと合流する。帰ったら宝物入れにでも入れておこう。

　こっちに来てから増えた私物は少ない。相方であるこの木の棒、服、そして家にこっそり保管している小さな木箱こと宝物入れが私物である。

　物珍しいこの世界ではちまちました物でもなんとなく拾いたくなってしまう、そんな子供心を満たす入れ物だ。

　今のところ散歩中に拾った大きなどんぐりや綺麗な石とかが入っています。

　将来的には大きな箱を用意して、この世界での冒険の記念品などを集めるのも良いだろう。

　その後、目印代わりの小さな洞窟も調査しに向かう。こちらは人の住めるような広さではないが進んでいくと地下水が湧いている場所があった。

　水筒に汲み取り持ち帰って成分を調べてもらうとしよう。

「結局成果はなしです……骨折り損です……」

「今日の場所は元々ドコラの一味とは別の山賊の住処だったからな」

　帰りの道をラクラと小声で話す。イリアスには本のことを説明していない。

　ラクラとしては話してしまっても良いと言っていたが、こちらがやや困る。

　と言うのもイリアスはドコラとの会話を聞いており、ドコラがこちらに餞別を残していたことを知っているのだ。

　その後にカラ爺と本を取りに行った話こそ知らないが、本の話を聞けば関連付けられてしまう可能性は高い。そうなると色々情報が露呈してしまうだろう。

　イリアスが騎士である以上、上に報告する義務があり、安易に事情を説明すると密告させる負担を強いてしまう。とラクラには説明して情報を伏せさせている。

　今回の探検も資源調査の旨を伝えているだけだ。いつかは話したい所ではあるが、本の所在に関してはマーヤさんにも伏せている件だ。

　さらに言うならばマリトと共に内容を解読する話は、イリアスにとって快く思わないことでもある。

　彼女はこちらが悪の道に進もうとすることを良く思っていない。騎士としてと言うより同居人として、友人としての感情なのだろう。

　だがマリトと決めたことである以上、イリアスが口を出すことは難しい。そうなれば相談できるのは親しいマーヤさんと言うことになる。

　マーヤさんは寛容ではあるが死霊術といった禁忌に関しては別だ。ユグラ教の大司教としての立場を全うせねばなるまい。

　秘密を抱えると言うことは心苦しさが満載だ。こちらから説明する前に露呈してしまえば関係の悪化すらありえるだろう。

　無難に生きたい者にとって大きな秘密は持つべきではない。とは言えマリトの立場も理解できるし共感できてしまう。

　メジスが単にこれらの本を封印して管理しているだけなのか、それとも秘密裏に研究しているのか。

　本の管理と言う事実こそラクラの存在で確定したが、未だにその脅威すら計り知れていないのだ。
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　帰り道を進みながら彼の姿を見る。彼はラクラと小声で話をしていた。

　何を言っているのかは聞き取れない。だが無理に聞くのは躊躇われる。二人には二人だけの秘密があるのだろう。

　ラクラは良い人物だ。真っ直ぐで聖職者としての実力もある。可愛らしいところも多々あってとても魅力的な女性だ。

　始めこそ奇妙な距離感を保っていたが、今では私と同じような関係になっている。

　彼は相手によって鏡のように対応を変える。私との関係も今では軽口を言い合う程度に打ち解けたものとなっている。

　時折腹が立つこともあるが、遠慮がなくなって来たと思えば悪くない。

　ラクラとの関係も似たような変化があったのだろう。

　彼が気軽に話せる相手が増えた。それは良いことなのだが……。

「イリアス、つかれた？」

　ウルフェがこちらの顔を覗き、声を掛けてくる。ラクラと彼が小声で喋っている為、こちら側に寄ってきたのだろう。この子は色々と察しが良い。いや、良過ぎるのだ。

　この子の経緯を考えればもっと愚直に生きていても不思議ではない。それだけ今の生活を取りこぼさない為に必死なのだろう。

　それほど過去への恐怖が残っているのだ。事実、布団に潜り込むウルフェは時折震えていた。

「そうだな。早く帰ってゆっくりしたいものだな」

「イリアスはししょーとはなさないの？」

「話すとは、何をだ？」

「ししょー、いろいろかんがえてる。ウルフェをむらからつれだしたときみたい」

　ふむ、と考える。彼は常日頃、色々なことを考えているのは知っている。

　肉体労働が得意でない以上、それが彼の生き方となっているのだろう。

　だがウルフェの言い方から判断するに、彼は進行形で何かしら企んでいると見て良いのだろうか。

「それはラクラと一緒にか？」

「ううん、ラクラはなにもかんがえてない」

　それだけ聞くと酷い言葉だな。だがラクラにも伏せている企みがあるのか？　だとすれば今彼がラクラと接しているのも……。いやいや、ただ仲が良いだけかもしれない。

「……うむぅ」

　悩ましい、彼は過度の干渉を嫌う傾向がある。それでも頼られている自覚はあるのだ、その関係を崩すのは……。

　母の友人であるマーヤとは親しい関係を保ってきたのだが、彼のような個人として知り合った相手との交友関係は今までに経験がない。

　どれほどまで踏み込んで良いものなのかが掴めない。だが踏み込めるなら踏み込みたい……。

　剣術には自信があるがこういったことには不慣れなのだ。

「斬って仲良くなれるなら、一瞬で両断するんだがなぁ」

「イリアス、それこわい」

　怖がられてしまった。この子から怖がられるのは避けたい。一度手合わせした後に怯えられたのはなかなかに堪えた。気をつけなければ。
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　探検から帰ってきたのは夕暮れ過ぎ。イリアス達には『犬の骨』に向かわせ一人でマリトの所へ向かう。

　手には『犬の骨』から貰った皮袋に入れられた酒がある。それを城に向かう前にある場所へと持っていく。一般層と富裕層の境界、その路地裏を進む。そこに目的の人物がいた。

「ようガゼン」

「なんだ、お前か」

　ガゼン、ターイズに家を持たない人物で俗に言うホームレスだ。

　年は四十程度、しかし、身だしなみを気にしないその姿はふた回り程老けて見える。

　彼は普段路地裏を徘徊しゴミを集めて生活している。同時に不当に捨てられたゴミも集め、国から僅かながらの賃金を貰っている。

　もしイリアスの所に世話にならなかったら、このガゼンと同じ生活から始めていた可能性がある。そうなれば彼と色々あっただろうと考え、感慨深いものを感じる。

　ガゼンは普段から街を彷徨っているだけあって街の事情には詳しい。試しに酒を奢ってみたところ、有益な話を聞けたこともあり時折こうして情報を買っている。

　ガゼンはしっかりしている男でギブアンドテイクを守っている。そういう訳で先払いとしての酒を渡す。

「最近この街に見慣れない奴が来ていないか？」

「真新しいのはお前とつるんでいるねーちゃんぐらいだな。後は見てねぇな」

「ラクラのことは知ってるのか。まあアレはどうでもいい。素性がはっきりしているからな。他にこれと言った変化はないか？」

「おうよ、いつも通りのターイズさ。お前さんと言う酒運びができたのは俺に取っちゃ大きいことだがな」

　ガゼンは渡された酒を口にしながら笑う。気難しく他のホームレス達とも距離を置いている男だが、付き合い方を間違えなければそう悪い男ではない。

　しかし自由に使いこなせる駒というわけでもないので扱いは難しい。

「ガゼン、ここ最近危険な人物がこの街に潜んでいる可能性がある」

「俺は見ちゃいねぇがな」

「だが夜の街は危険が増える。しばらく夜の徘徊を自重してもらえないか？」

「あぁん？　何様だお前は」

「そういってくれるなよ。ガゼンは有益な情報源なんだ。無闇に危険な目に遭遇して欲しくないだけだ」

「俺は夜にだって物を求めてこの街を歩いてんだ。それが無きゃ飢えて死ぬ」

　一枚の金貨を睨むガゼンに放る。

「何の真似だ」

「しばらくで良い。行動は昼だけに抑えてくれ」

「……ちっ、物好きな奴だ」

　ガゼンは悪態をつきながら金貨を懐にしまう。

「この金が尽きるまでは聞いてやるよ」

「窮屈な思いをさせて悪いな。また美味い酒を持ってくる」

　そういってガゼンと別れる。ガゼンはこの街において空気のような存在だ。

　誰かに必要とされることもなく、本人も誰も必要としない。だからこそ自分の眼だけで見た生きた情報を、次から次へと蓄えている。

　そのガゼンが見ていないと言うのならば、それは他の者にとってもそうなのだろう。

　だがユグラ教がラクラだけを送り込むだけで、手を打ったつもりになるだろうか。ないな。ラクラは囮、人選ミスが酷いがそれは確かだろう。もう少しラクラから情報を聞きだす必要がある。

　時刻は夜に入った所、マリトに城にある特殊な部屋に案内される。目的は言うまでも無く本の解読だ。

　ラクラの情報によれば本には魔力が含まれている。万が一その魔力が体に付着してしまえば、街に展開してある結界に反応してしまう。その対応策を施してもらった部屋だ。

　ついでに服も着替え、特注の手袋まで装着済みだ。まるで鑑識官にでもなった気分だ。

　部屋にいるのはマリト、そしてラグドー卿。

「さて、無駄に緊張するな。これで読んで呪われたりしないよな」

「文字が読めなかったが俺は目を通した。最近はむしろ元気なくらいだね」

「そういや日に日に活発になっている気がするな」

「毎日が楽しいからね」

「こんな問題を抱えてか」

　さて、いつまで怯んでいても仕方ない。早くこの本を調べるとしよう。

　サンプル４号『蒼魔王』調査記録と書かれた表紙を読み直す。

　表題だけでもこの本の内容がある程度推測される。それ以上の情報は得られるのだろうか。

「ちなみに音読した方が良いか？」

「そうだね。君を信用していないわけじゃないが、君が内容に怯えて協力を破棄する可能性もないとは言えないだろう」

「おかげで覚悟もついた、後で文句言うなよ」

　そして本を開く、書かれているのは間違いなく日本語だ。だがその書き方は些か古い。

「読み辛そうだな……大正時代辺りの文字か？」

「タイショウ？」

「百年くらい前の字体だ。魔王がいたのって何年前なんだ？」

「五百年は昔だね」

　ふむ、急にこの本の信憑性が落ちてきた。とは言え地球こちらの世界とこの世界では時間の流れ方にずれがあるのかもしれない。

　異世界転移という時点で常識が死んでしまっているのだ。頭は柔軟に行こう。

　ひとまずは内容を読み、その事実と歴史を照らし合わせるとしよう。

「読めないわけじゃない。まあ読めるだけ読むぞ」

　こうして人生でも最大級に危険な朗読会が始まるのだった。
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「ラクラが尚書候補に本の話をしてしまったのか……」

　ウッカの報告を受け思わず頭を抱えてしまう。

「だ、大丈夫ですとも！　ラクラの報告ではとても親しい関係で口止めも──」

「他国の官に協力を求めるくらいならばその国に事情を説明すべきだ！　外交問題にまで発展させたいのか!?」

　死霊術に関する本がメジスに封印されていることは本来伏せるべきこと。禁忌に関する情報があれば、それを欲する者が出てくるのは人の性だからだ。

　しかしメジスの暗部であるドコラと言う者が本の一冊を盗み出して国外へ逃亡してしまった。秘密裏に回収できればそれに越したことはない。だが不手際を起こした以上、こちらも相応の傷を負う覚悟をするのが当然だ。

　本の素性をターイズに公開し、捜査の協力を要請する。今まで秘密裏にしていた事実だ。他国から批難されることは避けられないが仕方がない。

　そもそもユグラ教が禁忌に関する知識を、それらの対策として秘匿している可能性があることを他国が考慮していない筈もない。

　今問題にすべき点はそのことを自ら露呈するのか、他者の手によって露呈されるかということだ。どちらが外交において他国との関係が悪化するのか、考えるまでもない。

「もう良い。こうなっては遅すぎるかもしれんがターイズ国王に連絡をせよ」

「し、しかし」

「これはターイズのマーヤへの疑惑を晴らす為だけの問題ではなくなったのだ。ラクラを送り込んだ責任者として、ターイズには包み隠さず報告するんだ。良いな!?」

「は、はいっ！」

「拗れそうならすぐに連絡しろ。その時は私自らターイズに向かう」

「そんな、法王様が出ずとも──」

「そう思うなら上手く話をまとめて来い！」

　ウッカは慌てて飛び出していく。本当、わしのことを思うならもっと上手く立ち回って欲しいわ。

　今のターイズは若く賢い王へと世代が変わって間もない。その統治の良さは耳に入っている。

　こちらが誠心誠意向き合えばきっと良き関係のままでいられるだろう。

　だが若い王だ。余計な警戒心を持たせればこちらへ向ける爪を研ぎ始める可能性もある。

「今回の件とは抜きに、一度ターイズに来訪する必要もあるかのう……」

　確かターイズは香草が豊富で香り豊かな料理が多いと聞いた。旅行プランもついでに考えておくとしよう。
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　息を切らせ、急ぎ足でターイズへと交信する準備を進める。

　ターイズのマーヤを出し抜くことに考えが振れ過ぎており、ユグラ教の立場、いや法王様の立場を危険に晒してしまった。急いで取り直さねばなるまい！

「まずはラクラにはターイズ王に事情を説明させ、その上で協力体制を……そうだ、暗部の者が既にターイズへ送り込まれていたんだった！」

　急いでそいつにも連絡を、連絡を……。

「あれ、そういえば誰を送り込んだんだっけ？」

「ウッカ様、どうかされましたか」

「おお、お前か！　実は大変なことになったのだ！」

　事情を説明する。

「なるほど、それは速やかにラクラへ連絡すべきでしょうね」

「そうだろう、それと暗部の者も──」

「お待ちください。暗部の者の存在をラクラは知らないはず。そちらについては伝える必要はないかと」

「いや、しかしだな」

「ラクラはユグラ教の司祭、目的を隠していた負い目こそありますが立場としては問題のない者です。しかし暗部の者となると話は別です。情報を公開したとしても問題になるでしょう」

「それは……そうだな」

「ご安心を、暗部の者はまだ潜伏中です。こちらの方で連絡し下がらせます。ウッカ様はラクラへの指示だけに専念してください」

「そ、そうかでは頼むぞ！」

　これで問題は無いだろう。おっと、大事なことを忘れていた。

「ところでターイズに送った暗部の者とは誰──」

　振り返ったその場には誰もいない。

「……はて、何だったかな？　いや、こうしている場合では無い！　早くラクラに伝えねば！」
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　本の解読は難航していた。読み辛さもある。だがそれ以上に本の内容にマリトやラグドー卿が細かくストップを掛けてくる為だ。

　確かにそれだけこの本の内容は問題だらけだ。事実部屋の一同は皆頭を抱えている。

「この本の内容をメジスは知っていると思うか？」

「いや、死霊術の資料としか把握していない可能性の方が高いだろうね。もしもこの本の内容が本当で、それを知っているならユグラ教はこの本を全力で奪還しにくるはずだ」

　そうだろうよ、ラクラなんてポンコツを送ってる場合じゃない。それこそマーヤさんと同等かそれ以上のやり手を送り込んでくるだろう。

　死霊術という禁忌を秘匿していた事実を暴露してでも、この本は回収する価値がある。

「引き続き解読は進めるとして、マリトはその後のことを考えておいた方が良さそうだな」

「言われなくともそうするつもりだよ。正直知らない顔して返せば早いんじゃないのかな、これ」

「奇遇だな。同じことを思ってた」

「二人とも、それはなりませぬぞ……」

　三人で溜息をつく。もうこの本読みたくないですけど、知っちゃいけない系の情報だらけで本当に辛くなる。それがまだこんなにページを残しているのだ。

「あとどれだけ人生を危険に晒す情報を頭に入れれば終わるんだ……」

　パラパラと残りのページを捲る。文字の羅列が視界に流れていく。これが今後この頭の中に入っていくのだ。

　苦々しい溜息が漏れる。そして本は最後のページまで進んだ。……何だこれ？

　そこに書いてあったのは簡単なあとがきの様なものだ。複雑な内容などではなく、特に深く考えるまでもないシンプルな情報だ。

　ただその一目で理解できるはずの文章が問題だった。

「マリト、ユグラ教はこのことを知らない可能性が高いとかじゃない。絶対に知らない」

「どうしたんだい、何か見つけたのかい？」

「ああ、こんなもん知ってたらとっくに燃やしているぞ、こんな本」

　情報を共有する。二人の表情が固まる。

「ちょっと待ってくれ。その情報は聞きたくなかった！」

「こちらとて知りたくなかったわ！　どうすんだこれ！」

「二人とも、落ち着いてくだされ……」

「ラグドー卿、生まれたての子馬のように震えてないっ!?　そんな風に動揺してるの生まれて始めて見たよっ!?」

　得られた信じがたい事実に最強の騎士、賢い王、異世界者の三人はみっともなく慌てふためくのであった。

　その後一旦本を閉じ、マリトの執務室へ戻る。

「陛下、この本、懐に入れておきたくないのですが」

「我慢しろ。俺だってその本をもったラグドー卿が傍にいるだけで嫌だ」

「陛下、それは酷いです」

「しかし、これ本当に知らぬ顔で返却した方が世界の為なんじゃないのか？」

「いや、確かにそうだけど……そうなると魔王の件が……そうだ！　君だけが解読したことにしてユグラ教のトップと相談させよう」

「死ねとっ!?」

「俺にはこのターイズの国民の未来を背負う義務があるんだ……」

「ご立派です陛下」

「ぜってー告げ口してやるからな!?」

　再びヒートアップしそうになったのでお茶を飲んで一息入れる。

「しかし放っておける問題じゃないよね、これ」

「本の内容が確かなら、非常に不味いだろうな」

「よし、その辺の問題はとりあえず先送りにしよう。まずは解読をきちんと済ませるべきだ」

「そ、そうだな」

　どこかに『この本の内容はフィクションです。実在の人物や団体などとは関係ありません』と書かれているかもしれない。書いてなければ辛い知識が増えるだけなんですけどね？

　さて、内容の重要度に関する問題は現実逃避で逃げるとしても、他の問題が残っている。

「マリト、ターイズには暗部のようなものはないのか？」

「ある。本の素性を探らせている者達がそうだ。君の安全の為にメンバーの情報を与えることはできないけどね」

「そうしてくれ。拷問されたら開始前に吐き切る自信がある」

「まあ、本の内容を知った時点でどうしようもないけどね」

「忘却させる魔法とかないのか、あったら使いたいんだが」

「その手があったか、ラグドー卿！」

「放置できない問題です。諦めて受け入れてください陛下。彼も一緒に死んでくれるはずです」

「そういうことだから一緒に死んでくれ親友」

「縁を切らせてもらうわ」

　やはりこの本の話題になると冷静さが無くなる。とりあえず本題に戻ろう。

「知りたいのは暗部がどういう存在なのかって話だ。どういうことができて、どういう考えで動くのか、そういったことを理解したい」

「君がそうしたい理由は分かる。だけどその辺はターイズに任せても良いと思うけど……」

「今さっき一緒に死のうとか言った奴を信用しきれるほど精神強くねぇよ」

「うーむ、備えることは悪いことではないか。分かった。では暗部の一人を紹介しよう」

「それは助かる、いつ会える？」

「君の背後にいるよ」

　ポンと背後から肩に手を置かれた。

「──ッ!?」

　声にならない声が漏れる。肩に手袋を装着した手が置かれている。

　慌てて振り返ろうとするとマリトがそれを制止してくる。

「ああ、振り返っちゃダメだ。彼の素性は極力知らない方が良い」

「そ、そうか。だけどせめて心の準備をさせてくれ。死ぬかと思った」

「申しわけございません」

　背中から聞こえる声、高いのか低いのか、男なのか女なのか判断がつかない。彼と言うからには男なのだろうが……。

「ご挨拶が送れました。陛下の護衛をしている──なんか、そんな感じのやつです」

「今の挨拶でだいぶ親しみ持てたわ」

「ありがとうございます。聞きたいことがありましたら、答えられる範囲でがんばって答えます」

「質問の前の質問って言うと変なんだが、普段からマリトの護衛をしているのか？」

「はい、普段は魔法で姿を見せずに陛下をお守りしています」

「彼はターイズで最も実力があると言っても過言ではないからね。安心感半端ないよ」

「はい、過言ではありませんね陛下。最強ですから」

「凄い自信家だな。それなのに暗部に所属していて名前が知られていないのか……過去に有望だと判断された後に殉職扱いにでもして秘密裏に登用した口か？」

「流石は陛下と一生を共にするご親友、聡明ですね」

「しないよ？　しないからな？」

「貴方が初めて陛下とお話になられた時からずっと傍で観察させていただいてました。貴方は信用できる方です。最初に陛下を驚かそうとした時には斬るか悩みましたが、紙一重で耐えられて良かったです」

「しれっと怖いこと言うの止めて？」

　この暗部君、本気で言っているのか、冗談で言っているのか全く分からないんですが。

「魔法で姿を消しているということは魔封石の影響を受けるのか？　この城には結構見られるが」

「はい、魔封石によってこの姿隠しの魔法は解除されてしまいます。ですが私は魔封石が帯びている魔力を知覚できますので基本回避できます」

「なるほど。余程のことが無い限りは引っかからないのか」

「姿を見られた場合、その場にいる者を皆殺しにしないといけませんので大変です」

「頑張ってくれ。そして一度たりともその面を見せるなよ」

「顔には自信がありますよ？　男性でも虜にできます」

「それで死にたくねぇよ……ってもしかしてさっきの本の解読の時もいたのか？」

「はい、衝撃の事実を受け入れきれずに貴方を斬ってしまおうかと何度か剣を振り上げてたりしていました」

「耐えたのは褒めるけどさ、現実逃避で人殺めるのは止めよう？」

　そんなわけで質問タイムに入る。彼は暗部の心得、暗部にできる事などを説明してくれる。ふむふむ、勉強になりますなぁ。

　最近イリアスやウルフェ、ラクラと言った真っ直ぐな連中とばかり付き合っていたことで忘れていた懐かしい感覚が戻ってくる。

　──ああ、ドコラを追い詰めた時と同じ思考回路が蘇ってくる。

「君、その顔で帰らないほうが良いよ？」

　今後のことを考えているとマリトが真顔で話しかけてきた。

「ん、変な顔していたか？」

「うん、主に目が濁ってる。ラッツェル卿達が見たら心配するよ？」

「そんなにか」

「そんなにだよ」

「鏡使いますか？」

「ああ、ありがーってあぶねぇなっ!?」

　一瞬背後に居た暗部君の顔が鏡越しに見えそうだった。しかも今『あ、やべ』って小声で言ったぞこいつ!?

「あ、うっかり、すいません」

「うっかりで死ぬ人の身にもなってくれ。つか消えててくれ」

「酷い言い草ですね、泣きたくなります」

「魔法で隠れててくれ！」

　改めて鏡を見る。そう変わらない気もするが……ふむ。

「そうだな、軽い雑談をしてから帰るとしよう」

「それがよろしいかと、私の渾身のジョークをお聞きになりますか？」

「今度にしてくれ」

「笑い死ねるレベルですよ？」

「そんなに殺したいのか!?」

　適度に茶化してくる暗部君だが彼は本物だ。言葉通りならイリアス以上と言うことにもなる。

　ターイズ最強とこういった形で知り合うとは、奇妙な話だ。

　だが生きる地雷とは基本付き合いたくない。これっきりの関係で済ませるとしよう。

「だがこの時はまだ、こいつと腐れ縁になるとは思いもしなかったのである」

「読心術すげぇな!?」

「顔に出てましたよ、読みやすい顔でした」

「なるほどなって、魔法使わずに前に立つな！」












04　さしあたって参りました。








　翌日の早朝、ラクラが自宅にやって来た。

　話を聞くに、急遽メジスからの連絡があったとのこと。その内容はターイズ国王に事情を説明し、その上で本の捜索に協力してもらうように立ち回れとのこと。

　始めはユグラ教の急な動きの変化に首を傾げつつも、詳しい事情をラクラから聞いているうちに理由は判明。

　なんとこのラクラ、尚書候補である誰かさんに協力を要請した旨を、メジスにいる上司へと馬鹿正直に報告していたのだ。

　口止めには了解したが、こちらから口止めすることはしなかったからな。そりゃあこちらの関係を知ってしまった以上、上としては筋を通さねばなるまいて。

　ちなみにラクラから聞いた話では、報告と指示の間には一日ほどのずれがある。ラクラに指示を出している人物とは別の人物が今回の判断を指示したと見て良いだろう。

　現在ラクラに指示を出しているのはウッカと呼ばれる大司教、そのウッカに指示を出せる者といえばエウパロ法王ということになる。

　これでユグラ教、厳密にはラクラへ指示している者達の立ち位置が見えてきた。彼らは本のことを死霊術の情報が記載されている本程度にしか理解していない。そう考えるのが自然な形と見て良いだろう。

　しかし同時に困った点も出てくる。現在本はターイズ城に存在している。

　最終的にはラクラの結界にて本を発見させ、取引の場を設けて本を返すと言う流れだった。その間に解読を済ませることができる算段だったのだがこうなると悩ましい。

　直接の協力を求められた以上、本の存在を明かし即座に返却するか、本の存在を隠すかを選択せねばなるまい。隠し通すことは可能であるが、そうなると返却するタイミングが難しくなる。

　そして素直に交渉を持ちかけてきたメジスを欺くことにもなる。ターイズは何もメジスに喧嘩を売りたいわけではない。本の危険性を確認したいのだ。

　そして現段階でも本の危険性はかなりのものがある。それはもうヤバイを通り越している。

　ま、一人で悩んでも仕方がない。最終決定権はマリトが握っているのだ。マリトが責任ある選択を取ってくれるに違いない。事態が事態ということで早速一人で城へ向かった。

「こちらとしては尚書候補の君に協力を持ちかけた時点で、上からも協力要請をされているものと思っていたよ」

「言われて見ればそうだよな」

「解読に掛かりそうな時間はどれくらいかな？」

「そうだな。全文を読んで聞かせるには後二日は欲しい」

「残り量からしてもそうだね。大まかな解読だけなら一日で足りるかな？」

「まあ、行けるとは思う」

「別に死霊術の手法を完全に読み解きたいと言うわけでもない。何が書かれているのかだけでも分かれば良しとしよう」

　そしてラクラからの協力要請を受けることを決定する。そして後日宝物庫に保管してあった本を見つけたという体で返却する。といった流れになった。

　ラクラが嘘を見抜けることから事情を知らない者を使って、その旨を伝えることになる。ラクラはときおり際どい質問の仕方をするので、いつかはボロが出かねんと怖い思いをしていただけに助かった。

「ただ気になる点がある」

「当ててみようか。他の捜索者のことだろう？」

「ああ、それとなくラクラに聞いたが、知らないと言っていた。まあラクラを選んだ人物とて、ラクラに説明するのが不味いことだと言うのは理解しているだろうしな」

「だけどその説明はないんだよね？　単純に彼女だけなのか、それともその存在が公になっていないから、伏せたままにしておくつもりなのか」

「後者だと思うな。秘密裏に動ける人材ともなれば、国の暗部といった連中の可能性は高い。他国に暗部を送り込んでいましたともなれば、正直に告白しても両国間での磨耗は避けられないからな」

「こちら側からいるはずだろうと切り出したい所だけど、肝心の本を隠し持っている以上はあまり強気に出たくないんだよなぁ」

「とはいえマーヤさんへの疑惑を晴らすことよりも、本の発見とターイズとの関係を優先したことには間違いない。勝手に消えてくれるなら藪をつつく必要もないだろう」

　とりあえずはこれで一段落。本を大まかに解読後メジスに返却。その脅威については後日対処を考える。

　これならばガゼンに夜を出歩くなと忠告する必要もなかったな。

　彼にも生活があるし、さっさと撤回しておくべきだろう。そんなわけでマリトと別れ、路地裏へと向かう。

「ガゼン、いるか？」

「なんだ、金ならまだ使い切ってねぇぞ」

　ガゼンは昨日渡した酒をチビチビと飲みながら本を読んでいた。えらい味わって飲んでいるな。ゴッズのオススメだし気持ちは分からないでもない。

　ガゼンが読んでいる本は……タイトルから農業関連の書物だろうか。

「いや、昨日の話だが杞憂に終わりそうでな」

「そうかい。だが金を返せと言われても、そこそこ使っちまったからな」

「その本か。一方的に要求を通した以上、返せなんて言わないさ」

「気前が良くて助かるぜ」

「その本、作物でも育てる気か？」

「外から適当に土を持ってきて、箱にでも積めりゃ小さな畑にならねぇかなと思ってよ」

　プランターでの菜園か、食料も作れるし悪くないだろうな。ウルフェにも勧めてみるか、教育にも良さそうだしね。

「底に穴を開けて軽石を詰め込んどけ。水はけが良くなって根腐れしにくくなる」

「へぇ、お前さんそういうのも詳しいのか」

「昔知り合いが道楽で植物を育てていたからな。その時に聞きかじった程度だ」

「植物は一々小言も言わねぇし、人を避けたりもしねぇからな。俺みたいな奴には丁度良いだろうよ」

「文句は言ってこないのは確かだが、きちんと面倒を見ないと何も言わずに枯れてしまうがな」

「そうだなぁ。それくらいは目を掛けてやんなきゃならねぇよな。どら、お前さんに言われたとおり石でも拾ってくるか」

　ガゼンはゆったりと立ち上がり、すたすたと歩いていく。路地裏でプランターか。食べ物ばかり作っていては苦情も来るかもしれない。

　景観なども考えて色々アドバイスした方が、ガゼンとしても周りとの磨耗を生み出さずに済むのかもしれないな。

「俺の金で作るんだ。それなりに豊作だったら少しくらいわけてくれよな」

「少しだけならな。へっへっ」

　ガゼンと分かれた後に昼食を済ませラクラと合流する。こちらが寄り道をしている間にマリトが迅速に行動してくれたようで、既にラクラの元に協力の了承を伝える使者がやって来ていたらしい。

　本の捜索を国に要求した以上、イリアスにも説明しておいて大丈夫だろう。

「──と言うわけで、ラクラはドコラが盗んだとされる本を追ってターイズに来ていた」

「なるほど。君が城壁周りを案内したり、共に山を登っていたのはそういう理由があったのか」

「イリアスに説明しなかったのは、一応ラクラに口止めされていたからだな。極秘といえば極秘だ」

「申しわけありません。ですがこちらにも色々事情がありまして……」

「いや、理由が分かっただけで十分だ。確かにユグラ教にとって、死霊術に関する本を保管していたという事実は伏せておきたい話だろう」

「ちなみにそれを先に知っていた理由に関しては、村をまわった時に──」

「わーっ!?　わーっ!?　わーっ!?」

「うるせぇ！」

　イリアスにはラクラとの関係を包み隠さず説明する。魅了魔法を掛けられた経緯も丁寧にだ。

　ただし本をマリトが持っている話だけは伏せる。これはラクラも知りえない情報だからだ。共有するのはラクラと同じ情報量だけだ。

「尚書様、秘密にするって約束してくださったのに……」

「イリアスに内緒にして関係が悪化することと、ラクラの体裁が悪くなることじゃ秤にかけるまでもないな」

「うう……」

「そ、そうか。まあ私は黙っておくから安心してくれ」

「イリアスさんはなんて優しいのでしょう……！　それに引き換え……」

「誰かが馬鹿正直に上に報告したから、国を巻き込む羽目になったんだろうが」

「くすん、報告連絡相談は大切なんですよっ!?」

　イリアスは話を一通り聞いた後、考え始める。ドコラの記憶を思い出しているのだろう。そうなると当然あの話題が来るよな。

「確かドコラは君に餞別といって、拠点を調べるように言っていなかったか？」

　そらきた。イリアスは脳筋だが鳥頭ではない。魔法も一通り取得している秀才タイプである。そして気付いたことはすぐに口にしてしまうタイプでもある。

　事前に口裏を合わせておけば付き合ってくれる辺り、柔軟さがないわけではないのだけれどもね。

　ただどうもイリアスに嘘をつかせたり、物事を隠匿させるのは気が引けるんです。

「ああ。その翌々日には各拠点の捜索が行われ、盗品やら貴重品は回収されている。城に保管される可能性は高かっただろう」

「城にある可能性が高いと分かっていて、外側から結界を張らせていたのですか……」

「そりゃあ金品盗品やらは、持ち主が居なけりゃ国から街に流れることになるんだ。一番可能性が高いから城に乗り込むかと誘った方が良かったか？」

「それは……うーん」

「流石にそれは私が止めるぞ」

「だよな」

「明日には宝物庫の調査が終わるようなので、本日は結界の用意だけ済ませましょう」

　それが無駄になるだろうとは言えない。やる気になったところに悪いが、余り根を詰めすぎないことを祈ろう。

「……はて、そういえば何故ドコラは尚書様に餞別云々と？」

「それは彼がドコラを追い詰めたからだ。そしてドコラが彼を認めた」

「なんとっ!?」

　余計なことを……。面倒になると思い、ドコラと関係があったことは伏せていたというのに。

「運よく行動先を読めたに過ぎない。ドコラの駆使したアンデッドを森ごと薙ぎ払い、奴を倒したのはイリアスだろう」

「それはそうだが──」

「それでもそうなら言ってくだされば良かったのに」

　不味い。どう言い訳したものか……嘘を交えずに答えなければならない。ああしてこうして、こうか。

「目立つのが嫌いでな。ラクラとは協力関係だが、メジスにこちらの素性をあまり知られたくなかった。だからドコラ討伐に関わったことは伏せた上で協力したかったというのが本音だ。すまない」

「そうですか……いえ、お気になさらずに。私も立場上聞かれたことは包み隠さず答えなければならないので、そう思うことは仕方がありませんよね」

「そういってもらえると助かる」

　ラクラはマーヤさんの教会に戻り、結界を張る道具の準備に入る。ついでにこちらもウルフェも預かってもらう。

　イリアスは仕事に戻る為、こちらは本の解読を済ませる為共に城に向かう。無論マリトに呼ばれているからとしか伝えていないのだが。

「そういやイリアスにも謝らないとだな」

「私にか？」

「そりゃあ立場としてはイリアスに保護されている同居人だ。一言相談くらいしても良かっただろ」

「ラクラに口止めされていたのだろう？　寂しい思いはしたが、約束を破らせるよりかは良いさ」

「寂しい思いをしてたのか」

「い、いや、何と言うかだな。二人が共通の秘密を持っているのは察していたが、加われないことに対する疎外感と言うかだな……」

「寂しい思いしてるじゃないか」

「ええい、うるさい！　それに私だけでなくウルフェも気にしていたぞ！」

　ウルフェもなかなか鋭い所があるからな。ただウルフェの場合はイリアスのことを気にかけていたのではないだろうか。親しい者が悩んでいる姿を見れば不安になる。ウルフェはそういう子だ。




　その後マリトと共に解読作業を再開する。方針を変え、大雑把に書かれている内容を説明。そしてマリトやラグドー卿が指摘した箇所を細かく掘り下げていく手法で進めた。

　しかしそれでも時間は掛かり、日は沈み、城に泊り込みでの作業となった。イリアスにはウルフェの迎えを頼み、城にて夕食を済ませる。

「そういえばこういった形で食事を取るのは初めてだね。徹夜での作業というのも新鮮で良いね！」

「未成年の頃は徹夜でも体力は持ったが、辛いんだぞ……」

「君、体力なさそうだもんね」

「体力だけじゃない。精神の方もだ。集中力は本来一晩も持つものじゃないんだぞ」

　とはいえこちらは読むだけ、理解するのは勝手にしていることだ。

　実際に理解し、頭に記憶しているのはマリト、そしてラグドー卿なのだ。そうそう、暗部君もね。

　ラグドー卿の作った夜食という、ゴッズやサイラなら額に飾りかねない貴重品を貪り、作業は夜通し続いていく。
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「んーんんー、ふーふんふーふー」

　夜の街を鼻歌交じりに歩く。今日は気分が良い。思うことが上手く進んだ日はご機嫌になるのは当然のことだな。

「あー酒がもうねぇな……まあ二日持てば上等か」

　空になった皮袋を握り締める。美味い酒だった。あのガキ、また持って来てくれねぇもんかな。

　手元にある金を使えば買えなくもないが、貰った酒は格別なんだ。

　それにしても物好きな奴もいたもんだ。アイツは変わり者だ。どいつもこいつも俺を疎むような態度や目つきを向けてくるってのに……。

　酒をくれ、金をくれ、そして一人の相手として話しかけてくる。金だけ寄こしてりゃ情報はくれてやっただろうに、家なしの扱いが甘ちゃんもいいところだ。

「美味い野菜ができたら……感謝分くらいは増やしてやるか」

　辛うじて残っている酒の余韻を目を閉じながら楽しみ、進む。

　裏路地は俺の庭だ、だから目を瞑っていても歩ける。耳に入ってくるのは夜でありながらも微かに聞こえる人々の言葉だ。

　ああ、あそこの夫婦はまたつまらねぇ喧嘩してるな。今日は野菜の切り方の拘りだ？　そのまま齧れ。

　向こうの家の婆さんはまーたぶつぶつ独り言か。あと何日かで孫が様子見に来るんだ。さっさと寝ろよ。

　ここから聞こえるのは……なんだ、聞きなれない声がするな。

　目を開け声の聞こえた家を見る。ここの爺さんは半年前に死んだはずだ。中に人がいるというのはおかしな話だ。

　あのガキが言っていた言葉を思い出す。外から知らねぇ奴が来てるって話だったな。そいつらか？

　俺だって空き家を使うのは自重してんのに、ふざけた野郎共だ。

　視線の先に窓がある。足を進めそろりと中を覗き込む。……なんだ、あいつら？

　全身を黒いローブで覆った男が複数、何かを話している。ちっ、関わらねぇ方が良い類だな。窓から離れ空き家からそっと距離を取る。

　どうしたもんかね、あのガキにチクれば金でも貰えるだろうか。

　そうだな、アイツならきっと金を出してくれるだろうよ。そうすりゃ俺の野菜作りの計画も捗るわな。

　あん？　なんだ急に視界が──

「おいおい、殺したのか？」

「家を覗きこんでいた。格好と臭いから家なしのクズだろう」

「あーあー、首の骨を綺麗に折りやがって。殺しだってバレんだろうが」

「こいつの握っている物を見ろ。酒だ」

「あーあー、それじゃあこうやって起き上がらせてっと……そんでぐしゃぁ！」

「音を立てる奴があるか！」

「悪い悪い。だがこれで事故に見えるだろ？　それじゃ撤収だ」
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　すっかり朝になってしまった。ようやく返却しても良いだろうという程度に解読が終了。帰宅を許可されたのだ。

　イリアスに城に泊まることを伝えていなければ、今頃いらぬ誤解を与えてしまっていただろう。最近不摂生とかしているとイリアスの視線が厳しいんだよなぁ。ウルフェが真似しないか心配ですよほんと。

　そんな噂をすれば何とやらでイリアスを見かける。傍には誰かがいるようだ。

　路地裏から体がはみ出しているが見覚えのある格好、確か番兵だったか。ラグドー隊に指導を受けている騎士見習いとかだった気がする。

　……いつものイリアスと違うな。何かあったのだろうか。

「イリアス、嫌な顔をしているが何かあったのか？」

「君か。いやなに、朝から嫌な光景を見てな……」

「何があったんだ？」

　二人の番兵が路地裏から出てくる。その両手に握られているのは布を掛けられた担架だ。

　不自然な盛り上がり、誰かが乗せられているのだろう。誰かが亡くなったのか、そりゃ朝から死体を見るのはごめんだわな。

　担架に乗せられている死体は全体を布に覆われており、その姿は見えない。

　まあ見たくないんだけどさ。だが視線を逸らした先、路地裏傍に落ちていた物を見つけて言葉を失った。

　それは酒を入れる皮袋、それも最近見たことのある物だ。担架へ駆け寄り番兵の制止を無視し布を持ち上げる。

「おい、何を──」

　そこには昨日まで生きていて、皮肉じみた笑いを見せていたガゼンの亡骸があった。

「……ガゼン、そんな」

「──知り合いか？」

「……ああ、この辺りの裏路地に住む家を持たない男だ」

　深い付き合いではなかった。親しい仲と言うわけでもない。だが全くの他人と言うわけではない。

　彼の酒の好みを知っている。彼が何をしようとしていたのかを知っている。だというのに……。

　──なんてあっけない、そんな気持ちしか湧いて来ない。

「酒の飲みすぎで転倒したようだ。その際に壁に頭を強く打って……」

「そうか……」

　昼間からも酒を飲んでいたんだ。不思議は……いや待て。この酒を渡したのは一昨日だ。

　落ちている皮袋を拾う。中身は空だ。中の匂いは……間違いなく渡した酒だ。

　ゴッズのお任せで用意してもらった酒だが、これはターイズでは珍しい酒。買い足した可能性は低い。

　一昨日の夕方から昨日の夜の間に掛けて、ガゼンが飲んだ酒はこれだけということになる。そしてこの酒がそこまで強い酒ではないのは試飲したことから知っている。

　昨日見たガゼンはどうだった？　確かに酒を飲んでいたが、その足取りは……。

　ガゼンが倒れていたであろう路地裏に入り、彼が頭をぶつけたらしき壁を見つける。

　血痕がある。それなりに血が流れたのだろう。ガゼンが死んだ場所はここで間違いない……だが……。周囲を見渡し、その異様さに気付く。

「イリアス、ガゼンはどこへ運ぶ？」

「既に外の往来は多い。あまり人目に付けたくないからな。ひとまずマーヤの教会に運ぶ」

「そうか、知らない仲じゃなかった。付いて行くが構わないか」

「あ、ああ」

　ガゼンの遺体はマーヤさんの教会に運ばれる。

　──ここならば良いか。イリアスの耳元で小声で囁く。

「彼の死体を詳しく調べてもらえないか。不審な点がある」

「どういうことだ？」

「この男、殺された可能性がある」

「何だと？」

「第一にその男が飲んでいた酒は一昨日に奢った物だ。それを一日以上掛けて飲み、他に酒を飲んだ様子はない。昨日の段階でも飲んでいたが、その足取りはしっかりとしていた。第二に転倒した場所だが、躓くようなものは見当たらなかった。足取りがふらついていない状態で転ぶような場所じゃない」

「それは……気にはなるだろうが、偶然転倒した可能性もないわけじゃないだろう」

「ああ、だが死ぬほど頭をぶつけているんだ。壁にしっかりと血の跡が残るほどにな。そんな勢いで転倒しておきながら手を怪我していなかった。意識があるなら咄嗟に手で体を守るであろうにもかかわらずだ」

「……わかった。少し調べてみよう」

　そういってイリアスはガゼンの死体が保管されている場所へ行き、死体を調べ始める。それを後ろから見つめる。やがてイリアスは険しい顔で語りかける。

「首の骨が折れているが……これは強く頭をぶつけたことが原因ではないな。恐らくは直接折られている」

「……そうか、分かった」

　推測は現実味を帯びた。ならば行動せねばなるまい。

　踵を返し、部屋を出る。それを見てイリアスも追ってくる。

「ちょっと待て。どこに行くつもりだ」

「城だ。マリトと相談することができた」

「──私には相談してくれないのか？」

　足を止め、振り返りイリアスを見る。真っ直ぐとした視線が向けられている。

　少しの間、沈黙し考える。これから向かい合うべき事柄と、イリアスと言う存在と立場。

　彼女にこう言った道は似合わない。なればこそ彼女を突き放すべきだ。

　だが、それは曖昧にではない。確固たる意思を持って行わなければならない。

「きな臭い話になる。騎士であるイリアスには関わって欲しくない」

「もう関わっている」

「……他人に隠しごとをする負い目を、イリアスに背負わせたくない」

「君がそれを背負うのを黙って見てろと言うのならば断る。共に背負わせろ」

「……関われば確実に後悔するぞ」

「君一人に後悔をさせる位なら、共に後悔してやる」

　くそ、イケメンかお前は。間髪いれずに即答してくるんじゃない。

　これじゃあ……引き剥がせないじゃないか。

「そこまでする価値があると本気で思っているのか？　はっきり言ってないぞ」

「君への価値は私が決めるものだ。勝手に決めるな」

　頭を掻く。ダメだ。これを諦めさせるには相応の覚悟がいる。それこそ二度とイリアスと関わらないと言う覚悟が。

　だができるのか……いや──

「どうしても関わりたければ屈させて見ろと言いたいが……秒殺されそうだし──いや、まて、ノータイムで剣を抜くな。比喩だから待て」

「む、すまない。だがいい加減諦めたらどうだ」

「それを言いたいのはこっちなんだがな……仕方がない。責任は取らないからな」

「大丈夫だ。必ず取らせる」

「関わらないでくれませんかね!?」

　これは感情に任せて動く姿を見せた自分の落ち度。悪いのはこちらだ。

　やらかしてしまった上に取り返しも付かない。少なくともこちらではどうしようもない。

　事情を知り、マリトにも言われれば折れるかもしれない。連れて行く他ないだろう。

「行くぞ。ラクラへ使いを出される前に向かう必要がある」

「あ、ああ」
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　ガゼンと言う男の死を見てから彼の様子が変わった。

　これには覚えがある、ドコラを追い詰めた当時の彼の雰囲気と良く似ている。

　だが以前に彼から感じられたものよりも黒く、濃い物であった。

　彼に言われるままに死体を調べ、ガゼンと言う男が殺された可能性が高いと伝えた時にそれは完全に切り替わった。

　彼が変わった……いや違う。彼が今まで私達から隠していた一面が見えたのだ。

　私やウルフェと共にいたことで、彼の立ち位置がこちら側に歩み寄っているのだと勘違いしていた。

　彼はどちらにも在るのだ。どちらの面にも在るのが彼なのだ。

　山賊討伐の時、彼を保護していると言う立場上、彼の手綱を握ることは難しくなかった。

　だが今彼の手綱を握っているのは陛下だ。陛下が彼をどう導くかは分からない。だが陛下は王であり騎士ではない。どちらの面を優先するか分からないのだ。

　彼を一人にしてはいけない。それは彼と接している時に何度も思った騎士としての直感だ。

　だからこそ、咄嗟に言葉が出た。

「──私には相談してくれないのか？」

　彼は振り返り、私を見ている。ああ、その眼だ。その眼はダメだ、嫌なのだ。そんな眼で世界を見ないで欲しい。

「きな臭い話になる。騎士であるイリアスには関わって欲しくない」

　彼は私を遠ざけようと言葉を投げかける。

「もう関わっている」

　引いてはならない。ここで彼との距離を開けられては、二度と近寄ることができないと確信できる。だから思ったことを即座に言葉にする。

　彼が苛立っているのが分かる。既に踏み込んで良い領域を越えているのだろう。

「……他人に隠しごとをする負い目を、イリアスに背負わせたくない」

「君が背負うのを黙って見てろと言うのならば断る。共に背負わせろ」

　今までの関係が終わってしまうのではと不安になる。

「……関われば確実に後悔するぞ」

「君一人に後悔をさせる位なら、共に後悔してやる」




　彼に見限られるのではと恐怖を感じる。これ以上拒絶の言葉を繰り返されたら諦めてしまいそうだ。

　……だが、突如彼の言葉の質が変わった。




「そこまでする価値があると本気で思っているのか？　はっきり言って無いぞ」




　私の立場を武器に、引き離そうとしていた彼が見せた彼自身の弱さ。

　彼も揺らいでいるのだ。引いてはならない。言葉で叩き斬れ。

「君への価値は私が決めるものだ。勝手に決めるな」

　彼から毒気が抜けるのを感じる。ああ、良かった。いつもの彼に戻ってきた。その心に、私という姿を映し出している。

　彼が自分を屈させてみろと言い出したのでさっと剣を抜く。ああ比喩だったらしい。

　彼は私を突き放すことを諦めてくれたようだ。良かった、私は彼に勝てたのだ。……一体いつから勝負だと思っていたのだろうか……むぅ。
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「それで、何故ラッツェル卿がここに？」

　当然ながらマリトの第一声は、イリアスを歓迎するものではなかった。

　イリアスを関わらせない為の最後の防波堤だ。多少は頑張って欲しいところ。

「関わらせろと言われたから連れてきた。食い下がられて説得は失敗した」

「君なら突き放すことくらい容易いだろうに」

「ああ、できなくはない。だが縁を切ってまで突き放すより、巻き込む方を選んだ」

「弱いね」

「強いと言った覚えはないな」

　マリトはふむと呟き、イリアスと向き合う。その顔はこちらに向ける軽い表情ではない。王が騎士に見せる顔だ。

「ラッツェル卿。今彼と共に抱えている問題は非常に厄介な問題だ。それに関われば懇意にしているユグラ教のマーヤ、ラグドー隊の面々との関係も崩れるやもしれん。出会って間もない彼と、今まで共に歩んできた者達を天秤に掛けることとなり、最悪両方失うこともあるだろう」

「そうなればその程度の器だったと言うだけのことです」

「惚れた弱みと言うわけでもないだろう。何がそこまで君を踏み込ませた」

「……分かりません。ただ決意だけが前に出てきました」

「──そうか、理由が分からないのであれば論破することもできんな」

　マリトはこちらを向き、溜息を付く。あ、表情が残念になってる。

「君が責任取るんだよ？」

「まじかよ。王様に任せようと思ったのに」

「ラッツェル卿が関わろうとした理由ははっきりせずとも、原因が君なのは明らかだ。彼女に見られた不甲斐無さを反省することだね」

「耳が痛いな……。まあ良いだろう。それじゃあ話を始める。イリアスは聞きたいことがあったら挙手をしてくれ」

「わかった」

「まずラクラが殺されること、これをどうにかしたい」

　即座に手が挙がる。

「早いな、おい。ビックリしたぞ」

「いきなりぶっ飛んだ話題が出てきて、私もビックリしたぞ!?」

「そりゃあラッツェル卿は何も聞かされていないんだから、きちんと段階を踏んで説明しなきゃだよ」

「そうだったな。じゃあもう少し手前のところから説明するぞ」

「ああ、頼む」

「ユグラ教内にいる魔王信仰者の手によって──」

　即座に手を上げられる。

「痛い。イリアス、痛いって」

「君はこの期に及んで私をからかいたいのか？　そうなんだな？」

　仕方がないので一から説明する。しかしマリトの奴、少しも止める気がないな。

「イリアスが理解できる地点からの説明となると……結構最初からだな。──面倒だ」

「最後の一言、小声でもはっきり聞こえているぞ」

「ドコラを討伐した後日の話だな。ドコラの残した餞別をカラ爺と一緒に回収した。それがラクラの探していた本だ。イリアスが一人で玄関に座っていじけていた日の話な」

「そんな時から……」

「表題からヤバイ書物だと臭わせていたから、読まずにラグドー卿に預けていた。だがその後、立食会にて本の解読をマリトから依頼された。禁忌を嫌うユグラ教の大司教であるマーヤさんに気取られたくない理由から最初は宮廷道化師、または尚書候補という体裁で城に通うことから始めていた。これが最近までの流れだ」

「そんなことがあったのか……しかし死霊術の本を解読するなどと……」

「当初はユグラ教が保管していた本なのかさえ分からなかったが、いずれかの国で保管されていたという可能性は高かった。それ故に隠されていた本の脅威度を調べる為に──と言う感じだ」

「確かに。他の国が関与しているなら見過ごせる話ではないな」

「そろそろ解読を始めようと言ったタイミングで、ラクラがターイズにやって来た。驚くほどのポンコツっぷりのおかげで、本の所有者がメジスであることが判明。本をいつまでも隠し持っておくわけにもいかなくなり、本の解読を開始した」

　そのポンコツっぷりが罠ではないかと本気でマリトと討論したことは言わないでおく。

「それでラクラ相手に時間稼ぎをしていたのか。……いや待て、ラクラはマーヤと同じく嘘を見抜ける力を持っていたはずだぞ？」

「嘘を使わずに真実だけで誤魔化した。おかげでマーヤさんには手の内がばれたけどな」

「そんな簡単に……」

「ただラクラが正直に報告したもんだから、ユグラ教の偉い人から素性を明かし本の捜索を協力するようにとラクラに指示が出た。そこからはイリアスの知るところだ」

「泊り込みの理由は解読だったのか……。だが待てよ、何故君が解読を手伝っているのだ？」

　そこでラグドー卿が件の本を取り出して机の上に置く。

「その本は地球、ついでに言うならこっちの故郷である日本国の言葉で書かれていたからだ」

「確かに……見たことのない言語だ」

　イリアスは一旦話を止め、頭の中で整理を始めた。その間にマリトと細かい話を進めておく。

「よし、取り合えず整理が付いたぞ。だがそれでも最初の流れには辿りつけないのだが……」

「本の完全な解読を抜きにしても、死霊術を取得する為の情報が記載されているのは確実だ。ユグラ教の目的はそんな危険な本を見つけられないと報告していたマーヤさんへの疑心を解決すること。そしてそれをラクラのようなポンコツ一人に任せるわけはないだろうと言うのがここにいる全員の意見だ」

「それは……そうだな納得できる」

　悲しきかなラクラの信頼度。イリアスだって説得できるぞ！

「つまりこのターイズにはラクラを囮として、別の捜索者が潜伏している可能性が高いと見られていた。だが先日の協力要請の際にそういった話はなかった。在ると想定した上で考えられる理由、それはその捜索者の素性が伏せなければならない立場であることだ。本を確実に捜索できる人材であると考慮すれば、メジスの暗部といったところだろう」

「そうだな。本を秘密裏に回収するのならばそういう者を使うだろう。その者が今朝の男を……腕前からすれば可能性は高いだろうな」

　イリアスも良い感じに状況を理解できている。しかしここからがきな臭くなってくるのだ。

「ラクラに指示を出しているのはメジスのウッカ大司教。そしてその指示はラクラの報告の後に日を置いて切り替わった。つまりはラクラの報告を受けた後、ウッカ大司教はその上の役職から判断を仰いだと見て良いだろう」

「大司教の上となると……エウパロ法王か」

「そうだ。そのエウパロ法王がターイズとの関係を悪化させぬよう、本の素性を明かすようにラクラに命じたと見て良いだろう」

「いや待て、では今朝の男は──」

「そうだ。エウパロ法王の指示が出たのはガゼンが殺される前の日だ。組織のトップが秘密裏にことを進めようと指示を出した後に殺人が起こったんだ」

「そんなことが──」

「ガゼンは普段から夜の街をふらついている男だ。恐らくは運悪く暗部を見つけてしまったのだろう。そして口封じに殺された。エウパロ法王の意思を尊重するのであれば、潜伏済みの暗部を即時撤退させるのが自然だ。暗部を使う理由はマーヤさんの目を掻い潜る為。公開した以上、最早必要がない」

「それが潜伏を続け、さらには国民の一人を殺めた……」

「そこから考えられることはだ、暗部に指示を出している別の人物がいる。ユグラ教にいながらエウパロ法王の意思に逆らうような奴がな」

「だがラクラを派遣したのはウッカ大司教だった。ならば暗部を派遣したのもウッカ大司教ではないのか？」

「いや、恐らくはウッカ大司教と繋がりのある別人だ」

「どうしてそう言えるのだ？」

「先も言ったがラクラを送り出したウッカ大司教はターイズに対し友好的なエウパロ法王に意見を伝え、その指示を忠実に仰いでいる節がある。だが暗部へ指示を出している者は、そのエウパロ法王の意思を蔑ろにしている。同一人物ではこの思考の差が矛盾しているんだ、前述のウッカ大司教の立場なら撤退させていなければおかしい。だから大元の作戦はウッカ大司教が指示していても、暗部の手配や連絡は別の人間がやっていると見て良いだろう」

「その者の目的は何だ？」

「十中八九本を狙っている。そして現段階で本を手に入れられる人間は誰だ？」

「それはもちろんラクラだな……そうかようやく繋がったか」

「お疲れさん。知恵熱出てないか？」

　そう、暗部をわざわざ潜伏させている理由は本をメジスに持ち帰ることではない。

「それじゃあここからもうちょっと危険な話題に入るぞ」

「あ、ああ」

「暗部の連中が本を狙っている理由、それはこの本の内容を知っているからと見て良い」

「そこは気になっていた。内容とは死霊術──ではないのか」

「大まかではあるが本の内容を解読した。この本は死霊術に関する本じゃない。魔王に関する書物だ」

「魔王……最大の禁忌である蘇生魔法か！」

　流石のイリアスも魔王の名前が出れば分かりやすく動揺するな。

「ああ、だが蘇生魔法については大した情報はなかった。内容は蘇生魔法によって生まれた魔王の一人、『蒼の魔王』の誕生とその観察を記したものだ」

「魔王の観察だと……」

「詳細は後日説明するとしてだ。この本には魔王にとって重要な情報が満載だということだ」

「あまり知りたくは──いや、なんでもない」

「追い出す口実ができそうだったが、惜しいな。んでこの本だが、エウパロ法王達は恐らく解読はできていない。最大の禁忌に関する情報の流出にラクラなんぞ使っている場合じゃないからな」

「そうだな。最初から死霊術の本として協力を要請するか、秘密裏に暗部だけで捜索させるだろうな」

「だが元々はメジスにあった本だ。メジス、またはユグラ教の関係者しか知らない本があり、そしてエウパロ法王すら知らない本の真の内容を一部の人間だけが知っている。ユグラ教の中から魔王の事情に詳しい者の存在が浮かび上がってくる」

　イリアスは頷きながらハッとする。ちょっと水が飲みたくなってきた。

「それが先に言っていた魔王信仰者か」

「信仰者かは知らないけどな。法王の指示を無視し、暗部をターイズに潜伏させ、ラクラから魔王に関する本を奪おうと虎視眈々と息を潜めている。ろくな奴じゃないな」

「ところで、少し良いか？」

「なんだ」

「ちょっと話が長くてややこしくなった。まとめてくれないか」

「ユグラ教の中に勝手に暗部を動かしている奴がいて、本を狙ってる。どうにかしなきゃだ」

「よし分かった。最初からそういえば良いのに」

「詳細が分かるように精一杯砕いて解説した労力を返せ！」

　本の危険度を知らなければここまでの推測は強引なこじつけに過ぎなかっただろう。だがこの本を解読できたからこそこの推測は正しいと判断できる。

　暗部君から教わった暗部の知識、本を読んで得た歴史の裏、それらが告げているのだ。

　未だ見えぬ敵がいるのだと、牙を研ぎ潜伏しているのだと。

「それで、今日はラクラに宝物庫に本があったということで渡す予定の日だけど。どうするんだい？」

「本を返したらそれはもうメジスの管轄になる。ラクラを護衛するだけなら問題はないんだが……」

「国民を殺した暗部の存在もうやむやになりかねないね」

「メジスにとっても良いことじゃないだろう」

「ではどうするのだ？」

「考えがないわけじゃないんだがな……まあイリアスがいるなら成功率は上がりそうだ」

「私か？」

　ちょいちょいと面子を集めてひそひそ考えを話す。

「ふむ、俺は構わないけど君は良いのかい？」

「ああ、正直知人を殺されて少なからず怒りはある。敵討ちくらいはしてやらないとな」

「そうか、分かったよ。君に任せよう」

「……」

「イリアス。難しい仕事だができそうか？」

「侮るな。君が望むなら私は剣を握る。そして期待以上の成果を挙げて見せよう」

　無難な生き方を望んでいる筈なんだけどなぁ……。

　いや、この世界で本当の意味で無難を望むなら、それなりの先行投資は必要なのだ。

　貧弱なこの身なれど、運は自分に味方をしてくれた。理解の深い王に、優秀な騎士が味方をしてくれる。ああなんて恵まれているのだ。

　こんなに恵まれているのならば、その感謝の気持ちを持って応えなければなるまい。

　自身の平穏だけでなく、他の者達の無難な未来をも護る手助けをしなくてはならない。

「よし、じゃあ決まりだな。『俺』が奴らの企みを露呈させてやる」

　さあ、将来の為に精々目立ってやろうじゃないか。
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　その後城を出てイリアスと別れ、ラクラを街にある広場に呼び出した。

「尚書様、急にどうなさったのですか？」

「本の場所を教えておこうと思ってな。今は城の宝物庫にある」

「まあ！　尚書様の推測通りお城にあったのですね！」

　ラクラは嬉しそうに飛び跳ねる。あまり嬉しそうな顔をしてくれるな。

　覚悟があるとは言っても、やはり良心というものは痛むのだ。

「その手のことに詳しいラグドー卿が言うには、確かに死霊術を身に付けるのに必要な情報が記載されていたとのことだ」

「あ、中を見てしまわれたのですね……」

「中に書かれている言語はこの世界の物ではない。メジスでもまだ解読されていないのだろう？」

「ええ、そう聞いています。ただ図示などの情報で死霊術の構築法を知ることができるとか」

「ああ、あったなそういう感じの挿絵」

「覚えちゃダメですよっ!?」

　この禁忌に対する反応、やはりユグラ教の教えを大切にしている者ほど禁忌への忌避感は強いのだろう。

「わざわざ道を踏み外す真似はしないさ」

「……それで本は返してもらえるのですよね？」

「ああ、元はメジスが保管していた本だ。持ち出された管理体制には追々口を挟むそうだが、本の所有権を主張するつもりはない」

「それは良かったですっ！」

「ただその前にウッカ大司教に伝えてほしいことがある」

「それは構いませんけど……一体どのようなことを……？」

「ターイズには本に書かれている言葉を解読できる見込みがある。そちらが望むならその内容を共有したいと伝えてくれ」

　一瞬言葉の意味を理解できていなかったのか、ラクラは呆然と固まる。

　しかし、少しずつ意味を理解し、その危険性を理解した。

「それは……だめですっ！　死霊術の知識を無闇に知るべきではありません！」

「死霊術の知識だけならこういう提案はしない。本にはそれ以上の禁忌について書かれている。本を改めた時に確信した」

「なぜ尚書様が……」

「それが尚書候補になった理由だ。『俺』はこう言った言語の解読ができる人物としてマリトに雇われている」

「……嘘ではないのですね」

「ああ。ユグラ教が本の内容をただの死霊術の知識程度にしか思っていないのであれば、この提案は呑むべきだ。それ以上の禁忌に備えるにはな」

「ですがっ！」

　彼女を見ていれば嫌でも伝わってくる。ラクラは本当にこちらのことを心配してくれている。

　ああ、チクチクする。早くこの話題を切り上げてしまわねばならないだろう。

「ラクラの判断を聞くつもりはない。ウッカ大司教に伝えてもらえれば良い。その上で協力を拒否するのであれば本は即座に返却すると」

「本当ですか？」

「今日の零時にこの場所で答えを聞かせてもらう。答えの是非にかかわらず本は持ってくる。そこは陛下とも話し合って決めたことだから心配しなくて良い」

「──そうですね。わかりました。では早急に連絡をして来ます」

　嘘を見抜ける聖職者達、だがそれは裏を返せば容易に信用を得ることができるということだ。

　だからこそ深く疑わない。その先に何を考えているのかを邪推しない。

「ああ、だがウッカ大司教には伝えておいてほしい。この話はエウパロ法王の進退に関わりかねないことだと」

「……はい」

　ラクラの表情からはいつもの能天気さが薄れていた。あれなら間違いなくお使いを済ませてくれるだろう。

　さあ、詰めて行こうじゃないか、黒幕さん。
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　ラクラからの急ぎの連絡、それはターイズ側からの提案だった。

　その提案を聞いた時、思わず拒否をしようとして固まってしまう。

　確かに死霊術への対策として保管していた本が、それ以上の禁忌について書かれていたともなればその価値はより大きくなる。

　死霊術以上の禁忌ともなればその数は限られる。その中には最悪の歴史を生み出した蘇生魔法だって含まれている。

　それらに備える機会を自分の一存で決めてしまって良いものか。いや、ありえない。

　先日も法王様には迷惑を掛けたばかりではないか。ここは相談すべきであろう。

　ラクラには夕暮れまでには結論を決めると伝え、一度通信を切る。

「急いで法王様にお伝えせねば──」

「ウッカ様、どうされましたか？」

　また呼び止められた、こいつはいつも私の周りにいるな。

　ええと、誰だったか。

「ああ、そうだラーハイト司祭であったな」

「まだお若いのですから、そういった物言いは心配になりますよウッカ様」

　確かに。普段人の名前を忘れるなど、そんなことはないのだが、どうもこいつの名前は忘れがちになってしまう。

　耽美な顔立ちのラーハイト司祭、顔は忘れそうにないのだがなぁ。

　やはり覚えるのなら可愛い子が良いな。ラクラのようなぼんきゅっぼんっ！

　……そういえばこいつの下の名前なんだったかな、まあ今度思い出そう。

「──いかんいかん。法王様にお急ぎ伝えねばならないことがあったのだ」

「おや、ひょっとしてラクラに探させている本の件でしょうか？」

「察しが良いではないか。……まあ最近この話題ばかりだから仕方ないとも言えるのだが」

　うん？　そんなに話したっけかな？　何か大事なことを忘れているような……。

「差し支えなければお話し願えますか？」

「いや、流石にこれは……まあお前なら構わんか」

「ええ、何かしら気付ける点もあるでしょうから」

「実はだな──」

　ラクラから聞かされた話をそのままラーハイト伝える。

「なるほど、それはそれは」

「大変であろう？　だから法王様にいち早く伝えねばならないのだ」

「おかしなことを仰りますねウッカ様」

「なんだと？」

　ラーハイトはくすくすと笑っている。子供のように笑う奴だな。そういう笑い方は嫌いではないがな。

「ウッカ様はもうそのことを『法王様に話してきた』ではないですか」

「何を……あ、ああ、そうだったな、それで法王様の意見を──」

「『得体の知れぬ者の戯言など信じるものか、協力を拒否し本を取り戻せ』と法王様は仰ったのでしょう？」

「──そうだ、そうだったな。ラクラに早く伝えねばなるまいな」

「ええ、それで急いでおられたのでしょう？」

「お、おお！　そうであった！　では失礼するぞラーハ──」

　あれ、なんて名前だったかな？　ええと、あれ、今誰かと話していたか？

　いやいや、誰もいないではないか。ううむ、ボケてきたのか？

「おっと、そんな場合ではなかったな！」
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　ラーハイトと呼ばれた男は一室にある水晶を起動する。

　程なくして水晶から男の声が響きだす。

「追加の注文でもあるのか？」

「今日の零時、ラクラが本を取得する手筈となりました」

「へぇ、すげぇな。こちとら本の場所を掴みきれてもいなかったのによ」

「本は城にあったようですね」

「なんだよ、やっぱりターイズが隠し持っていたんじゃねぇか。それでいつ奪えば良い？」

「帰還中にでもと思っていたのですが予定を変えましょう。ラクラが本を手に入れたらその場で殺して奪ってください。その場でターイズの者と交渉があるのですよ。その者の仕業に見せかけて殺せば良い隠れ蓑になるでしょう」

「ヒデぇ話だな。だがその交渉相手はどうするんだ？」

「当然殺してください。万が一ラクラが生きていても許しますが、その者が生きることは許しません。死体はこちらに持ち帰ってください」

「事情は分からないが知りたくもねぇ。了解した。運びやすいようにバラしても良いんだよな？」

「ええ、ただし脳は壊さないように。他は道中の獣との戯れに使っても構いません」
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「首だけな、了解了解。好きだねあんたも」

　通信が途絶えた。ラーハイトは息を吐く。

「協力者の姿形は確か黒髪で黒い瞳……ひょっとするとひょっとしますかね。チキュウ人だとすれば面白い」

　ラーハイトは再び水晶に手をかざし起動する。

　再び水晶から声が響くがその声は先程の男ではない。

「ラーハイトか、何用だ」

「ドコラが持ち去った本の場所を特定できました。今夜手に入れる予定ですので報告をと」

「そんなものは手に入れてからにしろ」

「いえ、それとは別に報告しておくべきかと思われることがありまして……『緋の魔王』様」












05　さしあたって覚悟は良いか。








　時刻は間もなく零時、場所は街にある広場。人通りは既になく、周辺に住む人々も夢の中へと寝入っている。

　夕暮れより輝いていた照明石は日中に貯めた魔力を使いきろうとしている。それでもその微かな灯りは、闇の中でも広場の形を照らし出す程度には役立っている。

　とはいえ周囲を見渡したところで、誰かが潜んでいるか分かるはずもないのだが……。

　広場中央にある先代ターイズ王の彫像前にいるのは三名。イリアスとウルフェと今回の仕掛け人。

　相手の出方を完全に読めれば良いのだが、そこまでの先見の明を持っているわけでも、甘い世界でもない。

　だが現段階まで動きがないことで大よその選択肢は絞れた。後はラクラの出方だが──、

「来たぞ」

　イリアスの声に反応し、その視線の先を見る。

　そこには片手に照明石の入ったランタンのような物を灯りとして一人でやってくるラクラの姿がある。時間通り、マメな性格だ。

　ラクラが何かを言い出す前に懐から本を取り出す。

「これがその本だ、表紙見えるか？」

「……はい」

　ついでに栞を挟んでいたページを開く。死霊術の基礎に繋がる魔法構築についての挿絵が描かれているページだ。それをラクラに見せる。

「中身も間違いないな？　後で別物だったと言われるのは困る」

「……確かに、間違いないと思われます」

「それじゃあ答えを聞こうか」

「ウッカ様からの返答はいいえでした。そちらの提案を拒否し、本を返してもらえと……」

「そうか、じゃあ仕方ない。本を返そう」

「──ッ！　……どうしてですか」

　ラクラの表情は険しい。いつものおっとりしたものではない。

「質問の意味がわからないな」

「尚書様の提案も、今本を返すことも本心から言っているのは分かります。本の危険性を示した時の思いがありながら、何故そんなにも迷い無く本を返却しようと決断できるのでしょうか？」

　ラクラは時折鋭い質問をしてくる時があった。それは空気を読まない発言と言うわけではなく、空気を読んだ上での発言なのだ。

　普段はポンコツでも、実戦で培われた直感には優れたものがあるのだろう。嘘の真偽とは別に本質を感じ取る能力がある。それが目の前にいる司祭だ。

　だが既にこちらが本を解読済みであるということに至れないのは、本人の優しさ故なのだろう。

「そこで食い下がってまでターイズはメジス、果てはユグラ教との関係を悪化させたいと思っているわけではないからだ」

「……」

　遠くで何かが音が聞こえる。それにいち早く反応したのがイリアスだ。

「今物音が聞こえた、少し見てくる」

「ああ、頼む」

　イリアスが音のした方向へ進む。こちらは本を持ってラクラへと歩み寄る。

「こっちだって色々なことを考えている。だがその全てが思い通りになるというわけではないんだよラクラ」

「それはそうですが……」

「あまり気にすることじゃない。今お前が優先するべきは上から命じられたことを達成することじゃないのか？」

　そういって本をラクラに渡そうとする。だが本は手から滑り落ちて地面に落ちる。

「うわっと、すまない」

「ああ、いえ大丈夫です」

　それに反応してラクラが本を拾おうと屈んだ。

　そしてことは始まる。
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　奴らが広場に集う前から俺達は潜んでいた。俺と駒となって動く他の暗部達が四名。

「（さて、殺すのは良いが、護衛が厄介だな）」

　勝手に行動して浮浪者を殺したりするような容赦のねぇ奴もいるが、最低限の指示には従ってくれる。合図一つで無駄のない連携で襲いかかれるだろう。

　しかし男の護衛が厄介すぎる。イリアス＝ラッツェル、ターイズでも五本の指に入る騎士だ。

　何よりあのドコラを倒した女ってだけで、俺達としては警戒せざるを得ない。

　隻腕になっていたとはいえ、ドコラが並大抵の奴に劣るとは思えない。正面から堂々襲うのは正直控えたい。

　もう一人の黒狼族の女はさしたる問題はない。一度その動きを見たが、魔力が高いだけの素人のようなものだ。

　亜人なだけあって動きは早いが、それでもここにいる暗部なら誰もが対処することができる。

　タイマンでも負けず、複数なら一瞬で処理ができるだろう。狼なら鼻も効くだろうが、暗部の装備は獣の五感すら騙すことができる。

　男の方は……ただの一般人レベルだ。すれ違うことができればついでに殺せる。

「（騎士様に初撃を入れ、同時に男とラクラを狙うか？）」

　それなら男は殺せるがラクラが怪しい。

　ラクラ＝サルフ、まあ色々とポンコツと噂の女だ。だが実戦においてはそうではない。あれは本物だ。

　単身で魔物の中でも危険度が飛びぬけている悪魔、その上位種を一人で完封勝利した実績がある。

　暗部をやっていれば魔物と戦うことも稀にはある。その中で悪魔とやりあったこともあった。

　その時は部隊の過半数が死に絶えた。それの上位種を単独討伐できる奴なんざ他がポンコツでも警戒せざるを得ない。

　イリアス＝ラッツェル、ラクラ＝サルフが結託しようものなら撤退も考慮せねばならないだろう。

「（となれば最初の狙いはラクラか）」

　静かに手を挙げ、指で複数のサインを送る。

　暗部達は闇の中でも仲間を正確に見分けられる訓練を受けている。暗視の技術も言わずもがなだ。

『合図後一番、二番はイリアスへ牽制、残りはラクラを仕留める』

　これで良いだろう。そうこうしているうちにラクラが姿を現す。

　片手がランタンで塞がっているのはありがたい、本を手に取れば両手が塞がる。

　男とラクラが会話を始める。件の本も目視できた。受け取るタイミングを狙う。各自に構えるようサインを飛ばす。

　だが、そこで異様な音を聞きつける。音の発生源は奴らより幾分か後ろから、暗部達ではない。何かが落ちて跳ねた程度の音だ。

　音の正体を探るが広場に怪しげなものは見られない。いや、動きがあった。

　イリアス＝ラッツェルもその音に気付いたのだ。その方向を見ている。そしてその場を離れた。これは好機だ。

　サインを変更、『合図後一番がイリアスへ牽制、残りはラクラへ』

　距離が開けば咄嗟の奇襲に対応できるはずもない。仮に用心し、素早く反応したとして護れるのは男だけだ。

　男が本を渡した隙を狙う。さあ渡せ！

　男が本をラクラに差し出す。しかしそこで本が男の手から滑り落ちる。

「（何やってんだ……っ！）」

　落とした本をラクラが拾う為に屈み出した。

　視線が地面に向いた。意識も完全に本に向けられている。これはとことんツイてやがる。

　最後のサイン変更、『合図後全員ラクラを殺せ』

　そしてラクラの指が本に触れる。

「（──今だ！）」

　攻撃の合図、闇夜から五つの影が飛び出す。二名が暗器を中距離から投擲、俺を含む残りが確実に斬りかかる。

　ラクラへの距離を一瞬で詰める。傍で反応できている者は──黒狼族の女一人！　肝心のラクラはまだ気付けていない。殺った！

　武器の間合いにまで詰め寄り、武器を振り下ろす。目の前にいるこの女を──ラクラじゃない!?

　視界に映っているのはラクラではなく、既に抜刀しこちらに剣を振るっているイリアス＝ラッツェルの姿だった。
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　正直何が起きたのか目で追えなかった。

「ししょーっ！」

　最初に声を出したのはウルフェ、だがその時にはことは終わっていた。

　轟音と共に吹き飛ばされる何か、衝撃と旋風が周囲を振るわせる。

　次にラクラが何事かと慌てて周囲を確認する。続けて誰かさんも。

　現状は把握できた、周囲は既に囲まれている。地面には四本程のナイフが転がっている。ドコラが使っていたものと同様だ。

　数は全部で五名で飛び掛ってきたのは三名。一名は咄嗟にイリアスの攻撃を回避し、距離を取っている。

　しかし一名はイリアスの剣によって胴体を両断。一名が突進の衝撃で武器を破壊され百メートルほど吹き飛ばされ、壁へと叩きつけられている。

　多分死んでるな、あれ。マジで容赦ねぇなおい。

「な、なんですかこれっ!?」

　ラクラが慌てた声を出す。そりゃ顔を上げたら目の前には死体、周囲に怪しい連中じゃ仕方もない。説明よりも先にラクラを抱き寄せる。

「しょ、尚書様っ!?」

「ラクラ、結界を張れ、早くっ！」

「は、はいっ！」

　素早く二人を覆う結界が張られる。それと同時に結界が何かを弾く、追加のナイフだ。

　離れていた奴が続けてラクラに向かって投げていたようだ。危ねぇな!?　だがこれで一撃死しそうな誰かさんの無事は確保できた。

「まじか、まじかよ、信じられねぇな、おい！」

　攻撃を回避した男が笑い出す。もちろんここにいる誰もが警戒を解いていない。

「五人同時の奇襲をあの距離から防げるのかよ、化物だな」

「それが奇襲ならばな。だが来るタイミングと狙いが分かっていれば問題はない」

　それでも投擲されたナイフはそれぞれが隠しナイフのセット付きなんですがね。

　四本全てを弾き、一人を吹き飛ばし、一人を両断。相手の言葉を真似るが化物だ。

　イリアスがその場を離れ、ラクラが意識を本に向ける。仮に奴らが本を奪い、こちらを殺しに掛かるのならこれ以上美味しそうに見えるタイミングはないだろう。

　後日に襲撃する可能性も無いわけではないが、こいつらに指示を出している奴のことだ、ラクラがこちらに説得され解読を了承する可能性を考慮していただろう。そうなれば襲うべきはこのタイミングだけになる。

　来なければラクラを説得し、黒幕さんの立ち場を奪ってやったんだがな。

「今の全部演技だったのかよ。しかも全力でラクラの方だけを護りやがった。仲間護る気ねぇのかよ」

「何時でも殺せる男と、護りに入られては手間のかかるラクラだ。確実性を取るなら全員でラクラを狙うと踏んだ上での判断だ」

　それ言ったの君じゃないけどな。だからドヤ顔しなくていいぞ。

「さあ、残り三人でやりあうか？」

「三人？　いやいや、そんな馬鹿な」

　壁に叩きつけられていた男がゆらりと動き出す。まじか、あれで動けるのか。

「すげぇ技だったが、ただの物理衝撃なら対処はできる」

「技ではない。邪魔だったから蹴り飛ばしただけだ」

　そんな理由で人を百メートルも蹴飛ばすものじゃありません。

「こっちは……流石に死んだか。俺もドコラみたく死霊術が欲しいもんだね」

　ドコラの名前が出てくる。風貌や使っている武器からして間違いはなさそうだ。

「やはりこいつらはメジスの暗部で間違いなさそうだな」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　どうしてメジスの暗部が私を──」

「そりゃあ指示されたからだろうよ。本の回収を狙っている奴からな」

「ウッカ様はそんなことを──」

「ウッカ大司教じゃない。別の奴が動いている」

「誰が……」

　吹き飛ばされた男は自分の足取りを確認した後、ぬるりとした動きでこちらに寄ってくる。

「動けるか？」

「肋骨が砕けたが問題ない」

　問題あるだろう馬鹿。

「浅かったか」

　蹴り飛ばしに浅いも深いもねぇよゴリラ。

「そうだな、念の為お前は亜人をやれ。他は騎士様だ」

　リーダー格の男はラクラに刃を向ける。

「精々その結界を維持してな。解いたら即座に男が死ぬぜ」

　殺気から嘘ではないと素人でも分かる。肉体的な能力が乏しいラクラでは自分の身を守れてもこちらの身は守れない。

　戦況は四対二、人数差では不利だ。そして怪我人をウルフェに当てるということは、それでも対応できると判断したからだろう。つまりはここにいる全員が最低でもウルフェ以上だ。

「三人程度で私を止められると思っているのか」

「正面からじゃ無理だろうな。だが今は夜だ」

　暗部達の影がその体に這い上がる。それは暗部達を飲み込み、闇の中へとその姿を隠していく。

　そしてどこからともなく声が響く。

「魔法の使用は極力避けたかったが仕方ねぇ。見えぬ刃に刻まれ朽ちろ」

　イリアスが突如防御の構えを取る。同時にイリアスの剣から火花が散った。

　敵の攻撃は一切が見えていない。影に消えたというよりこれは──、

「姿隠しの魔法か！」

「殺気も消したつもりだったが良く防ぐ。だがその刃は三枚に増えるぞ？」

　戦闘が開始される。イリアスは剣を振るうが何かが斬れた様な素振りには見えない。そして息をつく間もなく見えない攻撃がイリアスを襲う。

　飛び散る火花だけがイリアスの姿を闇夜から浮かび上がらせる。

　ウルフェの方も既に戦闘が始まっていた。ウルフェは反撃を行えない。闇雲に拳を振るっても隙になるだけだ。

　何かに反応するかのように突如ウルフェが跳ねる。そして今まで居た場所に微かな風きり音が響く。

　全力で集中していれば辛うじて回避は可能なようだ。ひとまず安堵する。だがそう安心してはいられない。

　落ちているナイフを見る。刃の先は濡れており、何らかの液体が塗られている。

　即効性の毒、致死性よりは確実性を取る為の麻痺毒と見て良いだろう。

　一撃でも受ければそこから敗北が確定すると見て間違いない。

「尚書様っ、このままでは！」

「……いやこのままで良い」

「ですがっ！　防戦一方ではないですか！」

「大丈夫だ、心配するな」

「どうして、そんな顔で本心からそんなことをっ!?」

　ああ、ラクラがこちらに対して警戒を見せていた理由はそれか。どうも思考回路が悪巧み側に寄っていると悪い顔になるのは癖になっているのだろうか。

　何と言う欠点。普段から悪いことできないなホント。

　取り合えず深呼吸、心を落ち着けよう。そしてラクラと向き合い、言葉を出す。

「ラクラ、あと少しで勝負は付く。『俺』を信じろ」

　この言葉にどれだけの効果があるかは分からない。だが嘘を見抜けるラクラなら分かるはずだ。これが本心であると。

　イリアスとウルフェ、それぞれの戦闘で均衡が崩れ始める。早いのはウルフェの方だった。

　回避に専念していたウルフェが小振りではあるが、反撃を始めたのだ。
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「そんな攻撃が当たるわけがない」

　造作もなく回避する。しかし姿が見えないはずの相手を、こうも捉えるセンスは評価すべきだと内心思っている。

　少女の拳に込められている魔力、雑ではあるがその総量はこちらの保有する魔力全てを超える。直撃すれば無事では済まないだろう。

　だが悲しきはその経験のなさ、技量のなさだ。いかなる運が味方しようとも当たることはない。

　とはいえこちらも攻め難いものはある。当たったら即敗北が決まるのはお互い様といって良い。

　だが動きが見えるこちらと、見えないあちらでは精神的負荷も段違いだろう。事実、飛び散る汗がその疲労の程度を物語っている。

　焦る必要はない。じっくりと追い詰める。その間に傷の修復も進むだろう。時間を掛ければ有利になるのはこちらだ。

「ううー、あたらない……だめだ」

「さっさと諦めてくれるのならば楽にしてやるぞ」

「うん、あきらめる」

「なんだ、聞きわけが良い狼じゃないか」

「ちがう。ふつうにあてるのいまのウルフェじゃむり。それをあきらめる」

　一体何を、と思いつつも少女の様子の変化に警戒心が働く。

　闇夜に映える白い髪、それが発光している。あの光は魔力によるもの。恐らくは膨大な魔力を練り上げているのだ。

　ならば大技がくるか、それとも魔法を使用する気か？　だがどうということはない。魔法の構築を感じたのならば距離を取ればよい。

　小振りの拳でさえ外すのだ。大技に頼ろうものならその隙を突けば詰みだ。

「これで、よし」

　少女の取った方法、それはさらに拳に魔力を蓄積することだった。

　魔法の構築など一欠けらも感じられない。ひたすらに魔力を込めている。それはもう如実に分かる。拳が異様な程に発光しているのだ。

　才能の高さについては呆れるばかりだ。それだけの魔力量が自分にあれば、今自分達を顎で使うようなヘイドの下につくこともなかっただろう。

「大技に頼るか。浅はかな」

「ししょーからおそわったわざ、みせる！」

　少女は再び闇夜に紛れているこちら側へと突っ込む。今こちらに向かえているのはつい言葉が零れたからだろう。

　当然姿は見えていない。魔力の輝きがこの姿隠しの魔法を破るわけでもない。

　少女の突き出す右拳は正確にこちらに伸びる。だが少し左に回れば当たることはない。

　さて、次はどうする？　左肩が動く、次は左拳か。

　ナイフを握る手に力が入る。もしも隙ができるようならば返しの刃でトドメだ。

　少女の左手を見る、手が開いている。掌底打ちか、それとも魔力を打ち出す気か、見極めてからの回避と反撃の選択肢は可能。

　左手が前に突き出される。念の為突き出される方向に体を置くのは避けるべきだ。

　少女のさらに左に回りこむ。思った以上に大振り、振り切った瞬間を狙えば終わりだ。

「──？」

　刹那の時間、少女の左手が誰もいない方向へと進んでいるのを捉えた。

　だが、その先に見えたもの、突き出されたままの右手がある。──しまった、狙いは右手か!?

　少女の左手が伸びた右手とぶつかり合う。

　両手には洒落にならない魔力が込められている、それが衝突しあう。

　眼も眩む閃光と衝撃が体を襲った。
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　ウルフェが使った技、正直技なんかじゃない。

　ただのハンドクラップだ。ただし馬鹿みたいな魔力を込めたハンドクラップだ。
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　ウルフェの魔力はただ膨大なだけじゃない。非常に澄んでおり、相手に浸透しやすい性質を持っている。

　ことの発端はマーヤさんの教会で魔力放出のレクチャーを受けていた時のこと。

　両手に魔力を集める方法を覚えたウルフェは、馬鹿みたいな量の魔力を両手に貯めていた。

　そんなものを一度に放出すれば不味いからと、ゆっくりと放出させようとした。しかし悲劇は起こった。ウルフェの前に蚊が飛んでいたのだ。

　咄嗟に両手で蚊を倒すウルフェ。その結果この技が生まれた。

　例えるならば両手に破裂寸前の水風船を用意して、思い切り叩きつけるようなものだ。

　当然留めていた魔力は暴発し周囲に拡散する。ウルフェには内在する膨大な魔力がある為、大きな影響は無かった。

　だが傍に居た第三者は別である。はい、被害者です。結果はご覧の通り。

「あ、が……」

　暗部の姿隠しの魔法が解けている。それだけではない。突如全身に膨大な魔力の衝撃が襲ったのだ。

　体のあらゆる器官が反応してしまっている。害こそないが、とにかく全身がビックリするのだ。

　イリアスほどの魔力量でも一瞬動きを封じれる程の衝撃だ。今目の前にいる暗部ならば誰かさんのようにしばらく動けないだろう。

　ウルフェの眼は暗部を捉える。左足がそのまま前に出る。左足を軸に一回転、右足が天高く上げられる。

　足にも既に膨大な魔力が込められている。ああ、可哀想に。暗部の頭に容赦のないウルフェの踵が振り下ろされた。

「ウルフェのかちっ！」

　地面に叩きつけられ、動かなくなった暗部を見下ろし、ウルフェは勝鬨を上げた。
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　視界に入り込む閃光。そして仲間の敗北を見せられ、思わず舌打ちする。

「あんな雑魚に負けるかよ」

　あの荒削りな技の仕組みは理解できた。恐れる必要もない。そもそもこちらに加わって使用すれば目の前の騎士とて隙はできる。

　一人が距離をとってナイフを投擲、これで終わりだ。今連携している二人もそれくらいの知恵と技術はある。

「ウルフェを雑魚と呼ぶか。確かにあの子は荒削りだが、まだ戦いを覚えて一月も経っていない子だ」

「そりゃあ将来が怖いな。将来はな！」

　言葉と共にナイフの投擲。当然防がれる。こっちは流石といったところか。

　既に見えない三人との戦いに慣れてきている。厄介なのはこの女だけだ。

　黒狼族の女の動きを封じられれば人質にするなりなんなりで精神的揺さぶりも期待できたが……。

「そろそろ飽きてきたな。仕留めに入るぞ」

「──ッ!?」

　突如女と視線が合う。不可視のはずであるこの目とだ。生存本能が全力で離れる選択を取る。同時に攻めていた一人の姿隠しの魔法が解けた。

　首の無い体が地面に倒れる。姿隠しの魔法が解除された理由はシンプルだ。死ねば魔法の維持なんざできやしない。

　だが奴は見えていない俺達を完全に補足してやがった。探知魔法は使用されていない。空気とか気配だけで読んだのか？

「ちっ、今まで本気じゃなかったってのかよ」

「ウルフェとラクラ達の方に気が散っていたからな。他にも潜伏者がいないかと警戒していたのもある」

　これは不味い。優劣を競ったりできる次元じゃない。次からは斬り合う度に死人が出るだろう。

　つかよく見たら首飛ばされた奴ナイフで防御してんじゃねーか。ナイフの上からぶった切ってんのかよ!?

「参った、こりゃ勝てん」

「お前達の実力はもう測れた。ドコラより格下だな」

「そりゃな。アイツは特段優れていたからな。国を裏切ったと言う点ではゴミクズだが」

　しかし本当に参ったね。イリアス＝ラッツェルを倒す気は最初からなかった。男を最優先、次にラクラ、おまけで黒狼族の女が殺せれば十分だったんだが……。

　ラクラの鉄壁の結界で男もラクラも狙えねぇ。狙い目だった黒狼族の方は失敗してしまっている。

　仕方ない。今から二人係で黒狼族を狙うか。人質にすりゃ騎士様は動けんだろうからな。サインを送る。そして構える。

「それじゃあ腹を括って、行きますかね！」

　ナイフの投擲、当然弾かれる。だが本命は隠しナイフ。刃は鉄ではなく魔石だ。

　ちょっとした衝撃を与えりゃ──ドカンッ！

　爆発が起こる。いつもならこれで勝ちなんだがどうせ効いてねぇ。

　もう一人に黒狼族を狙わせる。俺は本だ。幸いなことにまだ奴らは本を拾い上げていねぇ。

　騎士様はこちらの気配を読めているが他は無理だろう。

　本を拾い上げる、良し。仲間を見る。黒狼族の女に斬りかかっている。

　奴さん、まだ爆風の影響で反応し切れていない。

　これで形勢逆転っと──、

「──は？」

　片腕の激痛。そして仲間が突如二つに裂けた。
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　目の前で暗部の姿隠しの魔法が解除される。どうやら本を回収したようだ。

　もう一体はウルフェの方を襲っていた。人質にするつもりだったのだろう。

「欲張ったな」

「……お前の差し金か」

　目の前にいる暗部は本を持ちながら肩を抑えている。痛いだろうな、腕が吹き飛んだんだ。

　地面には暗部の腕だったもの、そして見慣れた槍が突き刺さっている。

　魔封石を仕込んだ槍、我らがカラ爺の持つ槍だ。

　視線を広場の外にある屋根に向けると、うっすらと手を振るカラ爺が見える。

　そしてウルフェの傍には剣を携えたラグドー卿がいる。

「サルベット＝ラグドー……ターイズ最強の騎士まで用意してやがったのか」

「奇襲の駒としては効果的だったろう？」

「ぬかせ、先に出していればそもそも挑んでねぇよ」

「だから後出しにしたんだ。お前達が戦う選択肢を捨てない程度にな」

　カラ爺とラグドー卿には前もって広場からある程度離れた場所に潜伏してもらっていた。

　広場に潜伏していては暗部と鉢合わせしたり、発見される恐れがあるからだ。

　手筈としてはこうだ。ラクラが広場に向かった後に一定時間後にカラ爺に投石をさせる。

　狙いは広場の彫像の少し後ろ、『神槍』の腕前のカラ爺にとって広場という的は広すぎて退屈だったろう。

　その後暗部を誘い出し、ウルフェとイリアスに戦闘を行わせる。

　イリアスには致命傷を避けてもらいつつ、時間を掛けて苦戦してもらった。

　その間にカラ爺は狙撃が可能なポイントへ移動。他に隠れている暗部がいないかの探査も任せた。ラグドー卿も広場入り口まで接近してもらい待機。

　今回のキーとなるのはウルフェだ。メジスの暗部であったドコラを基準とした場合、戦力でありながら暗部達が警戒しないのがウルフェだった。

　もしもウルフェがいなければイリアス一人での戦闘となる。だがドコラを倒したイリアスが相手だ、倒せる可能性は低いと見て本を回収するかしないかの判断を行い撤退していただろう。

　しかしウルフェという存在が奴らに戦闘の選択肢を残させた。ウルフェならば倒せる。動きを封じれば脅しの道具に使える。そうすればイリアスが相手でも立ち回れる可能性が高くなる。

　結果奴らはイリアスを牽制しつつ、ウルフェを狙う選択肢を取った。ラクラという実戦派が一般人を守る為に動けなくなったと言う点も、奴らのやる気を出させてくれた要因の一つとなっている。

「誤算としてはウルフェと最初に戦った奴が負けたことだな」

「仲間の敗北を手の内に入れてたってのか。人質にするとは限らねぇだろ、殺してたらどうするつもりだったんだ？」

「殺さないだろ。殺すにしても利用した後だ。活路があるからこそ逃げずに勝てないイリアスに挑んだ。お前達は『そういう思考』を叩き込まれているんだろう？」

　まあラグドー卿という最強の保険に常に監視させていたわけなのだが。

　見えないはずの暗部を広間入り口から一足で捉え、仕留める。タイミングこそ計れていたが人間業ではない。イリアスより強いと言うのは嘘ではなさそうだ。

　カラ爺には本を狙わせていた。本が動けばそこに槍を投げろと。イリアスやラグドー卿に比べればカラ爺の性能は劣るかもしれない。だが現代日本に生きる者としては、この高精度の狙撃能力の方が作戦に組み込みやすい。

「へっ、よっぽど俺らを皆殺しにしたかったようだな？」

「浮浪者を一人殺しただろう。そのお返しだ」

「まじかよ、そんなことでかよ」

「ああ、そんなことでお前らは死ぬ。ちなみに殺したのはどいつだ？」

「殺したのは無様に負けた奴だぜ。いい気味ってか？」

「そうか、じゃあお前が死体に細工をしたんだな」

「……怖え目してんな。なんでお前みたいなのが表にいるんだ？」

「一緒にするな。人を殺したことは一度もない。一度もな」

「殺させてんだろ、余計性質悪いぜ？」

　いつから傍に居たのか、イリアスが剣を構える。他の者もこちらに集まりだす。

「教えてください。一体どなたが私の命を狙えと──」

「言うわけねぇだろ馬鹿女。暗部を舐めんな」

「そうだろうな。死霊術で脅してもお前達は吐かないだろうな」

「そしてこうやって悠長に話すこともねぇよな！」

　男が跳ね、再び不可視となり闇夜に消える。

「逃がすかっ！」

　イリアスの剣が空を斬る。同時に血が飛び散る。

「浅いかっ!?」

「深ぇよ馬鹿！　だが胴体は残っている。腕一本分体が軽くなっているからな！」

　そのまま暗部は撤退する。不可視の男だ。タイミングが計れなくては斬ることも難しい。

「探知魔法──ダメだ。広場の周囲に魔封石が散りばめられている」

「ふむ、逃げられましたか」

　ラグドー卿は溜息をついて剣を鞘に戻す。それと同時にラクラが叫ぶ。

「ああ、本がっ!?　持って行かれちゃいましたっ！」

「そうだな、困ったな」

「……嘘ですよね、それ」

「凄いな。本当に嘘を見抜けるんだな」

「しょ、尚書様、凄い悪い顔してますよ？」
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　逃走には成功した。後はこの国から脱出だ。その為に城壁にやってきていた。

　城門は先回りされる可能性も高い。出血は止まったが、やはり衰弱した体で動くのは負担が大きい。これ以上の戦闘は避けたい。

「片手っての辛いな、ドコラの奴こんなんで逃げてたのか」

　本は回収したが男もラクラも殺せなかった。だがまだ終わったわけではない。

　隙を突く方法はまだある。食事に毒を盛れば良い。その辺の人間を操って代わりに刃を突きたてさせれば良い。

　その場で殺せという命令は達成できずとも殺す方法だけならいくらでもある。その為にも一度体制を立て直す必要がある。

「まずは黒狼族の女だ。アレを殺せばあの男は良い顔するだろうからな。次は周囲の人間も殺してやる。そうして守りが薄くなったらお前の番だからな、覚えておけよ……！」

　ある程度城壁に近寄るとパンッと魔力波が発生するのを感じる。

　この反応は知っている。結界に特定の魔力が探知された時に発生する物だ。

　そう、この本だ。この本を探してラクラは結界を張っていた。

　城壁周りに張っていたのは知っているが、引っかかったとして問題はない。

　ラクラに探知され間もなく騎士達も駆けつけるだろうが、その間には上りきれる自信がある。

　奴らがこの場所に辿りつく頃にはもうこっちは城の外だ。急いで上ってしまおう。

「ったく、少しは休ませて欲しいもんだぜ──つってもイリアス＝ラッツェルの足が相手じゃそう時間は持たねぇ。きついが急ぐしかねぇな」

　片腕でも良い速度で登れるもんだ。これなら──あ？
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　城壁の外側にて暗部の無残な死体を発見。そりゃそうだよな。あんな一撃に巻き込まれりゃこうなる。

　作戦を決行してすぐ、イリアスにはマーヤさんの下へ向かわせていた。

『本が結界に探知されたときに発生される魔力波の波長』を教えてもらう為だ。

　ターイズが本捜索に協力する旨はマーヤさんも知っている。イリアスにとって『難しい仕事』だったが何とかやってのけたのは偉い。

　暗部とてこのターイズ周辺を結界で埋めているのは知っているだろう。選ぶのは城門を避ける城壁、だからこそ街中央の広場を選択した。

　ここからならどこも距離は同じだからだ。イリアスは結界から発せられる魔力波から結界内に本があることを察知できる。つまり暗部がどこにいるのかがわかるのだ。

　そこを投擲で仕留めた。カラ爺では精密さはあっても距離の関係上厳しいものがあった。なので届くと豪語していたイリアスを起用した。

　もちろんカラ爺に比べてイリアスの投擲精度は遥かに劣る。なので思い切り投げてもらった。

「やっぱ脳筋ゴリラだな」

　結果、暗部が登っていた城壁には巨大な穴が空いた。針の穴を通すような精密射撃の一撃ではない。いるとわかった場所を跡形もなく爆撃する一撃だ。

　いやあ、こんな作戦許可してくれるマリトって寛容だよなー後処理任せるわー。

　ウルフェもだが本も同様に囮だったのだ。カラ爺に狙わせていたし、もしも持ち逃げされてもその後の用意もしてあったというわけだ。

　本は……無事です、はい。一応ラグドー卿にお願いして硬化魔法を掛けておいて貰ったが無事でよかった。

　不穏に思われて解除されるかなーって考えたけど大丈夫でした。あ、でも表紙ちょっと破れてら。

　本と一緒に暗部の遺品を捜索した所、水晶を見つけた。ユグラ教の秘儀で遠距離と連絡できるアイテムだ。マリトの護衛の暗部君が教えてくれた。

　こちらは相手さんが防護魔法を掛けていてくれた様で無事だった。

　その後カラ爺とラクドー隊は召集され城壁の後処理に回される。すまない皆さん、夜更けだと言うのに……。

　それでこちらは水晶と本を持って城に向かう、最後の仕上げが残っているからね。

「あの、尚書様……どうしてその水晶を見つめて座っておられるのですか？」

「まあ、待てばわかるさ」

　イリアス、マリト、ラグドー卿、ラクラが揃っている部屋で水晶と睨めっこ。ちなみにウルフェは疲労により隣部屋で眠っている。

　暗部は何を優先しても逃走を優先していた、ならばまだ連絡は入れていないだろう。

　だがもう良い時刻だ、そろそろ痺れを切らせてくれる筈だ。

　しばらくすると水晶が輝きだす。そして声が響いてくる。

「ヘイド、報告を」

「ヘイドって言うのかあの暗部は」

「……どちら様ですかね？」

「お前が殺すように指名してくれた男だよ。よろしくな黒幕さん」
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「……そうですか、ヘイド達は失敗したのですか」

「ああ、そうだ。暗殺を指示するだけならまだしも、時間と場所を指定して奴らの逃げ道を塞いだのが仇になったな」

「言われた任務をこなせない者が無能なだけですよ」

　水晶から響く声にさしたる動揺の様子はない。むしろ今の状況を楽しんでいるようにさえ聞こえる。

　すぐ傍でラクラが何か言おうとするのをラグドー卿が諌める。

　マリトと目配せをして頷く。さて、会話の始まりだ。

「それで、わざわざ通信を待っていたようですが、何か御用で？」

「そうだな。せっかくだから話をしておきたいと思っていた。時間に余裕があるなら付き合ってもらえると嬉しいがな」

「ええ構いませんとも。私としても貴方と話ができる機会ができたのは僥倖です」

「その癖に殺そうとしてたのか」

「頭を持ち帰るように言っていましたので。死んでいても情報は引き出せます」

　趣味の悪い話だ。どこぞのホラー系神話の脳味噌缶にでもされるのだろうか。

「聞きたいことがあるのなら、そっちから話しても構わないぞ」

「おや、良いのですか。こちらにも色々聞きたいことはあるのでしょう？」

「優先して聞いておきたいのは名前くらいか、偽名でも良いから名乗ってもらえないと名前を呼べないからな」

「ふむ、ではラーハイトと名乗っておきましょう」

　視線をラクラに向けてみるも、ラクラは首を横に振る。知り合いではないようだ。

「そうか、今後ともよろしく頼むぞラーハイト」

「ええこちらこそ。しかし本当に質問はしないのですか？」

「何を聞けば良いんだ。お前がウッカ大司教に取り入り、ラクラの背後にメジスの暗部を仕込ませたことか？」

「いえいえ、こうして私と対話の席を設けている時点でその辺はお察しでしょう。例えば──私の正体とか？」

「魔王の犬以外にあるのか？」

「……」

　水晶の先の相手の言葉が止まる。周囲の沈黙も重くなる。

「……そのような考えに至った経緯をお聞きしたいものですね」

「簡単だ、お前が察した通りこの本を解読した」

　ラクラが驚きの顔を繰り返す。そういえば騙したままだった。今でなければ非常に楽しめる顔なのだが、ここはグッと我慢しよう。

「それはそれは……いかなる内容でしたか？」

「とぼけるなよ。内容を知っているから解読ができると宣言した男を殺すように手配したんだろうが」

「いえいえ、ハッタリかも知れませんからね」

「関係がバレたら不味いのか。魔王に魔族にでもしてもらうつもりだったのか？」

「なにを──」

「言葉に力が入っているぞ。余裕を見せろよ黒幕」

　今ラーハイトは間違いなく苛立ちを覚えている。それは水晶越しにも伝わってくる。

「怒らせるのが目的と言うわけでもないから合わせてやる。本の内容だがこれはこの世界に現れた魔王、その四番目である『蒼の魔王』のことを記した手記だ。厳密には『蒼の魔王』を生み出した後の観察記録と言った方が良いか」

　そう、この本の内容は書かれていた表題、サンプル４号『蒼魔王』調査記録から読み取れる通りのものだった。

「大まかに説明すれば元々人間だった者を蘇生魔法で蘇らせ、魔王にした人物がその後の魔王と接触した記録だ。しかもご丁寧に四体目と書いてやがる。少なくとも四人の魔王は全て同一人物の干渉によって生まれた存在ってわけだ」

　まず書かれていたのは魔王となる前の人生についてだ。どのように生まれ、どのように生きて、どのように死んだのか。

　そしてその人物の能力や素質についての分析データが書き込まれている。

　魔王を生み出した者は最初から該当者を魔王にするつもりでその素質や能力を調べていた。そしてその死にすら関わっていたのだ。

「さらに言えばその後魔王として生まれ変わった者達への支援も行っている。ここに書かれていた死霊術は蘇生魔法の構築を大幅に簡略化し、魂を引き出すことだけに特化させた簡易版だ。『蒼の魔王』はアンデッドを司る不死の王とも呼ばれていたそうだな」

　その人物は魔王達に自分の知識を与え、世界と衝突させた。そして最悪の歴史が生み出されたというわけだ。

「与えた能力の中で共通項と言うものがあった。他の魔王にも同様に与えたものだ。一つは自身のテリトリーとなる魔界の生成方法、これにより魔物が生まれる土地が生み出された」

　魔王は自身の魔力を大気中に伝播させ、土地を塗り替える。自分の陣地として確立させ、そこを魔界と呼び力を思う存分に発揮できるようになっていた。

　その土地で発生する動植物はもれなく異形化し、人に害を成す生物は魔物と呼ばれる存在となる。

「そして二つ目、人間を魔族に変換する方法だ」

　そう、魔族とは元は人間だが魔王の魔力によってその存在を塗り替えられた者を指していた。

　これを魔王達に伝えたのは彼らが元々人間であったからだ。それ故に自身と親しい関係にあった者を巻き込む術を与えたのだろう。

　魔界では人間は長く生きられない。生前からの仲間を引き込むには魔族へと変貌させる必要があるのだ。

「生憎この本は記録程度でな。死霊術に関する補足説明こそあったが他の手法などは書いてなかったぞ。まあ知っているよな」

「……どうやら読めているという話は本当のようですね。やはり貴方はチキュウ人なのですか」

「そうだ。そしてお前は違うようだな。残念だ」

「良く断言できますね」

「地球の発音が歪すぎだ。伝聞で知ったのが丸分かりだぞ」

「なるほど、それは仕方ありませんね」

「さて、魔王の犬と呼んだ理由も挙げて行こう。この本には魔王の生態についての記述が多々ある。その中には魔王にとって不都合な点もあった。弱点と言うよりかは欠点だな」

　例えば魔王は自身の魔力の特異性故に、他者からの魔法の影響を受けにくい。回復魔法を受けることが難しい点などがある。

　つまり深手を負えばその傷を治せるのは自身だけと言うことになる。

「本の中身を知っているだけならばまだ灰色なんだけどな。奪おうとした時点で真っ黒だ」

「そうですかね。奪還はユグラ教でも行っていると思われますが」

「法王にすら知らせていないくせによく言う」

「何故法王が知らないと言い切れるのですか？」

「『死んだ魔王は蘇生する』なんてことを知っていたらユグラ教はもっと違った形になっていて当然だろう」

「……やはりそこまで書かれていましたか」

　そう、魔王は蘇生魔法を受けた人間。蘇る力を持つ存在なのだ。

　ユグラ教では再び魔王が現れるかもしれないというスタンスを取っているが、確実に蘇るという確証を持っているようには見えなかった。

　仮に誤魔化していたとしても、この本の内容を知っていればその事実が世界中に伝わる危険性もあるのだ。

　法王がこの内容を知っていればウッカ大司教のような人選ミスをやらかす者に本を任せはしない。

「この事実を知られたくない存在は誰だ。言うまでもなく魔王だろう。じゃあそんな魔王様の為に本を奪おうとしたお前は魔王の犬と呼ばれても不思議じゃないよな？」

「しかしまだ腑に落ちませんね。私が魔王に都合のいいように動いていたとして、繋がっている確証はないでしょう？」

「ドコラの腕を奪ったのはお前達だろう？」

「そこでその者の名前が出ますか」

「全ての発端はメジスの暗部であったドコラにある。何故国を裏切ってまで本を盗んだのか、それがお前らの存在を浮かび上がらせてくれたんだ」

「──聞きましょう」

「ドコラは蘇生魔法を初めとする禁忌を生み出したのが地球人だと知っていた。だがドコラは本を読めていなかった。読めていれば奴が使っていた死霊術はより高度なものへ昇華されていたはずだ」

　賢い者が本に描かれていた図を見れば、ドコラと同じように死霊術を取得することも可能だ。だがそこに書かれている注釈などにはさらに高度な情報が書かれていた。

　それこそアンデッドをより高位の存在として使役する方法だ。

「ではどうやってドコラはそのことを知ったのか。暗部としてお前らから聞き出したんだ」

　暗部であるドコラが不穏な相手の探りを入れていた時、ラーハイト達と接触し情報を得た。

　そしてドコラはその重要性を知り逃走。その際に交渉の武器となる本を盗み出したのだ。

「大方本について話していたところでも聞かれたんだろう。だからドコラは本を盗んで国を逃げた。ウッカ大司教を懐柔してのうのうと暗部に手を回せるお前の存在を知っていれば、メジスになんていられないからな。その後メジスはドコラを指名手配、ドコラとしては本を交渉材料にしたかったが文字が読めなかった。だから形だけ死霊術を覚え、山賊として生きていた」

　信じて尽くしてきた国には魔王の影が侵食していた。武器となると判断し手に入れた本も手に負える品ではなかった。

　ドコラにとって信用できる存在は最早支配できる相手だけだったのだろう。山賊の立場に身を落としての余生、そこに現れた地球人、だからドコラは死に際に本を託した。

　この水晶の先にいる男の企みを暴いてくれるかもしれないと期待を持って。

「ドコラは暗部としては本当に優秀だったようだな。ユグラ教に潜んでいたお前の存在と関係に気付き、本を盗み出すことに成功した。その後悪党になったのは……少しだけ同情するがな」

「そうですね。アレは優秀でした。よもやこちらの正体に気付くとは思いませんでしたからね」

「だがそっちにとっては都合の良いことも起きた。ユグラ教に封印されていた本を外に出してくれたおかげでラーハイト、お前の目的の一つが達しやすくなったんだからな」

　本の秘密を知られたくないだけならば回収して封印しなおせば良いだけのことだ。そうしなかったのはラーハイト自身も本を狙っていたからだろう。

　ユグラ教に潜伏するも本に手を出すのは難しかった。だがそこをドコラがやってくれた。これは危険と同時にチャンスでもあったのだ。

「やはりチキュウ人は聡明な方が多いようですね」

「心にもないことを言うなよ。どうせ内心はペラペラ喋ってることを小ばかにしてるんだろ」

「おや、わかりましたか。情報と言うのは武器です。それを取得したことを自慢げに話すのは愚かとしか言えませんからね」

「賢く生きたいんじゃない。無難に生きたいんだ」

「それはどう違うのでしょうか？」

「賢く立ち回ればラーハイト、お前のような奴になれるんだろうよ。人を利用し、自分だけが高みに至れ、他を見下せる。だけどな、そんな生き方を目指す奴はごまんと見てきた。そんな反吐が出るような人生、こっちから願い下げだ」

「手厳しいですね。良心でも痛みますか？」

「そりゃあ痛む。『俺』は弱いからな。体だけじゃない、心も立場も、何もかもが弱い。だから高望みなんてしない。心身ともに平穏に生きれたらそれで十分なんだ。ただそれにはお前のような奴は邪魔なんでな」

　水晶の奥から轟音と怒声が響く。それはラーハイトが起こした音ではない。

「──まさか」

「そのまさかだ。お前が何らかの方法でウッカ大司教とエウパロ法王の連携に介入しているのは予想していた。だから別の手段、マーヤ大司教から直接エウパロ法王に秘密裏に密告させてもらった。ついでに言えば『この非常時にそちらから悠長にターイズに連絡を飛ばしている奴が首謀者』だともな！」

　壮絶な争いの音が水晶から実況される。そしてまもなくして水晶からの通信は途絶えた。
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　部屋に飛び込んできたのはウッカ大司教。周囲には複数の司祭達が控えている。

「よくも私を謀ってくれたな鼠めが！」

「おやウッカ様、その様子では催眠は解除されたようですね」

　試しに笑顔で暗示を掛け直す、効果はない。事前に精神干渉系への抵抗を上げる魔法を使用してきたか。流石に馬鹿でもそれくらいの対策はして当然と見ていい。

　逃走経路は二つ。ウッカ達が固めている通路と窓。しかし窓には既に結界を張られている。破壊は可能だがその隙を突かれては意味がない。

　正面突破が良いか、大司教ではあるがその実力は大司教最弱とまで言われた男だ。実戦になればこちらの方に優位はある。

「既に退路はない。大人しくしてもらおうか！」

「そうは言いますが手頃な道があるじゃないですか」

　魔法を使用する。魔力の結晶を生み出し相手を貫く魔法。発生地点を点で設定し、そこを起点として水晶を隆起させる。ワンアクションで使え、威力も申し分ない魔法だ。

「そんなもの、当たると思うか！」

　狭い箇所で突如発生した水晶をウッカは先読みで回避する。他の司祭達も同様に回避する。良い動きだ、だがそれは悪手だ。

　即座に発生した水晶を解除、譲ってくれた道に飛び込む。

「ご丁寧にどうも、ではさようなら」

「甘いわ！」

　突如全身に衝撃が圧し掛かる。視線を上に、なるほど天井には魔方陣が描かれている。

「重力魔法──自分の真上に仕掛けているとは」

　自重の数百倍の圧力が体を襲う。咄嗟に防御魔法を張り、体へのダメージを抑えるも圧し掛かる重圧は解除できない。全身が地面に亀裂を生みながら沈んでいく。

「最弱の大司教と言われるわりにやりますね」

「私は確かに弱い。実力も実績も他の大司教に比べれば微々たるものだ」

　ウッカの目つきは普段とは違う。これは──本物の目だ。

「──だがそれでも大司教だ」

　ウッカが何かを投擲する。あれは──魔封石。不味い、あれが触れれば防御魔法が解除される。そうなればこの重力魔法を生身で受けることになる。

　重力魔法は魔方陣を起点に高重力の魔力を生み出すもの。魔封石が魔方陣に近寄らねばその効果は失われない。

「終わりだな」

「そうでもないですよ」

　天井から水晶が隆起する。この魔法は目線、または指先で点を指定できれば簡単に発動ができるのだ。隆起した水晶により天井が破壊、魔方陣もその構築を失う。

　起き上がり、投擲された魔封石を受け止める。魔封石の構築破壊領域の影響を受けて天井の水晶が霧散する。

「いやはや、間一髪でしたね」

「いいや、終わりだと言った」

　突如視界が揺らぐ、体の自由が奪われる。鼻腔を刺激する甘い香り、これは催眠香か。

　周囲の司祭達はそれぞれが結界を張っている。こちらも早くこの石を投げ捨て、結界を展開しなければ。

　手首のスナップだけで石を投擲する。これで催眠香への防御壁を展開できる。

「終わりだと言ったはずだ、三度も言わせるな馬鹿者」

　自分を囲む結界が現れる。魔封石は結界に阻まれ、こちらへと跳ね返ってくる。

　本来結界は基点を中心に発生させるもの。しかしウッカは自身を起点とし目の前にいる私の周囲にも立方体の結界を発生させている。

　催眠香の匂いがさらに体の自由を奪い始める。結界を破壊して逃げなければ、だが魔法は側にある魔封石のせいで──、

「なるほど……詰み、ですかね」

　懐から小振りのナイフを取り出す。

「そんな物で破壊できると思うな」

「いえ、破壊できますよ。こうやってね」

　ナイフを首にあてがい一呼吸入れる、覚悟はこれで十分。

「ではさようなら」

　敗北を認め、勝者に笑顔を見せた後、腕を一気に横に滑らせた。
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　その後、メジスからの連絡によるとラーハイトは逃亡不可と判断し自害。

　第三者が回収する可能性を考慮し、遺体は厳重に封印されているとのこと。

　追い詰めたのがウッカ大司教と言うのが驚きだったが、ラクラとしてはそうでもないとのこと。

　聞けば実戦におけるラクラの師匠だったらしい。師匠にしてこの弟子ありということか。

　才能は大司教の中でも低いが、それを努力と技術で補っているタイプ……あれ親近感湧くなぁ。

　とはいえ計略などはお察しの通り。ついでに今回の責任を問われる立場となっている。

　ウッカ大司教はラーハイトに催眠魔法を掛けられており、都合よく利用されていた。

　ラーハイトがメジスの暗部を手中に収めたのも、ウッカ大司教の許可証が原因だ。

　催眠状態とはいえ、大いにやらかしたウッカ大司教。だが被害を受けたターイズ側からはさしたる非難もなく、ラーハイトを追い詰めたことで汚名返上も果たした。

　しばらくは他の大司教の監査を付けられるが、それ以上のお咎めはなしとのこと。

　金策のプロフェッショナルである彼を大司教から下げてしまえば、ユグラ教の財政に多大な悪影響を受けるのは目に見えている為に下手に罰せられないのだろう。

　マリトは疑いの晴れたマーヤさんに本の秘密の九割を説明。それをエウパロ法王に報告させる。その結果エウパロ法王がメジスを発って現在ターイズに向かっている。

　今回の件での直接の謝罪、そして本を最高責任者として返還してもらう為だ。

　ラクラはその間待機命令が出る。メジスに戻れるのはエウパロ法王と同じ時だろう。

「これで一件落着か」

「いやいや、君の仮説が正しければメジスにラーハイトを送り込んだ魔王なりその縁者が存在しているんだろう？」

　マリトの言葉に苦い顔になる。そうなんだよなぁ、結局奥の深い箇所の問題は解決していない。魔王復活の準備をしているのか、はたまた既に復活している魔王が暗躍しているのか。この世界の脅威はまだまだ残っている。

「その辺はマリトとエウパロ法王で上手く話し合ってくれよ。最後のアレのせいで非常にデリケートな問題になっているんだからさ」

「アレをエウパロ法王に伝えるのは君の役割にしたいんだけどねぇ」

　そう、本の一番の問題が残っている。このことだけはまだマーヤさんやラクラ、そしてイリアスにも話していない。

　エウパロ法王に話した後、他に伝えるかどうかを判断しようとマリトから言われていた。

　それは同意見だ、この秘密はこの世界の歴史を覆すものになる。最悪闇に葬った方が良いとさえ思える。

「席には着くが国王のお前が言ってくれ。荷が重過ぎる」

「うへぇ、国王譲ってもいいからさぁ」

「さて、それじゃあ行くわ。世話になったな」

　事後処理の話も済んだ。これでしばらくはここに来ることもないだろう。先の不安はあるとはいえ、しばらくは平穏な日々を送れそうだ。

「いや、明日からも来てもらうけど？」

「なんでさ」

「そりゃあ本の解読の依頼は終わったけど、異世界の話を聞かせてもらうのは終わってないだろう？」

「あれは本の解読の為の建前じゃなかったのか」

「何を言っているんだい。実際に色々政策に取り込んでいただろう。当然契約は続行だよ」

「……わかった」

　この世界で不便に感じることは多い。地球で慣れ親しんだ文明を再現する為には財力も権力も必要になってくる。

　マリトの下で働くというのは、それらの欲求を満たす最短の近道である。

「ただし、物騒な話は持ちかけてくるなよ!?」

「はっはっは、俺と君との仲だろう？」

「持ちかけてくるなよ!?」

　その後向かうのはマーヤさんの所だ。世話になったというのに、マリトのせいで色々と距離を置いてしまったことを詫びなければならない。

　教会を訪れるとウルフェに勉強を教えている最中だった。

「あ、ししょー！」

「おう、いつも熱心で凄いな」

「ウルフェちゃんはしっかり勉強しているわ。それに比べて坊やはちょくちょく陛下と悪巧みしているものね」

「今回はその件を謝りにきたんですから、あまり根に持たないでくださいよ」

「あのイリアスが私に話を誤魔化してきたのよ？　親友の娘に悪い影響を与えて欲しくないものね」

「仰るとおりです……」

「まあいいわ。事情は理解できたし、坊やの立場なら謝りに来ただけ及第点よ。イリアスにも悪い影響ばかり与えているわけじゃないようだからね」

「いつも通りに見えましたけど、そうなんですか？」

「ええ、あの子最近芯がしっかりしてきてるわ。今まで父親の影ばかり追っていたけど良い変化だと思うわ」

「そんなものですかね……」

「で、も！　イリアスは親友の娘。私としてはあの子の正しい成長を見守りたいの。その辺は理解してちょうだいね」

「肝に銘じておきますよ」

「よろしい。それじゃあちょっとお茶を淹れてくるわね」

　マーヤさんは笑いながら奥へと姿を消した。後は……。

「隣、座るぞ」

「はい、どうぞ！」

　ウルフェの隣に座る。ウルフェは黙々と文字の勉強をしている。既にこの世界の文字の上手さならこちらより上だろう。文武両道、礼儀正しい良い子に育っている。

「ウルフェ、そのままで良いから聞いてくれ」

「はい」

「まずはお前にも謝りたい、ごめんな」

「……ししょー、ウルフェになにかわるいことしましたか？」

「ああ、あの夜お前を囮に使ったことだ」

　暗部達を戦闘に導く為、手頃に弱いウルフェを利用した。

『全力で戦え、負けても良い。お前が戦うことに意味がある。それを利用する』

　ウルフェはその説明を聞いて、一切迷わずに了承していた。凄惨な過去を生きてきたこの子に、良き未来を与えようと決意したくせにこんなことに巻き込んでしまった。

「他に方法はあったはずだった。だけど考えられる案で一番効果的だと判断してお前を利用してしまった。これじゃ黒狼族と変わらないじゃないか」

「ししょーはちがう、だってししょーおこってた」

「怒ってたって……ああ、そうかもな」

　ガゼンとは短い付き合いだったが、知った顔を殺されて色々昂ぶっていたのだろう。

　だからこそそんな変化を看破したイリアスにも心配され、あそこまで踏み込まれた。ウルフェさえ、躊躇無く利用してしまっていた。

　我ながらメンタルが弱すぎる、そのくせやることが悪賢い。ろくな奴じゃないな、うん。

「ししょーはウルフェのためにおこってくれた、それがウルフェのいちばんのたからもの。ししょーがだれかのためにおこっているなら、ウルフェはいっしょにてつだいたい、です」

「……そうか」

　意識せずウルフェの頭を撫でる。この子はとっくに立派になっていた。

　少なくとも誰かさんのようにぐらぐらと感情が揺れるような弱さはない。

「でもししょーがあやまるのなら、ウルフェはゆるします」

　いかん、ウルフェといると感情のぶれが酷い、涙が出そうだ。

「おう、ありがとうな。それと良くやった、暗部に勝てたのは凄いことだぞ」

「えへへっ！」

「そうだ、今度家で小さな植物でも育てようと思う、野菜も育てるつもりだ。ウルフェも一緒に育ててみないか？」

「はい、やってみます！」

「良い返事だ」

「でも、その……にがてなやさいは……」

「嫌いな物を育てれば愛着も湧いて好きになれるかもしれないぞ。まあ好きな物も育てればもっと好きになるかもしれないがな」

「じゃあ、りょうほうがんばりますっ！」

「その意気だ」

　ガゼンが持っていた本と同じものを探してみよう。あいつはどんな野菜を育てるつもりだったのか分かるかもしれない。今度墓にでも供えてやろう。酒の方を寄越せと言われそうだけどな。





[image: ]






　いやー、久々に晴れやかな気分ですね！

　青空に向かって手を伸ばす。そのまま大きく背伸びをしながら欠伸をする。

　本とか魔王とかそんなことは忘れて、久々の一人きりでの散歩だ。

　イリアスは騎士のお仕事、ウルフェはお城で鍛錬中。ウルフェもすっかりこの街に馴染んでいる。それどころか城への出入りを許される通行証を発行してもらっているのだ。

　ラグドー隊の面々にも気に入られつつ、訓練にも活気が出るとのことでラグドー卿がわざわざ用意してくれたのである。

　流石にこちらの持っている通行証より質は落ちるがそれでも一般人、いや黒狼族の中では異例と言っても良い優遇っぷりだろう。

　技に磨きをかけているお爺ちゃんズからすれば教え甲斐がありすぎるとのこと。そのうち様々な武器を扱い始めるのかもしれない。末恐ろしい。

　だがウルフェならきっとその力を抑えてくれるだろう。イリアスとは違うのだ。

「しかし良い天気だな……」

「しくしく」

　広場に用意されている椅子に座り日光を浴びる。この前はここで暗部達との戦いがあったのだが、現在ではそんな痕跡は一切残っていない。

　破壊された筈の箇所も綺麗に直っている。魔法の力って凄いよねー。

　そうそう、魔法だよ魔法。この世界に来てから魔力が絶望的に低いと言われ、魔法を使うどころか掛けることも無理って言われているこの身なれど、何かしらの魔法を使えないだろうか。

　ほら、最初はマッチの炎程度でも良いんですよ。魔力は体力と同じで、使い続ければ使い続けるほど回復量も絶対値も増えるそうで。なら特訓次第でそれなりには成長するのではないでしょうか。

　多少の魔力が身につけば魔方陣やら触媒のアシストを得て、大掛かりな魔法も使える可能性はある。

　しかし誰に指南してもらおうか、イリアスは論外。マーヤさんはそろそろ忙しくなる模様。祭りの準備も始まっているしね。

　お城にも魔法に特化した人がいるらしいしコネクションを築いておくのも良いかもしれない。

「あー、良い天気だなぁ……」

「しくしく」

　そういえばこの世界に来てからというものの、人とのコミュニケーションがいまいち取れていない。

　上は王様、下は街の居酒屋と幅広さはあるのだが、ポツポツとしたものだ。

　とは言え連絡先を聞きあって、はいそれで終わりって関係や社交辞令で酒の席に呼ばれる関係をわざわざ増やすと言うのもなぁ……。

　この世界ではそういった窮屈さを感じたくない。感じる必要もないわけだしね。

　とは言え人並みの恋しさはある。一緒に遊べるような女の子とかいないものかねぇ。

「良い天気、いや、良い天気だなぁ……」

「しくしく」

「……」

「しくしく」

「さて、昼飯でも食べに行くか」

「完全無視ですかっ!?」

　足元をがっしりと掴まれ、人一人分の重量が足に追加される。

「離せラクラ、今日は気分が良い日なんだ」

「でしたら困っている私を放っておかないでくださいよ尚書様っ!?」

　先ほどからこれ見よがしにメソメソ泣いているラクラ。当然ながら無視を決め込みたかったのだがこうなっては逃げるのも手間だ。多少の負い目もないわけではない。

　本の一件では散々騙した上に利用させてもらったのだ。謝罪は後ほどマリトと共に行ったが、少しくらいはフォローすべきなのだろう。

　ちなみに結局正式に尚書候補としてマリトに登用された為、この呼び方も変わらずだ。

「実はですね、マーヤ様の教会を追い出されたのです……」

「理由を聞いてないのに喋るなよ。そうかユグラ教破門されたのか、お気の毒様」

「そこまでじゃないですよっ!?」

「なんだよ、どうせエウパロ法王が来るまで待機と言われたのはいいけど、行く当てもなくマーヤさんの教会に世話になっていたところ、最近収穫祭の準備などで忙しくなり、手伝おうとしたら色々やらかして迷惑を掛けてしまい、最終的に逆に邪魔になるから出て行けとか言われたんだろう？」

「一息で言い切ったっ!?　なんでわかるんですかっ!?」

「わからいでか」

　今マーヤさんの教会はユグラ教の人達でごった返しになっている。収穫祭も近くなり多くの人員が行き来しているのだ。
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　ラクラは戦闘以外はポンコツだ。本の件では結界を設置などしていてそれなりに作業もできると思われたのだが、後からマーヤさんに聞けば普通の聖職者なら十分の一の時間で設置できるとのこと。えらい時間を掛けるものだなと思っていた自分が恥ずかしい。

　それは兎も角。そんなラクラが手伝いをしようものならかえって手間取るのだ。先日ウルフェを教会に送り迎えしていた時に奥から聞こえた叫び声が聞こえていたからね。

「尚書様ぁ、助けてくださいぃー」

「どうしろってんだよ、お前のポンコツを直せるほど有能じゃないんだぞ」

「そこは良いんですっ！　いや良くはないですけどっ！」

「ちなみに宿は貸せないぞ」

「なんでですかぁっ!?　私と尚書様の仲じゃないですかっ！」

「イリアスの家に居候してんだよ、勝手に居候増やせるかっ！」

「なんとまあっ!?」

　驚きと恥ずかしそうな顔を見せるラクラ。大体この後の台詞は予想できる。

「男性と女性が一つ屋根の下で二人っきりだなんてっ！」

「ウルフェもいるわ」

「くんずうほぐれつっ!?」

「お前自分に魅了魔法掛けてないか？」

「コホン、それはいけませんっ！　尚書様のような方とあの二人が一緒だなんて間違いがあったらどうするんですかっ！」

「起きる間違いは力加減のミスによる惨殺事件くらいだ。こっちが間違いを起こそうとしてもそうなる」

「……まあ、そうかもしれませんが。ですがあの二人はまだ二十にも満たない子なんですよっ！」

「逞しいもんだよな」

「いえ、ここは私がきっちりと監査せねばっ！　尚書様の下心からお二人をお守りするのですっ！」

「下心あるのはお前だろうが。素直に野宿してろ」

「夜空の下で寝るのは寂しいんですよっ!?　怖いんですよっ!?」

「山の中で寝たことあるから良く分かるわ。でも良い思い出になるさ」

「もう広場の椅子の下で寝るのは嫌なんですっ！」

　それでいつの間にか傍に居たのかこいつは。良く見れば茣蓙ござが椅子の下に敷いてある。こいつ司祭じゃなかったっけ？　マーヤさんは大司教だが司祭を教会から追い出すのって相当なことではないだろうか。

「言っても聞かないようだから、イリアスに直接断ってもらうか……」

　止むを得まい。ラクラはこちらに対してえらい馴れ馴れしさがある以上、半端な説得は逆効果だ。

　多少なりとも恐怖を刻まれているイリアスから、きっぱり断ってもらおう。

「いいぞ」

「わぁーいっ！」

「ふざけんな！」

「何故怒られるのだ!?」

　昼食を市場の屋台で取っていたイリアスと遭遇。結果は即答でＯＫであった。

「広場なんかで聖職者が寝ている姿を見られてみろ。ユグラ教の扱いが問題になりかねん。それに女性を寒空の下で放置など騎士にできるか」

「あのな、冷静に考えろ。寝室は三つしかないんだぞ？」

「そうだな」

「まず居候達の心理状況を考えるに、家主に相部屋はさせられないよな？」

「そうですねぇ、イリアスさんのお世話になるのにそこまでさせるのも……」

「私は構わないが確かに相手が萎縮されてしまっては困るな」

「次に男女一室は避けるべきだ。そうだよな？」

「そうだな。君が手を出せる相手はいないだろうが、公序良俗に反するな」

「つまり二部屋は必然と譲れないわけだ」

「ウルフェと相部屋にすれば良いのではないか？」

「ウルフェちゃんなら構いませんね！」

「馬鹿野郎、ポンコツがうつったらどうするんだ！」

「酷くありませんっ!?」

「……」

「イリアスさんっ!?」

　流石のイリアスも真顔で悩むレベルである。いや、お前の脳筋も大概なんだがな。

「では君には屋根裏にでも」

「よし、世話になった。ウルフェは連れて行く」

「まて、冗談だ。物置になっている部屋を整理すれば部屋は空くだろう？」

「重い物多いから手伝わんぞ」

「なんだ、居候のくせに家主に重労働をさせるつもりなのか？」

「ぬぐ」

「ウルフェは文句言わずに手伝ってくれるだろうなぁ」

「ぬぐぐ」

「ふふん、形勢逆転ですね」

　ラクラが勝ち誇ったように胸を張る。このままでは我が家のカースト順位がさらに下がりかねない。本当に住処を変えるのも検討すべきだろうか。いや、それもラクラから逃げるようで癪だ。

「ただ純粋にラクラに絶望と後悔を与えたい気分だ」

「本心で言ってますねっ？」

　イリアスはこの後も騎士のお仕事。ラクラを連れて我が家へ──というわけにもいかない。

　二階の物置には大きな箪笥以外にもイリアスの父母が生前に使っていた物などが保管されている。一階の物置にはその他、遺品と雑品を階層別に保管していたわけだ。

　その中には修行時代のイリアスやその父親が使っていたと思われる剣や槍、鎧といった武具もある。それらを一度一階に運び整理したいとのこと。

　聞けば前の家を引き払う際に運べる分を適当に持ち込んだだけで、ろくに整理すらしていなかったらしく、この機に分別しようと言う話だ。

　当然ながら重労働、ラクラをこき使っても良いのだが絶対やらかす。力持ちが必要だ。そういう訳でウルフェを迎えに行く。

「あ、ししょー」

「鍛錬中に悪いなウルフェ」

「いえ、ひとだんらくしました！」

「そうか、じゃあいきなりで悪いが悲しい話がある」

「かなしい……」

「ラクラがうちに来る」

「どこが悲しいのですかっ!?」

　悲しい話だよ。何せ男女比率がさらに広がるのだ。肩身が狭くなることこの上ない。

　そりゃハーレムならば喜ばしいけどね、そういう関係の奴一人もおらんのです。いやハーレムものでも余程のパワーバランスがないと男って肩身狭いよね。

「ラクラがくる……かなしいの？」

「そんなことないですよウルフェちゃん！　尚書様の性格が悪いだけですっ！」

「それを言ったらお前を追い出したマーヤさんも性格が悪いことになるが」

「……マーヤ様も少し酷い方です」

「ウルフェはラクラすき、だいじょうぶです」

「なんていい子っ！」

「ラクラ、くるしい」

　くそー、ウルフェの寛容力は半端じゃないからな。多数決の暴力で追い払うのは難しいか。

　諦めるしかないようだ。物置の整理の話をウルフェにしつつ共に帰る。

「ただいまー」

「ただいま」

「ただいまですっ！」

　もう住人気取りがいるぞ。ウルフェだって初日は遠慮気味だったというのに。だがここで一々小言を言っていては埒が明かない。早いところ作業を済ませるとしよう。

「それじゃあウルフェは指示した順番に物を一階の居間に運んでくれ。イリアスの大事な物があるから丁寧に運ぶんだぞ」

「はいっ！」

「私はどうしましょう？」

「何もするな」

「酷いっ!?」

「いや、冗談抜きでだ。武器や鎧やらはウルフェ以外じゃ重くて階下に運ぶのは危ない。二人で持てばいけなくもないがお前とはやりたくない」

「一瞬納得しかけて酷いっ！」

　頭の中で数回シュミレートしたが漏れなく怪我人が出ます。ウルフェには申し訳ないが力仕事は任せよう。

「でも何もしないというのは……」

「じゃあ風呂にでも入っていろ。野宿してたんだろ」

「……覗きません？」

「信用しろ。誘惑には耐えるし、虫はしっかり投げ込む」

「止めてくださいねっ!?」

　そういう訳で危険なラクラを浴室に閉じ込めることに成功して作業開始。

　遺品は主に衣類、武具や鎧、あとは聖職者向けの仕事道具、そして日用品などに分かれている。ある程度バラバラにおかれているようだから分別して並べておくとしよう。

「ウルフェ、まずはこの辺の武器と鎧を居間の右端付近に集めてくれ。衣類棚は左端、中央に日用品──まあこれはこっちで運ぶ」

「りょうかいですっ！」

　さて、やるからには迅速且つ徹底してやるとしよう。腕を捲くり、ウルフェが運搬しやすいように入口まで道具を運ぶ。

　以前は一人でやっていたが人手があるというのはやはり楽で良い。特に魔力強化を覚えているウルフェの力ならば一番重い家具でも軽々なのだ。

　羨ましいなー、こちとら筋肉痛との闘いの日々だったと言うのに。

「きゃあああっ！　む、むしぃ!?　おのれ尚書様ぁっ!?」

　なんか浴室で叫び声が聞こえた。しかも冤罪を掛けられているっぽい。向かっても良いがろくな結果にならないのは目に見えている。

「ウルフェ、行ってきてやれ。あと何もしてないと説明しとけ」

「はいっ！　ししょーにはぜったいのありばいがあります！」

　その言い方どこで覚えた。しかもその言い方だと犯人っぽい。

　無事に戻ってこられれば良いのだが……と思いつつも案の定。戻ってきたウルフェは濡れた誰かに抱きつかれていたのか所々濡れていた。

「浴室に閉じ込めても邪魔になるとは恐れ入ったな……」

　これは急いだ方が良さそうだ。合流されて手伝われると酷いことになりかねん。久々に本気を出すとしよう。

「──よし、終わったぞ」

「おわりましたっ！」

　無事道具の運び出しが終了。次は掃除だ。とは言え大まかな掃除は以前もやっていたので大した労力は要らない。

　風呂から上がったラクラがこの程度はやってみせますと豪語していたので任せることにした。

　多分バケツとかひっくり返すだろうし、終わる頃には汚れているだろう。二階で聞こえる叫び声を無視してさっさと浴室にて汚れを落す。

　その後ウルフェに浴室を使わせ、こちらは二階で聞こえる泣き声を無視してお茶を淹れる。

「あがりましたししょー！」

「おう、お疲れ様。お茶を淹れておいたから飲んどけ」

「ありがとうございますっ！」

「掃除、終わりました……」

「おう、風呂残させてるからもう一回入って来い」

　風呂に一度入ったはずなのに、来る前より汚れているラクラをもう一度浴室に押し込む。

「もう虫を投げ込まないでくださいよねっ!?」

「まだ初犯もやってねぇよ」

　あとはどうしたものか、布団がないが今日は諦めてもらおう。明日にでもバンさんの商館で買えば良い。どうせ色々日常品は必要なのだ。

　となればラクラについてはもうどうでも良い。後はこの居間に並べてある物をどう処理するかだな。

　ウルフェも日用品などを興味深そうに眺めている。貴族階級が利用している物が多く、庶民生活からスタートのウルフェには珍しい物ばかりだろう。

　イリアスが小さい頃はそれなりに大きな家に住んでいたらしい。それが今では修行僧のような生活だ。鍛錬だけで言うなら仙人クラスじゃないだろうか。

　興味本位で最も小振りな剣を手に取る。それでもずしりとした重さにやはり非日常感を覚える。

　試しに鞘から抜いてみようとするが引っかかり、上手く抜けない。一分近く格闘し、ようやく抜けその刀身を目にすることができた。

「──良い剣だな」

　素人でも良く分かる。手入れされた刃は刃こぼれ一つない。実戦ではほとんど使われていない儀礼用の剣だろうか。シンプルであるが刃には綺麗な装飾が施されており、磨きこまれた刃はこちらの姿を鏡のように映し返している。

「懐かしいな、父が先代の王より賜った剣だ」

　背後から聞こえたイリアスの声に驚き、剣を落としそうになる。だが剣の重みのおかげで手元で暴れることはなかった。

「急に声を掛けるな、危ないだろう」

「一応声は掛けたのだがな」

「見入っていたか。おかえりイリアス」

「ああ、ただいま。しかしこう見ると随分とあるのだな」

　居間に並べられた遺品の数々を見てイリアスは溜息をつく。少なくともこのままでは満足に食事もできませんね。

「処分するにも思い入れがあったりするだろう。どうするつもりだ？」

「悩ましいところではあるが、ある程度は分別しなくてはな。母の服は将来着るかもしれないからな。防虫対策の魔法を掛けて保管するとして……父の服は……いるか？」

「そうだな、サイズ的にはピッタリだ。派手好きじゃない点も気が合う」

「父は厳格な騎士だったからな。君も少しは父の服を着てその影響を受けてくれると良いのだが」

「そんな効果のある遺品は呪われてるって言うんだ」

　着ただけで性格の変わる服とか誰が着るかってんだ。でも冷静に考えるとサラリーマンのスーツも性格のスイッチにはなるよな。うん。

「武具も使いたいなら好きな物を選んで良いぞ」

「鎧は着れる体力がない。武器も振るえる力がない。こいつで十分だ」

　腰に装備しているのは以前森で拾った相棒の木材。せっかくなので木刀にまで改造した。

「それでは訓練もできないだろう。一合で砕けるぞ」

「良いんだよ。剣をぶら下げてちゃ相手が萎縮するってもんだ」

　日本じゃ木刀を携えているだけで職質を受けるんだぞ！　通行人も白い目で距離を取ってくるね！

「いや、でも魔力を込めればそれなりには使えるか？　うーむ、結局一合で砕けるか」

「取り合えずお前にはこの相棒は絶対に貸さねぇ」

「人生の相方にするならもう少し良い物を選んだらどうなんだ……。子供の玩具みたいなものだろう」

　イリアスの言う通り、この世界では木刀を持ち歩いていたら子供扱いされる時もあるのだが、そこは知らん。

「これはこの世界に来たときの初心を忘れない為の物だ。自分の慢心と戦う武器だ」

「……そうか、それなら仕方ない」

　自分に振るえる武器はこれだけ、周りの味方がいくら強かろうと自分はこの程度でしかないのだ。

　それを忘れてはいけない。仲間に依存しすぎてはいけない。この世界で自分は弱者なのだから。

「本当は初代を持ち歩きたかったんだがな……」

「灰なら残っていると思うが、兵舎から取ってくるか？」

「野菜の肥料にはなりそうだな」

　相棒の遺灰を使って作った野菜を食べる。人に話したらドン引きされるレベルだ。

　ともあれ衣類の対処は終了。武具は儀礼用はそのまま保管。使わない武具はラグドー隊に寄与することになった。母親の商売道具はマーヤさんへ寄与するとのこと。日用品は使えそうな物は商館で引き取ってもらうことに。ただ一部の物、両親が特に使っていたものはイリアスの自室に保管することになる。

「君も欲しい物があれば貰ってくれて構わないぞ。物も使われた方が喜ばれるだろう」

「服だけで十分だ。荷物が増えるとここを出る時にかさ張るしな」

　引越しだけでも大変なのだ、この世界ではミニマリストで行くつもりだ。思い出の品などを保管している宝物入れだけでも結構かさばる予定ではあるのだが、その辺は目を瞑る。

「……出て行くつもりなのか？」

「すぐにってわけじゃないけどな。そりゃあどっちかが結婚して家庭を持てば、一緒に暮らすというわけにもいかないだろう。イリアスはまだ成人したてだがこっちはいい年なんだ」

　流石にイリアスが結婚して家庭を持っているという中で、成人男性が同居と言うのはどうかと思うんですがね。逆もまた然り。

「そ、それもそうだな」

「それにこの国に居続ける必要がなくなれば、他の国を回るのも良いかなと思っている」

「ターイズに不満があるのか？」

「ない。知り合いは良い奴だらけだし、王様だって良くしてくれている。こういった良い環境は他の国じゃそうそうないだろう」

　都合よく宿を与えてくれる者、自分好みの飯を提供してくれる店、話の分かる商人に自分を取り立ててくれる王様、正直でき過ぎだ。

　いつまでもこれが続くとは思えない。などと考えるのは慎重さゆえか、心配性なだけか。──どっちもかな。現代日本じゃ十年あれば景色は一変するのだから。

「ではどうして国を出ようなどと──」

「元の世界に帰る方法を探したいからな」

　この世界に住むのも悪くないと思いつつも元の世界のことを諦めたわけではない。本を解読したが元の世界に帰る方法なんざ欠片も乗っていなかった。

　だが地球人が禁忌である蘇生魔法と言うこの世界における頂を編み出したのだ。元の世界に帰る方法もないとは言えないだろう。

　ただ少なくともターイズにはこれ以上の情報は眠っていない。いずれは舞い込むかもしれないがそれも怪しいところだ。

「……チキュウには友人や家族はいるのか？」

「どうだろうな。人間関係だけならこっちの方がマシかもしれない」

「それでも元の世界に帰る方法を探したいのか？」

「今はこの生活も楽しんでいる。ウルフェの面倒も見たいと思っているし、イリアスへの恩返しもしたい。だけど将来的に考えるとどうなるかは分からない。元の便利さが恋しくなるかもしれないし、この世界で生きていく気力をなくすかもしれない」

　実際この世界は自分に合っていない。ファンタジー世界に来てもリアリストなのは変わらない。

　周りの者達は超人だらけでふとした切っ掛けで命に関わる大怪我を負うだろう。

　現代日本ではそういった危険は事故に気をつける程度で済む。詐欺や強盗と言った犯罪もあるが、司法立法行政はそれなりに機能している。

　自分がこれまで身に着けた身を守る術を活かしやすいのは明らかに後者だ。

「イリアスのように、これだと決めた生き方を持っているわけでもない。だけどいつかはそういった道が見えるかもしれない。その時の為に取れる選択肢は多い方が良いって考えるのが地球こちらの世界の癖なのさ」

　夢や野望に一直線な者は良い。だが誰もが信ずる道を持っているわけではない。だからこそ備える。いずれ自分が歩みたい道を見つけた時に少しでも有利に入れるように。

「ま、恩を返すのを忘れたり無責任にことを投げ出して帰ったりはしないさ。後味の悪い思いを残すのは無難な生き方じゃないからな」

「そういうことを心配しているわけではない、ただ……」

「なんだ？」

「……君がいなくなればウルフェは寂しがるだろうな」

「そうかもな。こっちも多分寂しくなるだろう。それまでにもっと良い出会いや経験を積ませてやりたいもんだ」

　ウルフェは懐いてくれている。元の世界に帰ることになったら付いてくると言い出すかもしれない。

　だからあの子が一人前になって、この世界に残れる理由を作ってやるべきだろう。それくらいの責任は取るさ。

「──ウルフェが君を一番に求めた時はどうするつもりだ」

「その時はまだ世界を教えきっていないだけのことだ。気長に連れまわすさ。無論ろくでもない奴にウルフェは渡さんがな」

　今はウルフェの一番になれているだろう、多分。だが年が近いのはイリアスだ。きっとそう遠くないうちに二人はよりいっそう仲良くなれるだろう。

　人間関係に慣れれば友情だけでなく恋も覚えるかもしれない。そうなればもっとマシな男を見つけられるでしょうよ。

「はぁ……君は本当に父親気質なんだな」

「そりゃ年上だからな。面倒も見ると決意したんだ」

「せめて父の服が似合う佇まいをして欲しいものだ」

「それは難しいな。生前に会えてりゃ真似くらいはできたかもだが」

　その後残った遺品を分別し、後日それぞれの処分をすることで作業は終了。なお布団を欲しがったラクラはウルフェの部屋で一緒に寝ることになる。












06　さしあたって報復です。








　本日の天気は晴れ、雲の割合も多く日差しの暑さがさほど気にならない良い日だ。個人的に一番好きなのは雨の降らない曇り空だったりもするのだが、その辺は個人の好みなのでとやかくは言わないでおく。

「さて、と。そろそろこっちの案件にも掛からないとな」

　やるべきことは沢山ある。ウルフェに色々と教えることも大事だし、マリトの下この世界を調べ、異世界交流にてターイズの発展に協力して賃金を得ることも蔑ろにはできない。だが個人として優先して片付けておきたいことが一つある。それはイリアスを差別し、嘲笑した騎士や貴族に対する報……アプローチだ。

　イリアス本人の立ち回りをやんわりと指摘し、角が立たないように振る舞わせること自体はそう難しくはない。むしろ得意分野だ。当人も理詰めで説得すればある程度の妥協は見せてくれるだろうし、何よりほとんどそういった世渡りを学んでいないわけだし。だが少なくともイリアスは恩人、そんな人物を目の前で差別し嘲笑されることに寛容なほど誰かさんは無頓着ではないのだ。

「イリアスは警邏、ウルフェはマーヤさんのところ。午後は城に行ってカラ爺達と訓練だったな」

　こういった悪巧みはあの二人が傍にいる時はなかなか企めない。イリアスは自分の為とは言えあくどい方法を嫌うだろうし、ウルフェの教育にもよろしくない。なのでこの一人の時間を大切に──

「あれ、尚書様お出かけですか？」

　いたわ、もう一人。手短に準備を済ませ出かけようとした矢先、新たな同居人が目ざとく声を掛けてくる。もう少し寝ていても良かったんだぞ、ラクラ。

「もう少し寝ていても良かったんだぞ、ラクラ」

「それは本心で言っていると思うのですが、私の身を案じてではなくて面倒ごとが増えたって顔ですよね？」

「なかなかいい勘をしてるな。それじゃ」

「待ってくださいっ!?」

　女性の身支度は時間が掛かる。そういうものだと理解していたのだが、このラッツェル家に住む連中はそうでもない。イリアスはてきぱきと済ませ、ウルフェは野生児のようにサパっとしている。そしてラクラ、こいつの場合部屋着すら聖職者の格好なおかげで余計な手間がないときた。家を出るもあっという間に追いつかれ、隣を歩かれている。

「今日は私用で歩き回るんだ、一緒にいても面白いことはないぞ」

「そう言って、一人で美味しい物とかお酒とか飲むつもりですね!?　私には分かりますよ！」

　飲まねぇよ、とは言い切れない。これから行うことを考えれば、社交付き合いで食事をしたり酒を飲んだりする可能性は十分にある。まあ、昼から飲むつもりはないが。

「そうだな、ラクラには目的を話しておいても問題ないか。ちょっと耳を貸せ」

「あ、はい」

　ラクラに女性であるイリアスがターイズの騎士として置かれている立場、晴れ舞台の日である式典の際に影で騎士や貴族から嘲笑されていた話などを伝える。そしてこれから行うのはそういった奴らに後悔をさせる為だとも。

「そんなわけでちょっとした陰湿なやり取りになる。つまらないだろ」

「そんなことありません！　イリアスさんは私を養ってくださる方です！　そんな人が悪く言われるなんて許されることではありませんよ！」

「養ってねぇよ。居候として宿を貸してるだけだろ。生活費は自分で稼げ」

「堅実に頑張っている人を陥れるなんて、神罰が当たって当然です！　さあ、尚書様、やっちゃいましょう！」

「聞けよ、そしておい、聖職者。神罰とか軽々しく言うな」

　こちとら神の代行人とか名乗るつもりはないぞ。大義名分を掲げ、正当性を誇示することに意味はない。効果はあるかもしれないがそういったのは多くの市民を扇動してこそだ。今回のケースは相手の方が多数派、市民に根回しをしてからの行動ではいつ解決するか分かったものではないし、大事になり過ぎる。

　過去の日本では女性の立場を改善させる為の運動が頻繁に起こり、その甲斐もあって女性の発言力はだいぶ高くなっている。それでも過去の風習に囚われたままだったりする傾向もちらほらあるのだが。過去の事例もあるので、やろうと思えばできなくもないのだが……その規模で動くと間違いなくマリトに迷惑が掛かる。

「それで、まずはどうするつもりですか？」

「まずは相手がどのようにイリアスを嫌っているか、その理由の調査だな」

「理由……ですか。女性だからではないのですか？」

「大まかにはな。だが全ての男が女性嫌いってわけじゃないだろ？　むしろ男色家の方が少ない」

「そりゃあそうでしょうけど……うーん？」

「とりあえずついてくる分には構わないが大人しく見ていろ。そうすりゃ分かる」

「はーい」

　まず接触すべきは貴族よりも騎士だ。騎士国家のターイズでは貴族よりも騎士の方が影響力を持つし、何よりイリアスの側にいる連中だ。騎士が態度を改めれば遠巻きに非難する貴族の声もそれなりに小さくなるだろう。

　騎士と言ってもラグドー隊に接触することは避けたい。彼らはイリアスの味方、話をすれば喜んで協力してくれるだろうが、悪巧みに巻き込んではイリアスの立場がない。そうなると必然、接触すべき相手は限られる。事前にその人物の日常のルーチンは確認済み、早速接触するとしよう。

　彼の午前中の仕事は執務が主体。昼食前には仕事を切り替え、貴族達への顔見せを行っている。高級街や富裕層が多く住むこの辺を探せばそろそろ見つかると……お、いたいた。

「おや、君は──」

「こんにちは、レアノー卿。本日も精が出ますね」

　レアノー卿。ターイズ騎士隊の中で最も多くの兵を束ねるレアノー隊の隊長。山賊討伐の際に、各隊に協力を願い出たイリアスから指揮権を奪った人物だ。イリアスを差別する騎士の筆頭でもあり、ある意味では最も攻略すべき相手となる。

「この前は上手いこと私を出し抜いてくれたものだな。まんまと手柄を奪われたよ」

「いやいや、後方支援を行っている際に丁度魔封石がばら撒かれている地帯を見つけただけで、偶然ですよ」

「良く言う。あの後地図を詳しく調べたが、君がラグドー隊を待機させた場所は山賊の首魁が逃亡する際、最も可能性の高いルートへと近づける位置だった。全て計算づくなのだろう？」

「──流石ですね。下手な誤魔化しは利きませんか」

　逃げ出したドコラ達を無駄なく追い詰めたイリアス達、その動きが偶然だと片付けるほどレアノー卿とて馬鹿ではない。ここは素直に有能な者であることをアピールしておくべきだろう。

「私の隊が敵を逃すことを想定し、行動していたことについては少々悪態をつかせてもらったがね。だが私の隊が奴らを逃がさなければこうはならなかった。そこは私自身の落ち度、痛み分けということにしておこう。それで、このあと食事でもどうかね？」

「ええ、せっかくの機会ですし──ああ、こちらの女性も一緒ですが構いませんか？」

「無論だとも。……聞くのは野暮だと思うのだが、昼間からユグラ教の聖職者を連れて歩くのは何故かね？」

　今までほとんどラクラに興味を示していなかったが、連れだと分かると流石に気になる模様。そりゃ国の外の人間が聖職者を連れて富裕層を歩いていれば疑問の一つも抱くだろう。

「彼女は最近メジスから移動してきたので、国の案内をと。色々縁もありましたので」

「なるほど。ようこそお嬢さん、我らがターイズへ。この国の良さを十分に理解していただけると幸いだ」

「──あ、はい。頑張ります」

　レアノー卿は朗らかな笑みでラクラに挨拶をする。こら、ラクラ、きょとんとしているんじゃない。とはいえ、イリアスと違って女性らしい仕草のラクラに対しては随分と紳士的な様子。これは……まあそういうことなのだろう。レアノー卿のオススメの店へと移動している最中、ラクラがひそひそと話しかけてくる。

「尚書様、このお方って女性を差別している騎士で、さらには筆頭な方ではなかったのですか？　随分と紳士的な感じがするのですが……」

「男尊女卑の精神があるわけじゃないってことだ。とりあえずラクラは余所行き用の態度でいてくれ。こっちが笑ったら静かに愛想笑いすることだけ意識しておけよ」

「わかりましたけど……もうちょっと詳しく説明していただけると……」

「後でな。当人を前にひそひそ話なんてするもんじゃない」

　ちょいとばかり高級そうなお店に到着。ラクラの分も自腹を切るとなると少々痛い出費になるかもしれないが、効果はありそうなので必要経費と割り切ろう。いっそ奢ってもらえるようにレアノー卿に取り繕うのもありだな。レアノー卿にオススメを確認し注文をする。ラクラには女性に向けのオススメを流暢にしているあたり、奥さんとも頻繁に来ているのだろう。

「──まあ、美味しいです！」

「そうだろう？　妻もここの料理が好きでね。繊細な味付けにこだわっている店だ」

　塩っけが足りないのを除けば『犬の骨』よりも一品一品丁寧に作られているのが分かる。あっちはどちらかというと家庭料理やＢ級グルメだしな。一般人としてはゴッズの飯の方ががっつり食べられて好きだが。それでも王であるマリトと一緒に食べる城の飯にも負けない腕だと思う。

「それで、君は私に何か聞きたいことがあるのではないかね？」

「そう思いますか？」

「思うとも。私を謀ったのだから多少の負い目はあるはず。ならば私と出会った時には相応の態度があって然るべきだろう。だが君は私と会った時、驚きの表情を見せなかった。あわよくば私に会えると思っていたのではないのかね？」

　うん、流石は最多の騎士団を束ねる団長。観察眼もなかなかに優れているじゃないか。しかしやり難いという印象はない。むしろこれまでのやり取りでレアノー卿という人物についての情報は十分に得ている。

「流石ですね。では率直に。レアノー卿がラッツェル卿を疎む理由を確認したいと思いまして」

　ならここは普通に対話をすべきだろう。あとラクラ、食べ物をこぼすな。マナーが悪いぞ。

「尋ねるのではなく、確認か。では私の方から尋ねよう。君は何故だと思うかね？」

「レアノー卿はラグドー隊に憧れているんですよね？」

「──続けたまえ」

「数で言えばターイズ騎士団の中で主力となりうるのはレアノー隊ですが、それでもラグドー隊はターイズ騎士団の象徴のような印象を受けています。それはイリアスを除くラグドー隊の面々が熟練の騎士達であり、レアノー卿の年代の騎士達を導いてきた騎士達だからです。レアノー卿も若い時は彼らから色々と学ぶことがあったのでは？　そんな尊敬の念を抱いてる中で、ラッツェル卿がラグドー隊の中心であるかのように振る舞うことが癪に障る……といったところでしょうか？」

　もしも騎士達がラグドー隊そのものを疎んでいるのであれば、あの時の会議でももう少しボロクソ言っていても良かっただろう。だが彼らの嫌悪が向いていたのはイリアス一人、つまりはイリアスの今の立ち位置が気に入らない可能性が高い。

　レアノー卿はこちらの分析を聞きつつ、静かに食事を口に運ぶ。反応から見て間違いではないが、当然のことだから分かっていることも当然だろうと言いたげだ。

「良く分析ができている。見事なものだ」

「ついでに言えばレアノー卿、貴方はドミトルコフコン卿に憧れているのでは？」

「ん、ぐっ!?」

　あ、流石にむせた。こっちの核心に迫る発言は今までの流れじゃ普通には読み取れないしな、驚くのも無理はない。

「大丈夫ですか？」

「──失礼。……根拠を聞かせて貰おうか？」

「理由は幾つか。山賊討伐の会議の際、貴方がラッツェル卿に何かを言う都度、必ずと言って良いほどにドミトルコフコン卿に視線を移していた。ラッツェル卿に対しての態度を変えるつもりがないにせよ、常にドミトルコフコン卿の顔色を伺うのは何かしらの想いがあるからです。また彼が口を挟んだ際、正論で口を噤ませた時に貴方ならもっと流暢に揶揄できたはずです。しかし貴方はドミトルコフコン卿との会話を早々に切り上げ、他の騎士団団長に話を振った。ラッツェル卿に味方する相手に対してはどうも手緩いと感じていました」

　もちろんこれは後付け、こじつけに過ぎない。実際はレアノー卿の過去を調べ、カラ爺に指南を受けていた事実を確認している。ラグドー隊に入る騎士達の多くはかつて他の騎士団で名を上げ、入るべくして入った古参の騎士達だ。ならば今他の団に着任している中年層の騎士達の多くはラグドー隊の面々に世話になっている可能性が高い。こちらにはターイズの騎士の経歴を全て把握している騎士マニアのサイラとゴッズがいるしな。

「……あの短い会談の中で良くそこまで私を分析していたものだ」

「言い方は悪くなりますが、あの場でラッツェル卿に最も対抗心を燃やしていたのがレアノー卿でしたので。片手間ついでに観察させてもらいました」

「片手間でそれだけの観察力か……。やはりラッツェル卿の功績は君が支えていたのだな」

「当人の能力の賜物ですよ」

「ラッツェル卿の腕は認めている。だがそれだけだ。彼女は戦う道具としては有能だが騎士として欠けているものが多い未熟な騎士だ。当人は全力を尽くしているつもりでいるが私から見れば鼻で笑いたくなるほどにな」

　イリアスのことを悪く言いつつも、その言葉に強い毒は感じない。これは前回の負けをこちらの功労が大きいからと納得しているのだろう。ただもう少しばかり引っ掛かりがある。そこを引き出していく必要があるな。

「レアノー卿。貴方がラッツェル卿に厳しく当たる理由ですが、それ以外に何かあるように感じます。それをお聞かせ願えますか？」

「そこまで見透かされているか。良いだろう。当人に話をしないという約束を守れるのであれば話すとしよう」

「大丈夫です」

「……私と先代のラッツェル卿はほぼ同じ時期に騎士になっている。私よりも遥かに優れた騎士ではあったが、私自身はライバルのように思っていた。彼がラグドー隊に若くして編入された時は悔しくもあり、認めざるを得ないとも思っていた。そんな彼の忘れ形見だからこそ、今のラッツェル卿と比較してしまうのだろうな」

　先代のラッツェル卿、つまるところイリアスの父親か。十八歳のイリアスのことを考えれば確かに三十台後半に見えるレアノー卿と近い年だ。これはレアノー卿個人の私怨によるもの、それゆえにレアノー卿の口調は先程に比べ随分と苦々しい。

「当人に言えば良いのでは。父親はもっと騎士として素晴らしかったと」

「ラッツェル卿はラグドー隊の騎士だ。私が騎士の心構えを説いてはラグドー隊の面々の顔を潰すことになる」

　イリアスを導くべきは同じラグドー隊の者達であるべき、そうレアノー卿は言っている。確かにその通りだとは思うが、ラグドー隊からすればイリアスは先代ラッツェル卿の娘。年を考えれば孫のような存在だ。甘やかしがちになっているのは否めない。かといって口を挟めばそれは尊敬するラグドー隊の面々を侮辱する行為となる。

「ままならないものですね」

「まったくだ。だが君がラッツェル卿の傍にいるのであればその億劫も多少は改善されるだろう。君はラッツェル卿の味方であっても、ラッツェル卿を甘やかす存在ではあるまい？」

「ええ。ラッツェル卿──イリアスは今の今まで自らの力量を高める為だけに人生を費やしてきました。ただそのせいで周りがほとんど見えないまま、騎士として生きている。それではいつか孤立しかねないと危惧しています。ただそれを口で説かなければならないほど彼女は幼くない。そこはやんわりと気づかせていくつもりです」

「素晴らしい解答だ。私とて一個人をいつまでも責め立てるのは気分が良いわけではない。是非とも頑張ってくれたまえ」

　その後、レアノー卿の口ぶりは明るくなり。他の騎士達がイリアスを嫌う理由など、様々なことを話してくれた。その情報の広さには随分と驚かされたが、それは彼自身がイリアスを責める理由が同じ者を探していたのだろうと推測される。これらの情報があれば今後イリアスへの風当たりを良くすることも十分可能だろう。ただし、ラッセル卿に恨みがありラッツェル卿と名前が似ているという点で嫌っている奴に関してはどうしようもないなと思った。どうしろと。

　食事を終え、レアノー卿は仕事に戻るとのことで別れることとなる。イリアスのこと以外にも様々な話を聞き、レアノー卿についての評価は個人的にもだいぶ向上していた。今後は彼のコネなどを頼る機会も出てくるかもしれない。

「それでは色々と貴重な話をありがとうございました」

「礼を言うのはこちらだ。胸の内をここまで語れる相手は今日までいなかったからな。妻に話せばどうにも愚痴になりかねん」

「愛妻家ですね」

「良ければ今度紹介しよう。私で良ければいつでも顔を見せに来ると良い」

　出会う前とは随分と変わり、清々しい顔で去って行くレアノー卿を見送る。本格的な行動開始としてはかなりの好スタートだ。これなら思った以上にことは簡単に進むかもしれない。

「騎士って面倒なんですねぇ」

「そこ、思ってても言わなかったことを口にするな。男ってのは面子を気にする連中が多いんだ。その中でも騎士ってのは役職にも囚われるからな。頭が固くなるのも仕方ないのさ」

「そんな世界にイリアスさんはいるんですね。大変そうです」

「……そうだな。だがイリアスはまだ恵まれているさ。何せ、それを案じて動ける奴がいるんだからな」

「自分で言いますかそれ？」

　そう言ってくれるな。そのうち堂々と言えるようにするつもりなんで。それにはまずイリアスの環境と、本人の改善を済ませることが先決だ。やり終わる前から恩人面するような真似はしたくないからな。当面はひっそりと行動しなければ。

「さて、次は貴族どもか。どう粛清したものか」

「さらりと怖いことを言いますねっ!?」

「手っ取り早く進めるのなら、ラクラに魅了魔法を使ってもらって弱みを握るのが楽なんだがな」

「嫌ですよっ!?」

「なんだよ、人には使っておいてイリアスの為には嫌だって言うのか？」

「そ、それは……」

　実際ラクラの魅了魔法が効果の通りなら、貴族相手には効果は絶大だ。人を揶揄するような連中なら人に言えないような弱みの一つや二つあるだろうし、なければ作ってやればいい。こちとら地球でハニートラップを仕掛けられた経験もあるからな、あれはなかなかきつい。

「ま、嫌ならいいさ。最初からお前に頼るような真似をするつもりはないしな」

「……良いんですか？」

「今のお前の嫌がり方、以前の失敗から後悔と反省をした経験からによるものっぽいからな。今後使うつもりもないんだろう。そんな奴に無理やり行わせてちゃ、ことが終わった後にイリアスに堂々と報告できないだろ？」

「本当にさらりと人を分析してますねっ!?　でも尚書様の理解が早くて助かります！」

「自堕落なだけで他人の為にリスクを負いたくないってだけなら、脅してでもやらせてたけどな」

「どう脅すつもりだったんですか!?」

　そりゃあもう、一個人を追い込むくらい……うん。あえて言葉にはしないでおこう。これを語ればもれなくラクラから危険人物扱いされる。味方から警戒されるのはほどほどにすべきでしょう。うん。

「ま、ラクラは今さっきみたいに随伴してくれるだけで良いさ。男一人だとどうも胡散臭がられるからな。ユグラ教の服を着た同伴者がいるってだけで誠実さは十分アピールされている」

「それを喜んで良いのかは悩みますが……。でも愛想笑いをしているだけで美味しいご飯を食べられるのなら……」

「お前、これから顔を見せる貴族全員のところで飯を食うつもりかよ。胃袋破裂するわ」

「食べないんですか!?　お酒も!?　帰っちゃおうかな……」

　こいつ……。欲望に忠実な奴は嫌いじゃない、ここまで素直だと逆に感心すら覚える。いや、まあでもラクラがいなければいないでやりたい放題できるわけだし……。

「帰りたければ帰って良いぞ。助けになるっちゃあなるが、元々一人でもどうにかできることだしな。せっかくの休日を退屈で凌ぐのも嫌だろ」

「そう言われると、帰る気にならなくなるんですよね！」

「なるほど、お前の使い方が分かってきた」

「うう……良いようにコキ使われちゃいます……」

　ラクラを連れ歩くメリットは他にもある。ユグラ教の司祭であるラクラは嘘を見抜ける。相手が知らなければ嘘を見破れるし、知っていれば真実を話さざるを得ない。真実だけで誤魔化そうって相手ならこちらの思うつぼだ。実際のところかなり助けになっているが、そこは言わないでおく。

　式典の際にイリアスを嘲笑していた貴族の顔は覚えている。その日のうちに簡易的な似顔絵を描いているので忘れることもない。まずはこれをもってバンさんのところへと向かう。富裕層を相手に商売をしているバンさんなら間違いなく知っているだろう。後は顧客情報をどう話させるかの手段だが……あまり狡い真似はしたくない。さて……どう交渉したものか。

「ああ、その方々なら知っていますとも。キスタイン卿にシルベッタ卿ですな。……どうかされましたかな？」

「いえ、物凄くあっさりと教えてもらえたことに拍子抜けしているところです。顧客情報とか良いんですか？」

「問題ありませんとも。この両名は私のお得意様ではありませんので。そもそもターイズ国内にいる貴族なら大抵の商人が知っていますからな」

　ああ、そういうこと。この世界の人口のことをすっかり忘れていた。あくどい商売ならまだしも通常の商売をしている者達にとって、顧客の数は非常に限られている。それが富裕層をターゲットにしているのであればなおさらだ。

「嬉しい誤算というか、なんというか……」

「詳しい情報を知りたいようですな。よろしければ理由をお聞かせ願えますかな？」

「んー、そうですね。知らぬうちに与えた情報が利用されていたとなれば商人としても気分が悪いでしょうし……実は──」

　最低限の情報は既に得ている。ならばバンさんには素直に話してみるとしよう。協力を拒否されても他の商人からなら後腐れもなく情報を聞き出せるし。

「なるほど、懇意にしているラッツェル卿を称える式典で彼女を侮辱した者達に一泡吹かせたいと……良いですな！　協力しましょう！」

「それで良いのか商人。失礼、つい素が」

「元は冒険者ですからな。仲間を侮辱されることには人一倍敏感ですとも！　先代のラッツェル卿には懇意にしていただいておりましたからな。ここで恩を売っておけば一人前になったラッツェル卿とも誠実なお付き合いもできるでしょう」

　捻くれた貴族よりも、将来有望な騎士を選ぶってことか。商人としても悪い選択ではないと思うが……まああまりそこは詮索しないでおこう。

「それにキスタイン卿とシルベッタ卿、実はちょっとばかり問題のある人物でして……この国の者ではない貴方になら確かに適任と思ったまでです」

「……詳しい話を聞かせてもらっても？」

　騎士と貴族、どちらもある程度の権力を持つが国を守る為にその身を差し出す騎士と違い、貴族は土地の管理を主として活動している。一般的には領土にでかい屋敷を構えるのだが、ターイズの場合村々が山の中にある。物流も満足に得られない場所よりかはターイズ本国の富裕層の住む場所に居を構えているというわけだ。

　村々の働く方針などは管轄となる貴族が管理し国へと税を納めているのだが、キスタイン卿とシルベッタ卿を主軸とした一部の貴族には黒い噂がある。その一つを端的に言えば税金のちょろまかしだ。必要以上に村から税を取りたて、国には通常通りに税を納めさせて残りを着服している。

「ただやり口が巧妙でして。村から集める税は金銭ではなく、農作物や木材といった資源です。それを自分の抱え込んでいる商人達に売買させているのですが……その際のレートがどうも意図的に下げられているようでして……」

「尚書様、そういうことってできるんですか？」

「できると思うぞ。例えば銅貨百枚分相当の作物があるとして、それを貴族が独断で商人達に八十枚で売りつけたことにする。商人達はそれを正規の百枚分の物として捌けば二十枚分の得だろ？　後は商人と貴族で十枚ずつ分け合えば良い。帳面上を八十枚の取引として国に計上すれば国に納める税は八十枚分に掛かるわけだからな」

　買取価格を勝手に下げることを咎められたところで、『適正価格では捌くことが難しい』とゴネれば言い逃れも十分にできる。そこを商人と口裏を合わせれば簡単には罰せられないだろう。

「……なるほど？　でも商人さんだって安く仕入れた物を高く売るのは普通なのでは？」

「常識的なレートならな。相場に詳しくない村に対して、相場よりも遥かに低い価格の買取金額に設定すればその負担は村が負うことになる。バンさんがこのことに気づいている理由は市場に流れている資源の量が多いからですよね？」

「はい。物が増えれば相場は下がります。安値で買い叩いた者ならばさほどの痛みはありませんが、正規のレートで仕入れているものからすればたまったものではありません」

　相場を荒らされれば必然とまっとうに取引をしている商人や貴族にもしわ寄せはくる。彼らの損がそのまま狡い貴族へと流れてしまうのだから。しかしそうなると相手は余程やり手の商人と手を組んでいるということになるな。相場を詳しく把握し、国に目をつけられないギリギリのラインを見極めている。商売上手と言えばそれで終わりなのだが……。

「バンさん、地図を出してもらっても？」

「え、ああ、はい。すぐにお持ちします」

　バンさんにターイズ領土の地図を広げてもらう。ラクラと共に各村を回った経験がここで生きることになるとはな。キスタイン卿とシルベッタ卿の管理する村を確認したところ、なるほどと頷く。

「尚書様、一人で納得していないで説明してくださいよ!?」

「ラクラ、この村々で村長さん達と話はしたんだろう？　その時教会の建設や修繕などの話はどんな感じだった？」

「ええと……。あ、確かあまり良い返事をいただけませんでしたね。ですのでユグラ教からの寄付金の配分も多く見積もっていたかと」

「働いた分に対する正当な報酬が得られていないわけだからな。確かに両貴族の管理する村の者達は他の村に比べて幾分か余裕がない感じだった」

　こちらが直接話したわけではないが、子供が手製の玩具で遊んでいるかどうかなどの区別でもその兆しは見て取れた。玩具の有無にかかわらず、子供の様子を見れば大人達の精神的余裕などもある程度は分析できる。作業効率や技能の違いなども関係しているのだろうが、こういった黒い噂と照らし合わせればなるほど色々見えてくる。

「一応裏取りもしておくか。それらが確認できるだけでも多少の対応はできる」

「そうですね。一部の村だけが極端に低ければすぐに国に摘発できるでしょうし！」

「いや、それは無理だ。『不良品が多かった』などで逃げる口上くらい用意しているだろう。その後厳しく取り締まったとしても抜け道なんていくらでもある」

　仮に商人に流す前に品質の管理を国が行ったとして、その監査をする資源に細工をすれば質を下げられる。監査の人間も全ての資源を見て回る余裕はないしな。一時的に貴族達の儲けを減らすことはできても、村の負担は簡単にはなくならないだろう。

　こういったことは日本の企業でも割と見られることではあるが、ターイズの場合一貴族の身勝手は国内の多くに悪影響を与えかねない。せっかくターイズを拠点として活動するのだから、多少の貢献はしておくべきだろうな。

「それで、いかがなさるつもりですか？　表立った協力は難しくとも、根回しなどはいつでも言ってください」

「ええ、それだけでも非常にありがたいです。ただまずは相手の情報をできるだけ把握しようと思います。こういった輩は一度や二度の失敗でこりるようなタイプではありませんので。やるならきちんと重い一撃を入れなければなりませんからね」

　まずは情報収集、それと念の為あいつに確認を取っておく必要もあるだろう。バンさんから聞けるだけの情報を集めた後は商館を離れ、ターイズ城を目指すことにした。
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「なるほど、小狡い貴族を懲らしめたいというわけか。君自身が大きな問題を起こさない限りは是非ともやってもらいたい」

　友がユグラ教のラクラを連れてきたと思えば、その口からは意外な言葉が出てきた。自称無難に生きたいという男が実に困難に立ち向かっているのだが、国の為になることを進んで申し出てくれるのであればそれを止める理由はない。

「国としてはどうなんだ？　キスタイン卿とシルベッタ卿については」

「良くない噂ならそれなりに耳にしている。ただ長年国に貢献してきた実績もある以上、目の敵のように強く取り締まることは難しいといったところだね。一貴族の悪さを防ぐ為に法を弄るのも簡単にはいかない。度が過ぎれば然るべき措置を取ることになるけど……今の段階ではね」

　貴族とて私腹を蓄える為に様々な行動をしている。その中には民が割を食うこともざらだ。国自らそれらを徹底して取り締まれば際限がつかなくなる恐れもある。

「国としてできるのは悪名のある貴族に重要な役を与えない、ってことくらいか」

「そういうこと。俺個人としては君の手腕に期待しているとだけ言っておこう。ただ一つ言っておきたいのだけれど、もしも俺が反対の意を示していたらどうするつもりだったんだい？」

「そりゃあ、誰がやったか分からないように勝手にやってたさ」

　さらりと恐ろしいことを言ってくれる。ラッツェル卿が傍にいる以上、彼に暗部の監視を常時付けることは難しい。彼ならその隙を突いて何かしらやらかすだろう。ラッツェル卿に事前に言っておけば……いや無理か、彼女には彼を騙すことは無理だろう。今もこうしてユグラ教のラクラを傍に置いている。ここに連れてきた理由はこちらの反対を視野に入れての行為と考えておいても良さそうだ。

「月並みな言葉だけど、今君はラッツェル卿に世話になっている立場だ。彼女の環境を良くする為の行動が発端だということを忘れないように」

「荒事を起こすつもりはないさ。そういえば貴族って私兵とかいるのか？」

「身近な護衛程度ならね。騎士が治安を守っている以上、ことを起こせるような兵を持つことはできない。彼らも騎士の強さは重々承知だからね」

「騎士未満の護衛はいるってことか。まあ数がいないなら問題はないな」

　何やら不穏な台詞が聞こえたけど、まあ聞かなかったことにしよう。しかしそれ以上に今気になるのはやはりユグラ教のラクラか。本の一件の後、彼女がラッツェル卿の住まいに宿を借りている話は既に聞いているが……友に対し随分と親し気な感じだ。ここは少しばかり探りを入れておくべきだろう。

「ユグラ教のラクラ、君はメジスの人間だ。君は何の理由があって彼に協力をしている？」

「私……ですか？　理由……ええと……なんとなく？」

「……なんとなくか」

「いや、そこはほら。貴族が悪さをしているせいでユグラ教の寄付金が無駄に使われてしまっているとか言えよ」

「ああ、それもありますね！でも私は別に金銭に関わるお仕事はしていませんし……」

　……これはとぼけているのだろうか。それとも素で言っているのだろうか。前者……いや、でもこれまでの経緯を考えるとそれは……ない……と思うのだけれども。

「あんまり悩まなくて良いぞ、マリト。こいつは暇つぶしに人の後についてきて、帰るタイミングを逃しただけだ」

「酷いっ!?　こう、尚書様に協力したいとかそんな乙女心があるかもしれないですよね!?」

「あっても一割弱だろ。『正直面倒なことになってきましたけど、まあいざとなれば帰れば良いでしょうし』とか思っているのは分かっているぞ」

「ぐ、鋭い……」

「そんなわけだ。別にラクラ個人が誰かさんをメジスに引き抜こうとしているわけじゃない。心配はいらないぞ」

「こちらとしては内心を見透かされて何とも言えない気持ちになっているよ」

　顔に出しているつもりはなかったが、やはり友はこういう感情の動きには鋭い。極力過干渉ぶる真似は避けたかったのだが、個人としての疑問が解消されたので良しとする。個人としてはどのように立ち回るつもりなのか非常に興味はある。だけれども王の立場としては諫める必要も出てくる。結果さえ出してもらえれば色々と不問にはできるのだし、とりあえずは楽しみに待つとしよう。

「確認したいことは全て話したか。これからどうするかは……事後報告でいいか」

「そうだね。楽しみにしているよ」

　彼を見送った後、常に背後で気配を消していた人物がその姿を現すのを感じる。ターイズの暗部として登用してはいるが、実際のところ俺個人の護衛しかしていない男。ただその強さだけは他に類を見ない為、重宝せざるを得ないといった存在だ。

「陛下も悪巧みに加わるとは。嘆かわしいものですね」

「本心で言っていないだろう。顔を見なくても友の活躍を楽しみにしているのが丸わかりだ」

「それは仕方のないことですよ。彼は弱い、この国の騎士達の誰にでも劣る存在です。そんな彼が騎士達を凌駕する結果を出せるかもしれないと思うとワクワクしませんか？」

「それには同意するが、お前にそんな楽しみを見出せる人格的余裕があるのは少し驚きだ。これまでどのような強者を前にしても興味すら示さなかったのだからな」

「それも仕方のないことですよ。私からすれば、この国の誰もが弱者でしかないのですから」

　騎士を誇る国の王に対し随分な物言いではあるが、それは紛れもない事実。ため息まじりに笑う他ない。

「さて、と。他の暗部には少々使いを頼むとするか」

「ご親友を遠巻きに監視するつもりですね？　過保護なことで。私に行けと言うほどではなさそうですが」

「行ってくれるのであれば言うが」

「残念ながら、貴方の傍を離れれば貴方との契約を守ることができませんので」

「なら自分を引き合いに出すな」

「たまには自己主張をしないと空気のままですから」
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　マリトからの暗黙の了解も無事に得ることができた。あとは行動あるのみ、では何からするかというとだ。

「次は品定めだな。キスタイン卿とシルベッタ卿にどれだけ情状酌量の余地があるかを見定めるとしよう」

「民を利用して悪さをしているのですから、断罪で良いのでは？」

「マリトやイリアスの立場ならそれでも良いんだけどな。悪事を働く人間ってのは何かしらの理由があるもんだ。そこを調べずに一方的に攻撃するのは人間として思慮が浅い」

　犯す罪の重さにもよる。山賊達の場合はどうあれ、商人達を殺害し金品を奪っていた。こればかりはいかなる理由があろうと手を抜くことはできない。手駒にすることも考えたが、イリアスの立場や今後のターイズとの摩耗を考えると流石にね？

「うーん、良く分かりません。もう少し詳しく説明してもらえますか？」

「目的だけを考えれば奴らの欲しているのは金だ。だがその金をどう使うつもりなのかを確認したい。重病の子供を助ける為に多くの資金がいるとかなら少しくらいは大目に見てやっても良いだろ？」

「それは……でもやってることは──」

「どの道痛い思いをさせることには変わりないが、そういう理由なら気持ち優しくしてやりたくなるだろ？　その辺のさじ加減を見に行くってことさ」

「あまり意味がなさそうに感じるのですが……」

「少なくとも重病の子供を無責任に見捨てるような真似は避けられるさ」

　なお、これは無理やり美談に仕上げた場合の話である。そもそもそんな理由があるのであればもっと真っ当な手段を周囲に求める工夫をすれば済む話。この世界ならばそこまで冷酷ということもないのだから、やりようはいくらでもある。当人が思いつかないのであればその助けになってやれば良いしな。

「何と言うか……尚書様は考え過ぎなのでは？」

「無難に生きたい人間ってのはな、それくらい慎重に立ち回るくらいが丁度良いのさ。ちなみにラクラ、メジスの暗部が使ってた姿隠しの魔法とかって使えるのか？」

「ええと……専門的に学んでいるわけではありませんので、あそこまでのはちょっと。ただ姿を見えなくするくらいならなんとか」

「どう違うんだよ」

「音とかを完全に遮断することはできません。息遣いや歩く音を消したり、影に溶け込んだりとかは魔物との戦闘じゃ役に立ちませんし」

　それだけできれば十分だ。そう考えるとあの暗部達も相当だったんだよな。イリアスはさておき、ウルフェはよく頑張ったものだ。本格的なご褒美くらい考えておくとしよう。

　路地裏でラクラに魔法を使用してもらう。全身に温かい空気を身に纏ってるような感じと共に、自身の体を視認できなくなる。両手を見つめているつもりなのだが、見えるのは地面だけというのも不思議な感覚だ。

「やっぱり本格的に魔法の勉強もやりたくなるな」

「尚書様の保有する魔力だとこの魔法すら使えないと思いますが」

　景色の中からラクラの声が響く。ラクラも透明になっているので完全に見えない。念の為に互いの腰にロープを繋いでおいて正解だったな。

「それじゃあ人にぶつからないように、慎重にキスタイン卿の屋敷に向かうぞ」

「わかりました。それと尚書様、見えないからってどさくさに紛れて悪さをしないでくださいね？」

「お前は人を何だと思っているんだ」

　キスタイン卿の屋敷まで慎重に進み、玄関の門まで到着する。道中試しにラクラが通るだろう場所に足を引っかけてラクラを転ばせた以外は特に問題らしい問題はなかった。

「三度も転ばせるとか酷くありませんか!?」

「二度は認めるが三度目は普通に転んだだけだろ。濡れ衣も大概にしてくれ」

「二度やっている時点で濡れ衣とは言いませんよ!?」

「しっ、誰かきた」

　大きな屋敷の扉が開き、そこから数人の男性達が現れる。服装から見て一人はキスタイン卿、あとはその護衛らしき人物が三名ほど。そしてもう一人は村の人だろうか。村の男は護衛達に腕を押さえつけられており、明らかに穏やかな感じではない。

「キスタイン卿！　何故まともに話を聞いて下さらないのですか！」

「何度も言っているだろう。山賊の問題が解決したことでターイズの資源は安定して市場に出回ることになる。物流が増えれば相場は下がらざるを得ない。これはどの商人を介したところで変わらないと」

「ですが他の村では通常通りの相場で買い取って頂いているではないですか！」

「それは他の貴族が相場を下がらせない為に無理をしているだけだ。全員が物価を高めてしまっては売れる物も売れなくなり、村から納めさせた資源や食料を倉庫に抱え込むことになる。そうなれば今後税を納める為には新たに売れる資源を用意しなければならない。そのリスクを考慮すれば私の取る手段は適切なのだ。それとも君の村は今すぐに他の村では取れない食料や資源を用意できるのかね？」

「ですが我々の村ばかり──」

「自分だけと思っているのか？　シルベッタ卿を始めとした他の貴族にも私に賛同し、長い目で行動をしている者達もいる。狭い視野だけで見るのではなくもっと広い目線を持ちたまえ。もしもまだ話があるというのであればもう少し学んでから出直してくるのだな」

　村人の男はそのまま門の外へと追い出され、門は閉められた。村人はその後何度かキスタイン卿の名前を呼び続けたが反応はなく、やがて肩を落としてトボトボとこの場を去って行った。それにしてもまあ、随分と分かりやすい問答をしてくれたものだ。これでキスタイン卿と村との関係はほぼ把握できた。ナイスタイミング。

「尚書様、キスタイン卿の話はわりと的を射ているのでは？」

「村人を黙らせる程度には十分に理詰めだな。だけど忘れたか？　この問題はターイズでもやり手の商人、バンさんが問題視している。恐らく丁寧に金の流れを追えば、キスタイン卿の言っていることが詭弁だと分かると思うぞ。というか嘘かどうかくらいお前なら見分けられるんじゃないのか？」

「それが……姿隠しの魔法を維持することに集中しているので……」

　ふむ、割と魔法にも色々制限はあるのだろうか。直接確かめれば嘘かどうかを見分けられるユグラ教の面々は、その手段を封じられると逆に真偽の区別が難しくなりそうだな。追々使え……意識に留めておくとしよう。

「ま、調べ物はこれからだ。行くぞ」

「さっきの流れのドサクサに紛れて、門の内側に移動したのは良いのですが……これ、バレたら怒られますよね？」

　先ほどの騒動のついでにこっそりと中に入らせてもらっている。てっきり門前にも護衛がいるか、門は閉じたままだと思っていたのだが村人には後で礼を言っておくとしよう。そのまま屋敷へと近づき、当たりをつけた部屋の真下まで近寄る。都合のいいことは立て続けに起こっており、窓がしっかりと開いているので上の階にいるであるキスタイン卿の声も微かに聞き取れる。いやまあ、こういう手合いは去って行く村人の背中を見降ろすのが定番だしね？

「ふん、ようやく帰ったか。理解の悪い者が喚きよって、肉体労働者は肉体労働者らしく黙って体を動かしておれば良いのだ」

「しかしキスタイン卿。あの様子ですと他の村の情報などもそれなりに調べているようですが、納得しますかね？」

「その為に情報を与えてやったのだシルベッタ卿。貴方の管理する村から情報を得れば、自分達の村だけが相場を下げられているのではないと納得するだろう。奴らの情報網では他の村から話を聞く他ないのだからな」

　おっと、まさかのシルベッタ卿までセットときたか。両者の仲が良いとは聞いていたが、これはなんというか……都合が良すぎてつい邪推したくなるレベルだな、おい。

「それで……いや、流石です！」

「こういったことは一人でやるものではない。同じ意志を持つ者を巧妙に嗅ぎ分け、そして結託する社交性があって初めて堂々とできるのだよ」

「ごもっとも。では、乾杯」

「んっ……お前達も飲むか？」

「いえ、仕事中ですので。それにそのような高価な物は……」

「仕事なら今しがた済ませただろう？　それにこれは私の抱えている商人からの献上品だ。いつも甘い汁を飲ませていただいているのでとな。ハッハッハッ！」

　よし、こいつらは黒判定。少しくらい村のことを重んじるのであれば優しくしてやろうとも思ったが、分かりやすい小悪党で何よりだ。さっそく料理の方法を考え……と、待てよ？　こんな会話を聞いてラクラは大丈夫か？　イリアスなら真っ先に窓から突入しそうだが、そんなトラブルはゴメンだぞ？

「ラクラ、行くぞ」

「あ、はい。それにしても分かりやすいほどに真っ黒でしたね」

「……そうだな。お前は何か思うところはないのか？」

「酷いとは思いましたけど……こういう人もいるのですねと」

　この力の抜け加減はある意味ありがたい。感情に任せて行動する人間の熱量は目を見張るものがあるが、暴走しないようコントロールするのに苦労するからな。もっとも、そういった人間の生きざまの方が見ていて気持ちの良いものだったりするのだから人間は難しい。

　一応屋敷から出てきたシルベッタ卿の後をつけ、彼自身のことを少々調べるも案の定キスタイン卿にすり寄るだけのハイエナ貴族だった。バンさんの商館へと戻り、これまでの経緯を説明する。バンさんも『まあそうでしょうな』とため息まじりに納得してくれる。

「でも実際、これって解決できるものなのですか？」

「難しいところですな。我々商人が出張ればお世話になっている貴族の方々にも迷惑が掛かります。貴族の方々は諍いを好みませんので、協力を得られるかというと難しいところです」

「尚書様なら説得できそうですけど……」

「やろうと思えばな。ただそうなれば協力した貴族やその介する商人達が今後報復の対象にもなる。ああいう手合いは根に持つからな」

　人が争いを好まない理由として、自分にも被害が及ぶのではというリスクを恐れることが挙げられる。悪を裁きたい気持ちはあっても、行動に移せるのはそれだけ強い権力や地位が必要となってくる。複数の貴族を相手にするのであれば当然尻込みもされるし、その後のケアも大変な手間となってくるだろう。

「その割には悪い顔をしていますな」

「凄い悪い顔をしていますよね」

「悪いな、ちょっとばかりキスタイン卿の情報を分析していてそっち側に染まってるって感じだ」

　こちらが出歩いている間、バンさんにはキスタイン卿を始めとする貴族達の情報をまとめてもらっていた。相手にとって効果的なダメージを与えるには相手の立場となって考えることが重要だからな。直接会うことで色々と理解することもできた。ここに戻ってくるまでの時間である程度の策は考えてある。恐らくこの手段なら上手く嵌るとは思うが……そこからどう繋げたものか……。ああ、そうだ。これでいこう。

「うう……尚書様が何だか怖いです……」

「こんな『俺』にも慣れとけ。バンさん、早速ですがこのような注文は大丈夫ですか？」

　この策にはバンさんという協力者が非常に役立つ。何せ奴らにとって魅力的な餌を持っているのだから。内容と目的を話すとバンさんまで悪い顔になっている。そしてラクラはドン引きしつつもバンさんが用意したお酒を飲んでいる。ある意味大物だよ、こいつ。

「なるほどなるほど。これならばキスタイン卿を始めとした貴族だけではなく、その下で甘い汁を啜っている商人にも打撃を与えられますな。しかし最後の詰めの方ですが……あの方がそのように動くでしょうか？」

「ええ、問題ありませんとも。そうなるように誘導しますので」

「……今後とも貴方とは公正な取引を続けていきたいものですな」

「まったくです。バンさんが敵に回るとなると、もっと複雑に搦からめ捕る算段を付けないといけませんからね」

　これは後日聞いた話だが、悪い顔をした二人の大人の会話は小間使いの人のトラウマになったらしい。大丈夫だとも、君も商人ならばきっとこういうことにも慣れるだろうとも。












07　さしあたって日常に戻ります。








　ラーハイトと名乗る男とメジスの暗部が引き起こした一件が収束し、ターイズには再び穏やかな日々が戻ってきた。しかしそんな時だからこそ鍛錬を怠ってはいけないと、つい帰りが遅くなってしまった。彼がくるまでは炊事などの家事も毎日行っていたのだが、気づけば私の家には四人も住む大所帯。家事を分担することで余裕ができたおかげとあって、つい鍛錬に時間を割きすぎてしまった。しかしこれは単に他人に甘えてしまっているだけではないだろうか。

「今帰ったぞ」

「おかえりイリアス！」

　……それでもやはり悪くない。こうして笑顔で出迎えてくれる者がいるだけでも随分と日々に彩を感じられる。出迎えたウルフェの頭を撫で、居間へと向かう。夕食の香りが空腹の体を心地よく刺激してくれる。今日の夕食の当番はウルフェだが、この子も簡単な料理なら十分に美味しく作れるようになっている。ウルフェ自身のやる気の高さ、彼やマーヤの教え方が上手なのもそうだが『犬の骨』のおかげで舌が肥えているのも理由の一つだろう。

　ただ気になったのは居間に並べられている食事は二人分、席の位置を考えると私とウルフェの分なのだろうが……ラクラと彼の姿が見えない。先に食べたとは考えにくい、あの二人もなんだかんだと人と一緒に食べることを好むし、何よりウルフェに寂しい思いをさせるような真似をしない。

「彼とラクラはどこに？」

「ししょーとラクラはバンさんのところです！」

　ああ、あの商人のところか。彼が金策の際に世話になっている商人、ウルフェと出会った切っ掛けもそうだったか。何かしら忙しいのだろうか、しかしラクラまで一緒と言うのが少し気になる。あの二人は互いに文句を言い合うわりに仲が良い。ラーハイトの件も私に隠れて色々と動こうとしていたしな。と、いうことはだ。ひょっとしてまた何か陰でこそこそと動いているのだろうか？

「イリアス、ごはんたべない？」

「もちろん食べるとも。すまない、つい彼がラクラと何をしているのかと気になってしまってな」

「……しっと？」

「それはない」

「びっくりした」

　私自身も自分の返事の早さに僅かながら驚く。私も随分と会話の能力が上がっているのではないだろうか。それはさておき、彼は私の知らないところで様々な出来事に巻き込まれている。私が踏み入ればそれに加わることができるが、全てに加わることなどできるはずもない。ではなぜ寂しさを感じるのだろうか。それは……まあ、そうだな。この気持ちについては自分でもはっきりとわかる。

「日常が物足りなくなっているのかもしれないな」

「ものたりない？」

　彼がこの国に現れてから様々なことが立て続けに起きている。それらは私にとって刺激のあるものばかりだった。いや、魔王の話に限っては刺激どころで済む話ではないのだが。しかしそんな刺激を受け続けたせいで私の中に確かな変化が生まれている。鍛錬をいつも以上にこなそうとするのもこれらが関係しているのだろう。

「彼が関わることは色々と特殊な場合が多い。あとから話を聞かされるよりも、一緒に経験した方が良い思い出になるだろうしな」

「しっととどうちがうの？」

「それはだな……」

　うん？　これはあれだな。見方を変えれば私は彼と一緒に行動しているラクラを羨ましいと思っているのではないのか？　となれば嫉妬と言う言葉も間違いというわけでは……。だが否定した以上、別の言葉で説明しなくてはならない。

「それは？」

「……羨望だな」

「せんぼー？」

　首を傾げるウルフェ、まずはそこから説明しなくてはならないか。だが話題のネタがあることは悪くない。食事をしながらゆっくりと話すとしよう。
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　キスタイン卿に呼び出されたかと思えば、相場の再確認を行うようにとのご命令。聞けば村人達が納めている食料や資源に対する価格の値下げに抗議があったとか。可能性は低いかもしれないにせよ、村人は代わりに収められる資源を用意するかもしれないのでその対応の為の再確認というわけである。確かに今納めている物以外を代わりにされたら価格の調整には色々と手間が掛かる。これ見よがしに時間を稼いでしまってはキスタイン卿の言い分が怪しく見えてしまうだろう。

「だからといって、私の仕事が増えるのは流石に勘弁して欲しいところですがね」

　とはいえ私もキスタイン卿に甘い汁を啜らせてもらっている一商人、ここで金づるの機嫌を損ねることは避けなくてはならない。どの道今の相場は山賊の問題の解決やらで微妙な変化を繰り返している。自分の為にもなるだろう。

「食料に関してはさほど変化はなし……っと。食料については各国で充分に自給できているし、嗜好品の物流が少々増えるくらいですか」

　特に最近では塩の入荷が少々目立つ。『犬の骨』だったか、どうも塩を使った料理を全般的に押し出し、成功を収めている。その影響か塩を使おうとしている食事処が増え始めているのが理由とみて間違いないだろう。ただこの辺の嗜好品の扱いはヘマをすると大損になる。手を出すのは早計と考えるべきか、どうも楽な稼ぎを知ってしまうと商人としての嗅覚が弱まってしまう。

「おや？」

　ふと、市場の中に見慣れない商人を見つけた。ターバンに口元を覆う布、少なくともこのターイズで活動している商人ではない。他国からの商人と見て間違いないだろう。念の為品揃えを確認……なるほど、この男はメジスの商人か。扱う商品の品質も悪くないし、値段もしっかりと相場を把握している。表情を上手く隠しているところを見るに、商人との交渉に慣れてきている感じか。もっとも、熟練の商人ならば表情などいくらでも誤魔化せるのだからまだまだ修行中の身といったところだろう。

「いらっしゃい。冷やかしでも歓迎だよ。ゆっくり見ていってくれ！」

「冷やかしだけで終わるつもりもなかったのですがね」

「メジスからの輸入品だからね。人が止まってくれるだけでも十分に他の客を見込めるのさ」

　露店の前に人がいれば通行人も自然と目が行く。それが国内でなかなか見ない品ともなれば意識する者も多いだろう。どの道じっくりと観察したいと思っていたところだし、丁度良い。

「それにしても、山賊の一件が片付いてからさほど日にちが経っていないというのに、その若さで随分と積極的ですね」

「あらら、若いってわかっちゃうか。まあ、経験は積んでいるけど面の皮はまだまだ薄くてね。山賊の件に関してはユグラ教の方から教わったんだよ」

「そこは経験で身につくものですからね。そうか、ユグラ教も山賊討伐に駆り出されていたと聞いていましたがそのようなツテがおありですか」

　人脈をひけらかすこと自体、まだまだ青い。貴族ならばいざ知らず、商人は大事な人脈は隠しておくのが基本。あまり知られてしまうと頼られるのが当然となってしまい、価値が下がってしまうからだ。しかし基本は十分に理解できているし、行動力もある。知り合いになっておくのも悪くないだろう。

「メジスは商人よりも聖職者の方が多いからね。他国の情報を仕入れるのなら聖職者とも仲良くなっておかなきゃ」

「一理ありますね。──おや？　そちらの奥にある箱の中身は……」

　手前に出している売り物の商品自体はよく見るメジスの商品だが、その奥に置いてある物につい目が行ってしまう。明らかにメジスのものではなく、それでいて市場になかなか出回らないような希少な品が幾つかある。これはまさか──

「ああ、こちらはターイズで仕入れた物で黒狼族の村との交易品だよ。三日後にはメジスに帰るんでね、何も持ち帰らないのは商人として損だろう？」

「……やはりそうですか。しかしこれをどうやって？」

　最近になってターイズに新たに亜人の村が発見された。その村の周囲の森は特殊で希少な植物などが取れる。商人として知らないはずがない。だがその亜人の村との交易の全てはその村を発見し、国との交友を築き上げたバンという商人が独占している。生半可な手段では手に入れることはできないはずだ。

「この国の商人のバンさんから特別に卸してもらったんだ。『俺』は元々冒険者でね、同じ冒険者だったバンさんとはちょっとしたコネがあるんだ」

「それで……なかなか稀有な関係をお持ちで。少し見させていただいても？」

　知りたいことを随分とあっさりと教えてくれるものだ。こちらとしては非常にありがたいが……バンはキスタイン卿とは親しくなく、真っ当な商売を好む男だ。あわよくば良い切っ掛けになるかとも思ったが、下手にこの男に関わるのは避けるべきだろう。だが調べられるだけ調べておいて損はない。

「バンさんとの約束でこの国には卸せないけど、見る分には構わないよ」

「それでは少々失礼……」

　噂に違わぬ希少な品々、これらを上手く捌ければそれだけでかなりの儲けも期待できるだろう。同じ商人として、実力ではなく縁によってこのような機会を掴めるというのは正直妬ましい。だからと言って、危険な橋を渡るつもりもないが。ただ亜人の村の物以外にも幾らか目を引くものがある。それは酒、主にターイズで入手できる物が大半ではあるがどれも品質が高く、値段も手ごろというラインナップ。この男、酒の目利きも優れているようだ。

「あ、おーい！　そこの人ー！」

「え、私ですか？」

　こちらが品を見ていると、突如男が女性に声を掛けた。呼ばれた女はそのままこちらへとやってくる。フードから覗く顔は若い女で、見た目からすぐにユグラ教の聖職者と分かる。

「やっぱりラクラさんじゃないか！　ラクラさんもターイズに来ていたんだな！」

「ええと……どちら様でしょうか？」

「ああ、この格好じゃわからないか。ほら、以前贈り物をしたいからとうちからお酒を買っていっただろう？」

「……ああ、声で思い出しました！　お久しぶりです。その節はお世話になりました。ウッカ様も非常に喜んでくださりましたよ」

　ウッカ様？　まさかこの女、ユグラ教の大司教の中で最も人脈が広く、貴族達とのコネも多いと有名なあのウッカ大司教の関係者なのか？　ウッカ大司教は大司教の中では最も実力が低いとみなされているが、それでも大司教で居続けられる理由として金策に優れた人物であることが知られている。貴族を始めとした多くの富裕層からの寄付金の大半を集め、ユグラ教の活動に大きく貢献している。他国の情報に詳しい商人ならば自国の貴族よりも知っておくべき人物だ。

「そうだろう？　実は後日にウッカ様がうちに来てくれてね。酒の品揃えを気に入ってくれて、贈り物を選ぶ際にはよく贔屓してもらっているよ」

　こ、この男。まさかウッカ大司教にもツテがあるのか!?　この若さでどれだけ幸運に恵まれているというのだ!?　いや、ターイズの市場を熟知している私でさえ入手が困難な名酒もきちんと押さえている。これだけ酒の目利きができるのであれば、信用に足る実力があるのは事実だ。

　この男、やはり今のうち親しくなっておくべき相手だ。だが一個人の商人として踏み込めば警戒される恐れもある。基本ができているだけに、こちらの下心を見抜く技術もそこまで低いわけではないだろう。そうなると取るべき手段は……キスタイン卿の力を借りるべきだ。

「失礼、ひょっとしてそのウッカ様とはウッカ大司教様のことでしょうか？」

「あ、はい。私はウッカ様の弟子でラクラ＝サルフと申します」

　そう言ってラクラと名乗った女性はユグラ教のロザリオを見せてくる。大司教の派閥に入っている者は、身分証代わりに自らが付ける装飾品に大司教のシンボルを刻んでいる。ロザリオの裏にある刻印、確かにあのウッカ大司教の物だ。

「おお、まさしく。あのウッカ大司教様に気に入られているとは、貴方は天に気に入られているようですね」

「そこまで重宝されているわけじゃないけど、運は良い方だと思っているね」

「そうだ。実は私が懇意にしていただいている貴族の方がウッカ大司教様と一度お会いしたいと願っているのです。是非とも紹介の懸け橋になっていただけませんでしょうか？」

「貴族の方？」

「ええ。ウッカ大司教様の生き方などに大変感銘を受けておりまして。もしもうまく仲良くなれるようでしたら、きっと多くの寄付を出していただけると思いますよ。そうなれば貴方もウッカ大司教様からより感謝されることになるでしょう」

　ユグラ教の聖職者の一部は嘘を見抜く。しかし、今の発言に嘘はない。キスタイン卿が大きな人脈を持つウッカ大司教との接触を望んでいることは事実。あのケチなキスタイン卿も、今後の利益を考えれば相応の寄付金を提供する可能性は十分にあるからだ。

「うーん。まあそれくらいなら構わないけど。ただウッカ様はメジスにいるわけだし、すぐにってわけにはいかないよ？」

「それはもちろん。急かすつもりなどはありませんとも。ただせっかくですから貴方がこのターイズにいるうちに、是非ともキスタイン卿とお話をしていただけないでしょうか？　知らぬ相手を紹介するわけにもいかないでしょうし」

「それもそうか。それじゃあその段取りは任せてもらっても？」

「ええ、ええ。都合がよろしいのであれば明日の夜にでも。……そういえば恥ずかしながらお名前を聞いていませんでした。私はカシコと申します」

「ああ、『俺』の名前はブービーって言うんだ。それじゃあよろしく頼むよ」
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　夕方には露店を畳み、事前に借りていた倉庫に品物を預け適当に夜まで時間を潰す。そのあと確保していた宿に戻ってくつろいでいると部屋の扉をノックする音が響く。

「どうぞ」

　部屋に入ってきたのはバンさん。そしてバンさんが部屋に入るタイミングで姿隠しの魔法を解いてラクラが姿を現した。

「お疲れ様です。首尾よくいったようですな」

「ええ、明日にはキスタイン卿と直接交渉の場になりそうですね」

「……尚書様という人がどんどん信じられなくなりますね」

「そう言うな。ラクラも良い演技だったぞ」

「人を騙すと言うのは良心が痛みます……私にあんな真似をさせるなんて……」

「その真似がキスタイン卿への詰めになるんだ。お前の無事も兼ねてな」

　人を魔法で誘惑しようとした奴の台詞とは思えんな。それはさておき、第一段階は無事にクリアすることができた。直接キスタイン卿と接触する行為は相手に警戒心を持たせることになりやすい。金や権力を持つ者にとって、自分に寄ってくる相手をいうのはそういう相手だと彼らは知っているからだ。だからこそ、最初の接点はキスタイン卿が抱え込んでいる商人を利用させてもらうことになった。自分が信用している相手からの紹介となれば、その警戒心は大きく下がることになるからな。権力者の情報を徹底して調べる場合、何かしら痕跡が残り、身構える時間を作らせてしまう。商人ならばその難易度はぐっと下がる。

「しかし、随分と手馴れておりますな。相手は腐っても熟練の商人、簡単に騙せるとは思いませんでしたが……」

「そこはバンさんの協力のおかげですよ」

　実力のあるターイズの商人ならばバンさんと黒狼族の関係を知らないはずはない。だが国がバンさんに交易を独占させている以上、簡単に手出しできないことも理解している。そこに付け入る隙があるように見せればひとまずは食いつく。他国に流す予定の黒狼族の森の特産品を借り、自分が持っているように見せる。それだけで知恵の働く商人には新たな金儲けの可能性が見えてくるだろう。

　ただそれだけでは弱い。相手はキスタイン卿と結託し、弱者から金を吸い上げる楽な金儲けを知っている。危険な臭いがする案件には簡単には足を突っ込んでこないだろう。そこで利用させてもらったのがラクラの師匠であるウッカ大司教だ。各国の貴族とコネがあり金銭の流れに大きな影響力を持つウッカ大司教の存在は、金儲けが大事な商人からすればエウパロ法王以上に注目せざるを得ない存在。キスタイン卿やシルベッタ卿を始めとする狡い貴族達との関係がないことは事前に調査済みだ。

「尚書様、ウッカ様とキスタイン卿が既に親しい仲であった場合はどうするつもりだったのですか？」

「それならもっとやりやすい。ラクラはウッカ大司教の弟子なんだ、相手からすれば媚びを売っておきたい相手になる。もっとテンポよく話が進むだけだ」

　他にも色々と細かい仕込みはしてある。実力のある商人であることを意識させる為に、事前に酒選びのセンスに秀でたゴッズにある程度の酒の入手ルートなどを聞いておいたのだ。バンさんから借りた商品だけではインパクトが弱いが、致命的な飯の不味さを酒のセンスだけで店を持たせていたゴッズの手腕を真似ればそのラインナップは上級なものとなる。相手の商人はしっかりとこちらが用意していた酒の銘柄を確認し、『俺』が酒の目利きに優れた人物だと錯覚していた。

「尚書様、尚書様、こちらのお酒は……飲んでも？」

「こっちは自費で買ったんだ。きちんと金は払わせるぞ」

　ある程度はゴッズから借りたりもしたが、その大半は自費で購入している。ある程度はバンさんに買い取ってもらえるだろうが、それなりの出費になるのは変わらないだろう。だが金で信用を買えると思えば安い。

「うう……。そういえばバンさんは普通にこの宿に足を運ばせましたのに、私はどうして姿を隠す必要が？」

「大雑把に言えば念の為だ。そもそもラクラとは今日再会したという設定だからな。再会したその日に宿に呼びつけるのは流石に不自然だろ？」

「それはまあ……でも若い男女ですし？」

「そういう誤解を与えたくはない。キスタイン卿がそれなりに切れ者なら商人から話を聞いたあとにすぐこちらの調査を行うだろう。現時点でこの宿は見張られていると考えた上での行動だ」

　ラクラと異常に親しいと判断されれば、女性を利用したトラップなのではと考える可能性が……この世界にあるかは定かではないが慎重に行動することに越したことはないだろう。もちろん盗聴対策にバンさんには盗聴防止の魔法を使用してもらっている。冒険者あがりの商人にこういったスキルがあるのは非常にありがたい。

「その考えは正しいと考えてよろしいですな。宿の周囲に数人、張っている人間がおりましたからな」

「そうなんですか？　私は気づきませんでしたが」

「斥候役として活躍していた私の眼は誤魔化せませんとも！」

「流石ですね。ただキスタイン卿もある程度頭が回ることはこれで判明しました。バンさんは帰るまでに酒を一本飲んで顔を赤くして帰ってくださいね。これは奢りです」

「これは役得ですな。ラクラさんもいかがです？」

「わーい！　ではこれを飲みましょう！　凄く良い匂いがします！」

　甘やかすなよとツッコミたくなったが、ここは我慢。バンさんからすればラクラと懇意にすることが、商人として有益であると今日の出来事で明らかになっている。ウッカ大司教に『ターイズの商人でしたらバンという方が良いですよ』と口添えしてもらうだけで大きなコネクションを作ることができるのだ。役得としての旨味はしっかりと味わってもらおう。ラクラには言わないでおくが。

「それで、このあとはキスタイン卿と直接接触し、先日に語っていた展開に持ち込むわけですな」

「ええ。本人を前に雑談できるのであれば、理解するのはだいぶ楽になりますからね。ここからが『俺』の得意分野ですよ」

「ここまでの手腕も見事だったのですが……」

「これまではバンさんやゴッズの協力があってこその結果です。それを自慢するほど傲慢ではありませんよ」

「つまりこれ以上の技術を披露してみせると……お手並み、学ばせて頂きましょうか」

　バンさんは酒で顔を赤らめながらも、その表情には真剣さが滲み出ている。やはりこの人はプロの商人だ。相手がバンさんでなかったことは実に喜ばしい。この人を騙すとなると今回以上に骨の折れる作業をしなくてはならないだろう。異世界に降り立って、最初に立ち寄った商館がこの人のところだったのは『俺』個人のくじ運にも感謝しないとな。

「うーん！　美味しいです！　こっちも飲みません？」

「おうこら、お前はバンさん以上にガパガパ飲むな！」

　結局三本近く高い酒を空けられることとなる。実に痛い出費であった。





[image: ]






「キスタイン卿、ブービーと名乗る商人がいらっしゃいました」

「そうか、応接室に通せ」

　昨日の昼、相場の再確認を命じていたカシコから是非とも会って欲しいと言われたブービーと名乗る商人。カシコの話によれば黒狼族の村との交易を独占しているバンと同じ冒険者あがりの商人であり、あのウッカ大司教にも気に入られているとのこと。カシコの話を真に受けるのであれば、確かにツテを作っておくべき存在ではある。念の為にと配下の者に行動を探らせてはみたが、夜にバンと接触していたこと以外は特に着目すべき点は見られなかった。もっとも、そのバンは酒を散々飲んでふらつきながら帰っていたそうだが。明後日にはメジスに帰るとの話、普通に酒を飲み交わしていたのだろう。こちらが考えていると、シルベッタ卿が興味津々な顔でこちらを見ている。

「キスタイン卿、知らぬ名前の商人ですが……どう言った方なので？」

「カシコが見つけたメジスの商人だ。実力もあり、運にも味方されている若い男で利用価値が高いと言っていた。私に会うように勧めていたようでな。今日は私自らその男の価値を見極めようといったところだ」

「メジスの商人ですか。山賊の件が片付いたことを聞いたとしても、随分と早くターイズに足を運んだものですな」

　少し前までこのターイズの山森には山賊どもがこぞって巣食い、この国に現れる商人を襲っていた。その噂のおかげで他国の商人の大半が足を運ばなくなり、自国の商人達も金稼ぎの手段が随分と限られる事態となった。それを解決してくれたのはありがたいが、女であるラッツェル卿が最も大きな功績を得たというのは不本意である。せめて私が懇意にしている騎士の誰かが活躍していれば、それを肴に他国の貴族と近づける切っ掛けとなったものを。

「そうだな。だがそれらの情報を素早く掴み、儲けられる好機だと動いているのであれば確かに優秀そうではある」

「私も同席させてもらって構いませんかな？」

「……もちろんだとも。ただしシルベッタ卿もその男の品定めには協力してもらうがね」

　できることならばシルベッタ卿には会わせたくない。シルベッタ卿は犬のように従順な男、だがその犬らしさは忠誠を誓う騎士のそれとは違い、自身に利潤があると理解しているからこその動きだ。私の利益となる為に動くのであれば言うことはないが、私個人の利益を分かつことはなるべく避けねばならない。応接間へ向かうと話に聞いていた通りの風貌の男が椅子に深々と座り、出されていた酒を美味そうに飲んでいる。所詮は冒険者あがりの野蛮人か、礼儀に関しては目を背けたくなるほどの酷さだ。シルベッタ卿の表情も些か引きつっているのが分かる。

「──コホン」

「あ、どうもキスタイン卿！　ええとそちらの方は？」

「私の友であるシルベッタ卿だ。この場を共にすることになるが構わないかね？」

「そりゃあ構いませんとも。ここはキスタイン卿の屋敷ですからね！」

　ここは我慢だ。私が見極めるべきはこの男の礼儀作法ではなく、この男が使えるかどうかの一点のみ。利用価値があるのであれば上手く利用し、そうでなければ追い払えば良いだけのこと。席に座り、護衛に酒を注がせる。

「君、キスタイン卿の屋敷だと言うわりには礼儀が悪いのではないかね？　被り物を脱がず、顔を隠したまま──」

「ああ、こりゃ失敬。だけどこれには意味があるのさ。礼儀一つで人を分別する程度の相手とは付き合うなって師匠からの教えでね。頭が固いだけで物事の真意を見極められない相手を見分けるにゃもってこいなんだよ」

　なるほど。私が頭の中で思っていた酷評を即座に口や行動で示す相手とは付き合う価値もないということか。礼儀を知らぬ口調もその為に改善する気はないと。この男、私と同じように相手を品定めするつもりでここにいるのだろう。

「それならば私はその最低限の篩い分けには残ったということかね？」

「そりゃもちろん。カシコさんのような熟練の商人から紹介を受けているくせに、いきなり門前払いにするようじゃ儲け話を持ち掛けたくなくなるからね。客も商人を選ぶかもしれないが、商人だって客は選ぶ。柔軟な頭の持ち主相手じゃなきゃ、手だって握りたくないさ」

「正直な男だ。だがその心意気は気に入った。ではお互い、存分に品定めに励もうではないか」

「話が分かるお人だね。そんなわけでこれは外さないけど構わないよな？」

「顔色を読まれたくないということか。商人ならば自力で隠すものではないのかね？」

「こうしていれば視線は嫌でも『俺』の目に行くだろ？　相手を見る時は目を見て話すのが一番なのさ」

　この話はカシコからは聞かされていないが理には適っている。ユグラ教の聖職者は嘘を見分ける技術を身につけているが、我々貴族や商人のやり方は相手の表情や態度で見分ける。特に言葉を語る際に着目すべきは目、その者がどれほど真意を込めて話しているかは目を見れば良く分かる。顔を隠していれば否応なしに目を見て話さざるを得ない。

「良かろう。商人の知恵ということで大目に見るとしよう」

「し、しかしキスタイン卿……」

「シルベッタ卿、君は彼の言葉を聞いてなお礼儀作法を説くつもりかね？　仮にこの場で彼が礼儀正しくなったところで我々には微々たる満足感しか得られない。その為だけに貴重な時間を費やしたいのであればこの場にいる資格はない。無理にこの場に残れと言うつもりもないが、どうするかね？」

「わ、わかりました……」

　カシコは甘い汁を吸える相手として紹介したに過ぎない。だがこの男、場合によってはかなり使える者である可能性も高い。それを確かめずして追い払うなど凡夫のすること。いや、いっそシルベッタ卿にはこの場で退席してもらった方が良かったか。しかし友と紹介した上で席を立ってもらうような真似をするのは些かやり過ぎではあるか。

　ブービーとの会話はなかなかに有意義なものが多かった。ターイズのバンの周辺を始めとした情報から、メジスにいるウッカ大司教に関する情報など様々だ。その中で最も私の興味を引いたのは、そのウッカ大司教がこのターイズにそう遠くないうちにやって来る可能性があるということだ。

「それは本当かね？」

「ユグラ教が主だって行う収穫祭にエウパロ法王が顔を見せに来るそうで。ウッカ大司教はそのお供といったところだな」

「エウパロ法王はメジスの王よりも権力を持つお方。その人物がわざわざターイズに来ると言うのか」

「実際にはこの国の王様に別の用事があるとか。それが何なのかまでは流石に教えてもらえなかったけども」

「君はその情報をどうやって掴んでいるのかね？　言えないのであれば無理には聞かないが」

「ウッカ様本人から。いつも買いに来る酒の話で次の分も仕入れておきますと言ったら翌月の分はいらないと言われてね。その時にちょちょっと聞き出したってだけ。あのお方は大事なことは意識的に喋らないようにしているけど、それ以外のことは案外ポロポロ口にしてくれるのさ。ここターイズでは山賊の問題があっただろう？　そこを心配したら無事解決したってことをポロっとね」

　ウッカ大司教は多くの人脈を持つ。しかし当人の能力よりもその人柄が良いと噂の人だ。ならばその話も嘘というわけではないだろう。山賊の件などもメジスの重役であるウッカ大司教からそれとなく聞き出せたのであれば納得がいく。ユグラ教の情報網はどの国の情報網よりも広く、早い。山賊討伐の際にはユグラ教も動いていたことを考えれば、解決と同時にメジスにその情報が広まっているのも頷ける。それでこれほど早くターイズにまで商売をしにきたと。多少拍子抜けではあるが、この男はウッカ大司教から様々な情報を聞き出せる存在として十分に価値がある。いや、それ以上にこの男を通せば私自身が彼と懇意になることも十分に可能となるだろう。

「ブービー君、良ければ君にはウッカ大司教がこのターイズに訪れた際に、私のことを紹介してもらえないかね？　もちろん見返りは用意する」

「うーん。紹介すること自体は悪くないと思うけどさ」

「何か不都合でも？」

「ほら、『俺』は明後日にはメジスに戻る。バンさんから色々と良い品を買い付けることができたわけだし。それを捌いてからこっちにすぐに出戻りとなっても収穫祭に間に合うかと言われるとなぁ……」

　確かに、収穫祭までの期間はそう遠くない。メジスに帰り、すぐにターイズに戻れば間に合わないこともないが……仕入れた商品を捌くには一週間以上は掛かるだろう。ウッカ大司教が収穫祭の終わった後にどれほどターイズに滞在してくれるかはわからない。しかしウッカ大司教に取り入るにはやはり彼自身を私の屋敷に招き、盛大にもてなす必要がある。遠方で名前を知られるだけと、実際に交流をするのとでは影響力に天と地ほどの差が出るだろう。

「ならばこういうのはどうだ？　君がメジスで売る予定の商品を私が買い取ろう。そうすれば君は収穫祭の間までターイズに滞在することができる。メジスに帰る必要があってもすぐにこちらに戻って来れるだろう？」

「なるほど、そりゃ良い……ってわけにもいかないな。バンさんとの約束でね、メジスでのみ売ることを条件に卸させてもらった商品をここで売るわけにゃいかない。商人の信用にかかわる」

「君がメジスで売る予定の倍で買い取ると言ってもかね？」

「……正気かい？」

　今この男、明らかに視線が下に逸れた。私の発言に大きく揺れたのがまるわかりだ。大金が手に入ると分かればすぐに動揺する、やはりまだ青いな。だが、この反応ならば問題なく交渉できる。

「本気だとも。見返りは用意すると言っただろう？　君は本来以上の儲けが生まれ、さらに私に恩を売ることもできる。私はウッカ大司教との繋がりを得ることができる。互いに利益の生まれる取引だ。何も疑うことはないだろう？」

「そりゃそうかもしれないが……商品はどう処理するつもりなんだ？　一個人で使いきれる量じゃないぞ？」

「私の下には融通の利く商人が何人もいる。その者達に少量ずつ分配し、他国で通常通りに捌いてもらう。そうすれば最低限の元は取れるし、バンに気取られる心配もない。君がどうしても心配だというのであれば、メジスにだけ売りつければ筋は通せるだろう？　もちろん商品の代金は現金ですぐに払おう」

　顔を隠していても分かりやすい男だ。視線が泳ぎ、悩んでいるのが手に取るように分かる。元々が希少な品だ。多少高く売ればある程度の金額は取り戻せるだろうし、何よりこちらが抱えている商人に対する他国の需要が増すことにも繋がる。これで味をしめるようならば今後も利用し、バンから商品を卸させるといったことも可能になるだろう。

「……カシコさんくらいの人なら信用もできるが、他の商人となると顔も名前も知らないからな。せめてそいつらの様子を見ておきたい」

「自分の眼で見ない限りは信用しないか……良いだろう。今はまだ朝、今から回っても十分に調べられるだろう。少し待っていたまえ」

　席を離れ、私やシルベッタ卿の配下である腕の良い商人への紹介状を用意させる。表向きはターイズで商売を行う際に仲介役として協力を行うようにとの内容にし、あとはブービー本人がその商人達の真贋を見極めれば良いだけのこと。誰もがカシコと変わらぬ腕利きの商人、一人二人は目利きに適わない可能性もあるがこの男を満足させるには十分だろう。

「それじゃあ善は急げだ。『俺』はこの商人達に顔見せに行ってくるよ。……もしさっきの提案を飲むことになったら、商品はどこに運べばいい？」

「私が保有している資材庫がある。私の紹介状を見せれば夜にでも通れるようにしておく。商品の代金もそこで渡そう」

「代わりの中身も用意してもらえるか？　ターイズを出る時に手ぶらや空箱ばかりじゃ怪しまれる」

「なるほど。抜け目がないな。準備をさせておこう」

　ブービーが屋敷を出る姿を窓から見下ろす。念には念を、昨日と同じく護衛の一部にブービーの監視を命じる。このまま私が紹介した商人達を回るだけならば良し、もしもバンと接触するようであればこの話はなかったことにするだけだ。もっとも、アレだけの動揺の後ならば下手な接触はしないだろうがな。

「しかし……大丈夫なのでしょうか、キスタイン卿」

「あの男は昨日の段階でバンと接触していた。少なからず私の話が出ているのであればある程度の警告くらいは受けているに違いない。それでも顔を出したということは金を儲けられると踏んでのことだろう。ならば明確に利益があることを示せば御することは容易い。もしも私を裏切るようであるならば、その時は二度とこの地に足を運べぬようにすれば良い」

「な、なるほど……」

「そう不安そうな顔をする必要はない。もしもウッカ大司教が複数日滞在する予定ならばシルベッタ卿のことも紹介するとも。その時のもてなしのことでも考えておけば良い」

「そ、そうですな！　いや、実にありがたい！」

　もっとも、ウッカ大司教に取り入るまでは私が最大限にもてなすつもりだ。それまでの日数を除いた上で余裕があればの話だが。ターイズでウッカ大司教を懇意にしている貴族は皆無というわけでもない。少なからずその者達のところも訪れることになるだろう。そう考えればシルベッタ卿のことを紹介する余裕はないに等しい。まあ、その時は次の機会をお膳立てすれば済む話だ。

　その夜、護衛の報告に酒がより美味くなった。ブービーは紹介状を書いた先の商人を徹底して周り、日が沈んだ後に私の資材庫に現れて商品を置いていった。バンの方にも監視を向けていたが接触した痕跡は一切なし。つまりは私の思惑通りにことが進んだということだ。これであとはウッカ大司教に取り入り、各国の貴族とも交流を深めればより一層財を蓄えることができる。

「ハッハッハッ！　今夜の酒は格別に美味いな！」
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　彼の帰りが遅い。遅くなるとは聞いていたがそれにしても遅い。合鍵は渡しているのだから気にせずに眠ってしまえばそれでも構わないのだが、寝ている時に誰かが家に入ってきてはどのみち起こされる。ならば小言でも言おうと待っているのだが……。

「まったく……む、帰ってきたか」

　彼が玄関からふらりと現れるのをジロリと睨みつける。彼は少しだけ気まずそうな顔をしたが、すぐにいつもの不愛想な表情に戻る。

「なんだイリアス、小言でも言う為に起きてたって顔だな」

「……私の顔を見るだけでそこまでわかるのなら、もう少し早く帰ってきて欲しいところだな。こんな時間まで何をしていたのだ？　それとラクラはどうしたのだ？」

「そう怒ってくれるな。バンさんに頼まれた案件をちょちょっと済ませてきたところだ。ラクラは酔い潰れたから預けてきた。担ぐのは面倒だからな」

　言われてみればほのかに酒の匂いがする。彼自身はほとんど飲んでいないようだが、相当長い時間酒のある席にいたことは間違いなさそうだ。

「金策をするなとは言わないが、こんな夜更けまで働くような仕事を続けていては体を壊すぞ。君は人一倍脆弱なのだからな」

「肉体労働ってほどじゃないからな。昔もこんな感じで働いていた時期もあったさ。これくらいなら一ヶ月休まずとも苦にならないさ。いや、休みは欲しくなるけどな」

　朝から晩まで働いて休みなし、そんな重労働があってたまるか。そもそも日が落ちればまともな仕事効率にもならないだろうに。

「君の世界の労働はどうなっているんだ……」

「聞きたいか？　せっかくだし寝酒に付き合ってもらうか」

「君はな……まあ良い。小言を言ったところで大して反省もしないようだし、待たせてもらった分の話題が聞けると期待しよう」

　彼はどこで買って来たのか、割と高価な酒を取り出して注ぐ。バンのところで働いた報酬として貰ってきたのだろう。よもや労働の対価が酒だけとは思わないが……まさかな。彼は自分の住む国の国民達の労働について分かりやすく説明してきた。ただその内容については意味が分からない。朝に出勤して朝に終わるとは一体。ぶらっくきぎょう、恐るべし。

「ちなみに場所によっては、残って働くことに対する追加報酬はなしだ」

「馬鹿な!?　それでは契約違反ではないのか!?　君の国では労働に関する法律があると言ったではないか！」

「定時には上がったことにされていて、証拠は残らないんだよ。これが」

「そんな理不尽、許されるのか!?」
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「どこもやっているようなことだからな。社会問題になって是正される動きはあるが、その流れが浸透するには時間が掛かる。国が罰しようとしても、経営者は悪知恵を次々に思いつくしな」

　彼の世界ではいつまでも明るい部屋の環境が用意されている。その為朝や夜の概念がほとんどなく、労働ができてしまうのだ。外での労働に関してもわざわざ強い照明を用意し、夜遅くまで働かされそれでいて賃金は少ない。そんな世界で良く暴動が起きないものだ。

「肉体労働を除けば、君はこの世界の方が住みやすいのではないのか？」

「どうだろうな。不便なことの方が多いからな」

「不便……か。私は今の生活が不便だと感じたことは一度もないが」

「そこは文明の違いって奴だ。わかりやすく言えばイリアスが辺鄙な村に住むことになるとする。そうなると近くには市場もなければ商館もない。そういった状況下で今と同じように鍛錬に時間を費やせるか？」

「それは……君の住んでいた環境と今の環境とではそこまで差があるというのか？」

「実際にはそれ以上だな。家を出て少し歩けば生活必需品が一通り買える店が常に開いているし、家から一歩も出ずに欲しい買い物が手軽にできる。魔法が使えずとも複雑な料理が簡単にできる環境もあり、この世界で高水準な物が当たり前のように安く売っている」

　聞けば聞くほど彼の世界は優れている。しかしその優れた環境下では個々の差が生まれず、人は能力よりも時間を対価として生きている。学問や鍛錬を行ったところで、評価されるのは上位に上り詰めた者達だけ。中にはその成果を活かせぬまま、誰にでもできる簡易的な作業を延々と続ける以外に道がなくなる者もいるらしい。

「なんというか……窮屈になりそうだな」

「まあな。その点じゃターイズではのびのびできるってもんだ。門限は厳しいようだが」

「小言を言わせないだけに飽き足らず、皮肉まで言うか」

「別に言ってくれても構わないんだぞ。こちとら門限で叱られるような生き方はしてこなかったからな。逆にちょっと新鮮だ」

　私とて門限がどうこうで叱られた経験はない。だが叱られて嬉しいと思えるだろうか、いやないな。新鮮に感じるのかと言われれば……彼が門限でどうこう言う性格には見えない。ラクラは……何も言うまい。となればウルフェか、ウルフェに『イリアス、もんげんまもる！』とか叱られたら……なるほど、つい笑みが出てしまうかもしれない。

「君というやつは……。そういえば君の家族とかの話は──」

「悪いがそれはそのうちな。酒が不味い時にでも話す」

　彼にしては分かりやすく話題を避けてきた。人間関係が上手くいっていない自覚のある私でも、この態度に気づかないほどではない。確かに今無理に聞き出すような時期ではない、ここは素直に引き下がるとしよう。

「そうか。……ところで君の世界には騎士はいるのか？」

「いると言えばいるけどな。今となっちゃ形式的な感じだ。住んでいた国には騎士と似てはいるが、違った生き方をしていた者達がいたな。イリアス的には興味の湧きそうな話だが、聞くか？」

「騎士と似ているが、違う……確かに興味はあるな」

　結局このあとはサムライなる存在について彼の話を聞き続けることになった。国を護る存在ではあるがその生き方は確かに違っており、それでいてどこか惹かれるような存在。気づけば眠気すら吹き飛び、彼の話に聞き入っていた。話が終わったことに気付いたのは空が明るくなり始め、私が彼の話を頭の中でまとめている最中、居間のソファで眠っている彼に気づいた時だった。今度また続きを聞くとしよう。
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「キスタイン卿！　キスタイン卿！　起きてください！」

　早朝に扉を叩く音と配下の大きな声で目覚める。私が酒を多く飲んだ次の日の起床時間は遅くなるのが暗黙の了解だというのに。

「なんだ騒々しい！　貴様一体この屋敷に勤めて何年になっていると思っている!?」

「緊急の事態です！　資材庫に騎士達が！」

「なんだと!?」

　いくら眠気があるといっても、現在の資材庫の状況を理解できぬほど耄碌しているつもりはない。今あそこにはブービーから買い取った黒狼族の村との交易品が置かれている。国がバンに独占を許している商品が置かれているのが分かれば当然問題になる。急ぎ支度を済ませ馬車で資材庫へ向かい、配下に状況を詳しく説明させる。

「それが、明朝に騎士達が現れ『不当な取引があったという密告があった』と……」

「密告だと？　まさかブービーが──いや、奴の宿は今も監視を続けているはずだな!?」

「はい！　キスタイン卿の指示通り、資材庫に商品を運ばせた後も監視を続けていました！　寄り道をせずに宿へと向かったきりです。つい先ほども確認しましたが宿から出た痕跡はないと……！」

　奴に裏切る理由はない。仮にこれがバンの策略によるものだとしても、自ら不当な商品を送り込めば罰せられるのはブービー個人となる。いくらバンとの旧知の仲だとしてもそこまで義理立てをするような男には見えなかった。ならばどこかで会話が漏れていた？　バンがブービーを常に監視していたという可能性は？　いや、配下にはその可能性も常に考慮させて行動させていた。一端の商人が雇える程度の人物が私の監視に見つからないはずがない。

　資材庫に到着すると騎士達が資材庫の中から次々と木箱を運び出し、その中身を外に出して確認している。その中には紛れもなくブービーが持ち込んだ商品もある。知らぬ存ぜぬとの言い訳は無理があるか。ならばここはブービーを切り捨てる他にない。騎士達の所属を確認、あの色はラグドー隊、指揮を取っているのは……ドミトルコフコン卿か。ドミトルコフコン卿は私の到着に気づくとこちらの方へと歩み寄ってくる。

「キスタイン卿、貴公の資材庫から密告通り不当な取引があったと見られる商品が見つかった。このことに関して申し開きはあるかの？」

「……買い付けたことに関しては否定しませんとも。ですがこれは持ち掛けられた罠だったようです」

「ほう、資材庫の中身を確認するまで時間はある。詳しく話してもらおうかの」

「先日ブービーと名乗る商人が私の元を訪れ、バンという商人から卸してもらった商品を買って欲しいと売り込みがありました。当人曰く、国外で売ることを条件に卸してもらったとのことですが捌く手間を惜しんだのか、私の配下である商人達を介して国外に売って欲しいと言い出したのです。値段自体は安い物でしたから……」

「ブービー……聞かない名前じゃな」

「メジスから来た商人だと言っていました」

　ブービーが裏切っていないのであれば申し訳ないが、こう説明しておけば非があるのは奴ということにできる。私は悪巧みに利用された被害者として被害は最小限に抑えられるだろう。多少の汚名を被ることにはなるが、バンの息の掛かった商人の犯行ともなれば世間の視線をそちらに向けることはできる。国民の視線を誘導することくらい、私には造作もないことだ。

「だ、そうじゃが。知っておるかの？」

「いえ、存じませんな」

「ッ!?」

　資材庫から姿を見せたのは商人であるバン。なぜ奴がここに!?　いや、冷静になれ。密告の内容に黒狼族の村との交易品の情報があれば、それらを管理しているバンが立会人として呼ばれる可能性は大いにある。焦る必要はない、慎重に言葉を選べば状況が変わることはない。

「バンは知らぬと言うておるが？」

「知らないはずがない。商品が黒狼族の村との交易品だと確認が取れたのであれば、その商品を管理しているのは貴方でしょう。その流れをまるで知らないと？」

「実は数日前、私が黒狼族の村から仕入れた商品が盗難に遭いましてな。収穫祭に備えて倉庫に眠らせていたので発覚が少々遅れていたのです」

「なっ!?」

　盗品だと!?　あの男、盗んだ商品を堂々と人に売りつけたというのか!?　いやいや、待て待て。これはバンの嘘だ。そうだ、私には情報がある。ブービーの動向は常に監視していた。奴の発言とその関連性には明らかな矛盾がある。そこを指摘すれば良い。

「私も今朝がた連絡を受けましてな。紛れもなくこれらの商品は盗まれた物で間違いありませんとも」

「待って欲しい。私はそのブービーと名乗る商人が話を持ち掛けた時、念の為にとその男を一昨日から配下に監視させていた。その一昨日の夜、ブービーの宿泊する宿に貴方が訪れたことを知っている。宿の人間にも確認が取れるはずだ！」

「一昨日の夜ですか。確かにとある宿に行きましたが、お会いしていたのはユグラ教のラクラ＝サルフと言う方ですぞ？　もちろん宿に確認してもらえればその女性が泊まっていることが分かりますが」

　こいつは、こいつは何を言っている!?　そんなあからさまな嘘で私を追い詰められると本気で思っているのか!?　人を舐めるのも大概にしろ！

「ではその宿に向かいましょう。そうすれば事実が確認できるはずです」

「そうですな。それが一番手っ取り早いでしょう」

　なんだ、こいつの自信は。いや、どうせ苦し紛れの嘘に決まっている。バンとドミトルコフコン卿を連れてブービーの宿泊している宿へと向かう。監視をしていた配下を呼びつけ確認したが、未だに奴は宿を出ていないとのこと。奴を捕まえれば全ての嘘が明らかになる。これで私も──

「あら、バンさん。どうかしました？」

「いや、実は一昨日貴方の元に訪れた件で私が別の人物と会っていたと言われましてな」

「一昨日でしたら私とずっと飲んでいましたよね。あのお酒美味しかったですよね！」

「ええ、また機会がありましたらご一緒しましょう。あ、カラ爺さん。お久しぶりです」

「おう、お前さんか。イリアスのところに厄介になっておったと聞いておったんじゃが」

「それが尚書様って酷いんです……尚書様の部屋に隠されていたお酒をちょーっと飲んだだけで凄く怒って、でてけーって言うんですよぉ!?」

「それは怒られても仕方ないの。それでほとぼりが冷めるまで宿生活というわけかの」

　宿屋の主人を呼び出し、泊まっている客のことを確認する。しかし宿帳にブービーの名前はなく、宿にいる人物を徹底して調べたがブービーの姿は影も形も存在していなかった。

「ありえない！　確かに昨日の深夜、奴はこの宿に……！　宿屋の主人なら見たはずだ！」

「深夜ですか？　うちは宿泊客に各部屋の合鍵を渡すだけで出入りは自由なので……深夜は従業員も寝ていますよ。ああ、ラクラ＝サルフさんなら確かに数日前からこの宿に泊まっております。そこは宿帳にもはっきりと書かれていますから」

「なん……んな……」

　ならば奴はどこに!?　ここに寝泊まりしていたわけではないのか!?　ダメだ、考えれば考えるほど奴の行動の謎が分からなくなる。このままでは存在しない人物を悪役に仕立て上げているだけの道化となってしまう。何か、何か打開できる情報があるはずだ。そうだ、奴は冒険者あがりの商人と言っていた。

「奴は冒険者あがりの商人だと言っていました！　貴方とは旧知の仲だと！」

「ブービーと言う冒険者にも心当たりはありませんな。私の所属していたギルドに問い合わせて貰えればすぐに分かるかと」

　馬鹿か私は!?　そもそもブービーは明らかに嘘をついて私に接触していた。その奴の証言を鵜呑みにして反論してどうする!?　違う、もっとこう……核心的な要素があるはずだ。核心的な……そうだ！　何故私はこんな簡単なことに気づかなかった！

「その女だ！　その女はブービーと顔見知りであることを私の配下の商人が証言できる！」

「私ですか？」

「そうだ！　とぼけても無駄だ！　カシコという商人が証言できる！　今すぐ呼びだす！」

　近くに待機させていた配下にカシコを急いで連れて来るように命じる。これが正解だ。この女とブービーはグルで間違いない。ウッカ大司教の弟子であることを餌にカシコを騙し、私に紹介させたのだ。そしてカシコならブービーとこの女が関係を持っていることを証言できる。ブービーの足取りに関しては見当もつかないが、この女が関係していることがわかれば後は芋づる式に足取りが追えるはずだ。これで、これで大丈夫なはずだ！　しばらくして配下の者達がカシコを連れてくる。この女もこれで観念せざるを得な──

「ええと、初めまして？」

「あ、ええ。初めまして」

「何でだぁっ!?」

「ど、どうされたのですかキスタイン卿!?」

「貴様はブービーとラクラ＝サルフが顔見知りであることを目撃しているはずだろう!?　このラクラ＝サルフと！　貴様は耄碌しているのか!?」

「いえ、その……私は確かにブービーと名乗る男と出会いましたし、ウッカ大司教の弟子であるラクラ＝サルフがブービーと顔見知りであることもこの耳で聞きましたが……」

「あ、はい。確かに私はウッカ様の弟子ですけど……」

「その……キスタイン卿、この方は私が見た女性とは明らかに別人です……」

　……何が何だか、もう……わからない。
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　かくしてキスタイン卿は何の証拠も出せぬまま、連行されていった。とはいえ彼の元にブービーと名乗る男が現れたことに関して、彼の配下が証言するだろうから完全にアウトというわけではない。今後の結果として黒狼族の村の交易品は没収されバンさんの元に戻り、キスタイン卿は必要以上に支払った商品代を存在しない男に持ち逃げされて終わりだ。ああ、あと資材庫にあった物もある程度盗難にあったっけな。

「いやあ、上手く嵌ってくれたもんだな。良かった良かった」

「良くないですよ!?　どうして私が嘘を付かなきゃならないんですか!?　取り調べを受けていたら黒判定貰っていましたよ!?」

「そうさせない為の保険を仕込んでおいたろ。事前にカシコに催眠魔法を仕込ませ、ラクラの姿を別人に見えるようにな」

　確かにカシコを騙した際、演技をしていたのはラクラ本人だ。だがカシコには事前にラクラが魔法で自分の姿を別人に見せるようにさせておいた。キスタイン卿が最終的にラクラとカシコを引き合わせる行動に出ることは織り込み済み。その時にカシコが別人を見せつけられれば本物のラクラは疑いから外されることとなる。この中世の時代じゃ監視カメラとかはないからな。フードでも被せておけば第三者視点での誤魔化しは十分だ。今頃存在しない顔のラクラ＝サルフの偽物が手配されているが、見つかることは永遠にない。いやぁ、ラーハイトのおかげでそういう魔法があるって分かったからな。楽な作戦だった。ちなみにバンさんには率先して人相書きを作らせるようにとカラ爺達にアドバイスをさせている。

「あの宿を選んだのも実に賢い選択でしたな。部屋の合鍵を渡すだけで料理も出さない冒険者向けの安宿でしたが、あのような使い方があるとは」

「日中の出入りくらいはしっかりと見るようですけどね」

　この世界では深夜に働くことはほとんどない。あるのは見張りや医者、あとは暗部の方々といったごく一部だ。その為安全面を気にしている宿屋は深夜には玄関を施錠するのだが、中にはこういったセキュリティがずさんな宿も存在する。むしろ中世の宿は大半がそういったものの気がするのだが、ターイズは国柄のおかげか割とこういったずさんな宿は少ない。日本人としては深夜にでも訪れられるホテルは貴重だが、監視カメラくらいはおいて欲しいところである。

　まず宿にラクラ名義で部屋を取る。カシコと接触した日は夜間に宿に入り、キスタイン卿の監視に目撃させる。『俺』はバンさんに姿隠しの魔法を使用してもらい、バンさんと共に帰る。

　次の日の早朝、ブービーの服を着せたラクラに宿屋の従業員や他の客にバレないタイミングで外に出てもらう。外にいる監視には目撃されるが中にいる人々には分からないままだ。あとは適当に監視の目の届かない場所で着替えてもらい、事前に同じ服を着た『俺』が先に出て監視の目を誤魔化す。身長差はあるがラクラには厚底の靴を履いてもらい、『俺』は膝を曲げることで上手く調整してある。体格も肩パットとゆったりとしたローブで問題ない。

　キスタイン卿の屋敷で話を終えた後は商人達に顔を見せつつ時間を潰す。その後借りていた倉庫へと向かい商品を持って資材庫へ。商品の受け渡しを終えた後は空き箱の中に着替えさせておいたラクラと入れ替わり借りていた倉庫に運んでもらう。その後『俺』は倉庫の中でバンさんと合流して撤収。ラクラはブービーの服装のまま宿に戻り、いつもの服に着替えてもらう。あとはキスタイン卿がカラ爺を連れてやって来るのを聖職者の格好で出迎えればミッション終了。

　探偵ものでありがちな入れ替えトリックのようなものだ。探知魔法による魔力差で勘付かれる危険性を考え、魔封石のアクセサリーを用意してもらったがこちらは特に出番がなく終わった。

「監視されていることを逆に利用するとは、いやはや実にお見事。ですがよく監視されると分かりましたな」

「それに関しては相手の性格を考えたまでです。ああ言った人間は慎重に行動するタイプで特に配下を色々なことに使いまわそうとする。半端に賢い相手の方が行動の誘導をするにはうってつけなんですよ」

「尚書様、それって本の時に誘導されていた私も賢いってことなのですか？」

「お前は何をするか分からんかったからな。常に傍にいて知恵を与えて行動を制限させていた」

「なんだか酷いっ!?」

　いや、お前とウッカ大司教の頭は正直読み切れなかったからな。下策を連発する相手の方が神経を使うんですよ。マリトとどれだけ考えたことか。

「ま、これでキスタイン卿は大損、名誉や地位も色々と傷がついただろうよ」

「ですが尚書様、これだと再びお金稼ぎに躍起になるだけでは？　シルベッタ卿はほぼ無傷ですし……」

「お前な、バンさんとの打ち合わせの時酒ばっかり飲んでて肝心の話を聞いてなかったな？　あの二人はもう結託できないさ」

「それはどういう意味ですか？」

「密告をしたのはシルベッタ卿だ」

「えっ」

　そう、騎士達にキスタイン卿の悪事を密告したのは他ならぬシルベッタ卿だ。キスタイン卿と話をした後、『俺』はキスタイン卿やシルベッタ卿の配下にいる商人のところへと足を運んだ。その際にシルベッタ卿に協力をしている商人にシルベッタ卿への手紙を渡していた。『キスタイン卿はこちらを利用する気満々でどうも信用ができない。ウッカ大司教に紹介すべきはシルベッタ卿、貴方だと思っている』と言った内容だ。シルベッタ卿がごまをするようにキスタイン卿と協力している理由は自分に利益があるから。しかし今回の話で得をするのはほぼキスタイン卿だけだ。もしもこのタイミングでキスタイン卿を出し抜き、より上の立場になるチャンスだと理解させればシルベッタ卿は簡単にキスタイン卿を裏切る。そういう相手だと『理解』している。

「手紙には色々と悪知恵を吹き込んでおいた。『もしもキスタイン卿が今回の一件で騎士達に目をつけられれば、収穫祭の時にウッカ大司教に紹介できる状況ではなくなる』ってな」

　ついでにカラ爺辺りに密告すれば足もつきにくいだろうという根拠のない知恵もセットだ。当然ながら後日の調査でキスタイン卿はシルベッタ卿が密告したことを知るだろう。そうなれば両者の関係は完全に壊れる。悪事を働いている貴族の筆頭の二人が仲違いを起こせば、他の貴族達も結託して悪巧みを企み難くなるだろう。何せ明日は自分が裏切られるかもしれないという恐怖心を植え付けられたわけだからな。

「シルベッタ卿は今後裏切ってしまったキスタイン卿相手に委縮し、悪事を働けなくなるでしょうな。キスタイン卿も協力者がいなければできる悪事も限られることでしょう。他の貴族も言わずもがなです」

「配下の商人達も熟練だからな。今回のように手玉にとられたら当面は大人しくなるだろうよ。表向きの行動でさえ無駄に慎重になる。総合的に見れば大損ってわけだ」

「うわぁ……」

　ただほとぼりが冷めた後、再び悪さをする可能性を完全に詰み取ることはできないだろう。そこは今後のマリトの統治に任せれば良い。それでもダメなら……まあその時はもう少しばかり盛大に大損させてやれば良い。……おっと、どうも思考が物騒になっているな。こっちの世界じゃ温和に生きなきゃならないんだし、もうちょい自重せねば。

「バンさん、キスタイン卿から奪った金と資源の処分はお任せてしても大丈夫ですか？　金銭は早々足がつかないと思いますが、資源の方は燃やすなりした方が」

「ご心配なく。そこは商人である私の得意分野ですからな」

　この人も大概だと思う。とりあえず今回の取り分として直接的な報酬は得ないことにした。汚れた金でウルフェの面倒を見ることは流石に気が引ける。そのことを聞いたバンさんは、今後取引の際に様々な特典や利益の分配を多くしてくれることを約束してくれた。ただまあ、これは悪事で設けた分を綺麗な金としてペイさせているだけに過ぎない。偽善も甚だしいが、その分はより多くの儲けを持って相殺していくとしよう。












08　さしあたってデートです。








「謎の商人ブービーによる犯罪はこのまま未解決のまま忘れ去られることになりそうだね。いやぁ、君が試行錯誤している間にソンナコトガオキルトハネー」

「素晴らしい棒読みだな。流石は賢王、賢明でいらっしゃる」

　友はキスタイン卿達の顛末について、まるで他人事のように語ってきた。そりゃあ国の王に『おたくの貴族を詐欺って、悪さをし難くしておいた』とは言えない。まあ、誰がやったかなんて言うまでもないので、俺としても茶化すリアクションをする他にない。それにしてもやはりこの一連の報告を受けて恐れ入るのは友の『理解』する力だ。もしもキスタイン卿がもっと臆病ならば誘いには乗らなかっただろう。シルベッタ卿がキスタイン卿と本当の意味で親密ならば密告することもなく計画は瓦解していただろう。だが友は必ずこうなると理解した上で綱渡りのような策を計画し、成し遂げている。これは相手が必ずそのように動くという信用を持ってこそできる所業だ。それだけ友は相手の立場になりきることができるということ、常人ではにわかに信じがたい話だ。

「あとはカシコを始めとする商人達の行動を制限できれば良いんだが。何か上手いことが起きないものかなー」

「君こそ白々しいね。キスタイン卿が商人を介して不当な取引を行った事実により、当面の間は貴族達への査察が厳しくなる。商人達も下手な動きは控えるだろうさ」

　ほとぼりが冷めた後再び狡い真似を始める可能性は否定できないが、権力を持っているキスタイン卿のような貴族達が仲違いをしている以上、商人の間でも連携は取りづらくなるだろう。悪人達をただ懲らしめるのではなく、仲違いを起こさせ脅威そのものを削ぐ。実に見事な手並みだ。

「国もいい仕事をしてくれるじゃないか」

「それと関係のない話ではあるけど、バンが収穫祭の準備に対して多額の寄付金を申し出てきた。ありがたいけど費用自体は十分に足りているからね。格差のできている村の補填にでも当てようと思っている」

「それならこの前、ラクラと一緒に村を回った時に調べた村の様子に関する資料があるから、そこを参考にすると良いかもな」

「なるほど。ところでキスタイン卿は大損だったようだけど、他の貴族に関してはさほど痛手を負っていないね。キスタイン卿との間に深い溝ができたという点は除くとして」

「精神的な痛手としちゃあ十分あっただろうさ。これからは根を入れ替えて真面目になるだろう。特にシルベッタ卿は後ろ盾がなければとても臆病な人だからな。きっと自ら進んで虐げていた村に尽くすようになるだろうよ」

「そうなると良いのだけれどね」

「なるだろうな。どういうわけか」

　ここまで白々しい会話を誰かとしたことは一度もない。油断すれば噴き出してしまいそうだ。ああ、だが彼と話すのはやはり楽しい。立場や契約に囚われず、思ったことを自由に話し合える友。これほどの贅沢な存在を得られた私は実に恵まれている。

「問題は一通り解決と言ったところかな」

「いや、キスタイン卿の性格を考えればブービーを探すだろうな。ラクラの偽物も探すだろうし、そうなるとしばらくラクラの周囲にキスタイン卿の配下がうろつくことになるだろう」

「確かに。名前を利用されただけとはいえ、ユグラ教のラクラの周囲にブービーの痕跡があるかもしれないからね。メジスの者とトラブルがあってはターイズとしては困るし、何か手段を用意しようか？」

「大丈夫だ。それも手は打ってある」

　抜け目のないことだ。しかし彼らしいと言えば彼らしい。彼は自分だけならず、身の回りにいる人々の生活も平穏になるように努めている。ただなー、ちょっと悪い顔しているんだよなー。流石に聞き出そうかなー。やっぱ止めておこう。

「そうか、そちらの報告も楽しみに待つとしよう」

「これは別口で情報が入ることになるけどな。それじゃあそろそろお暇させてもらうか」

「せっかく来たんだし、食事くらい一緒にどうだい？」

「イリアスが先客でな。最近仲間外れにしていたからちょっとスネているんだ」

　それもそうか。今回の一件にはラッツェル卿は全く関与していない。ラグドー隊の一部は巻き込まれたようだが、ラッツェル卿を侮蔑していた貴族達の屈辱顔を間近で見られたのだから十分役得ではあっただろう。ドミトルコフコン卿の嬉しそうな報告顔は傑作だったとラグドー卿も言ってたし。彼を見送り、先ほどの会話を頭の中で思い返す。やはり吹き出してしまった。

「陛下、一人で思いだし笑いはどうかと思いますがね」

「口を挟む輩がいるのだから問題はあるまい。友の前ならお前も口を挟んでも良かったのだぞ？」

「私としても、ご親友とは色々楽しい会話を満喫したいとは思いますがね。私がしゃしゃり出ると会話の主導権を私が握ってしまいますから。そうなると陛下の嫉妬が怖いので」

「そこまで気が利く護衛とは知らなかったな。だが確かにそうだな。どうやら私は思った以上に女々しいようだ。ついラッツェル卿に追加の仕事を与えそうになった」

「よく堪えましたね。職権濫用をしていてはご親友から疎まれたことでしょう」

　もしも私が国王ではなく、王子の立場とかなら。もっと彼と一緒に行動し、共に悪巧みを興じられたのだろうか。彼の話の中に私と言う個人を介入させる妄想を思い浮かべ、どのような絵面になるのか……ああ、きっと楽しいのだろう。こうしてあとから話だけを聞かされるよりもずっと。

「しかし、この短期間で随分と色々な問題に首を突っ込んでくれるのは、友としても心配だな。何もするなというわけにもいかぬし……。私自身にとっても、国にとっても彼は貴重な人材だ。どうにか守ってやりたいとは思うが……」

「立場的には尚書なのですし、護衛でもつけてはいかがです？」

　収穫祭が始まれば他国の人間もこの国に顔を出すことになるだろう。彼のことだ、また奇妙な縁を作り、問題に巻き込まれるかもしれない。確かに護衛をつけることは大事だろう。

「それが良いな。そうなると適任は……まあ彼女となるか。実力だけは申し分ないだろうしな」
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　キスタイン卿を騙し金銭を奪っただけではなく、その立場をも危うくした男ブービー。その協力者であるラクラ＝サルフを名乗った女性。その両者を捜索するもまるで情報は得られない。しかしラクラ＝サルフと言う女は確かに実在し、このターイズにいる。ブービーが潜伏していたとされる宿に泊まっていたことも事実。ならばその女の周囲を探ればブービーの痕跡が見つかるのではとキスタイン卿は睨んでいた。

「ふんふーん」

　キスタイン卿の命を受け、鼻歌交じりに街を歩くラクラ＝サルフを尾行し始めて早三日。これといった情報は得られていない。分かったのがこの女がとてつもなくだらしのない性格だということ。これほど間の抜けた女ならば確かに騙るにはもってこいの存在かもしれない。だがそんなことを調べたところでキスタイン卿は満足しない。もっとこの女の周辺の人間関係を詳しく調べていく必要があるだろう。

「む、路地裏に入って行った？　これまでの行動からして不自然だな……」

　市場をぶらつき、酒やツマミを買ってはその辺で飲み歩いている女が見せる行動としては何やらきな臭い。ひょっとすればブービーに関わる情報が得られるやもしれない。足音を隠し、路地裏について行く。

「可愛いですねー。にゃーにゃー」

　……ラクラ＝サルフは路地裏にいた猫と戯れていた。思わず舐めているのかと叫びたくなるのをグッと我慢。いや、いっそこの女を捕まえ尋問すればまともな情報が手に入るのではないだろうか？そうだ、それが手っ取り早い。仮に情報が得られなくとも、これ以上無駄な時間を費やす必要はなくなる。そうとなればまずは他の仲間を集め、捕まえる場所と監禁する場所などを打ち合わせする。ラクラ＝サルフの行動パターンはこの数日の観察で十分に把握している。あの女は夜には酔っ払い、ふらふらと一人で帰宅している。人気の少ない場所も頻繁に通る。狙うならその場所だろう。その日の夜も案の定、顔を赤らめ気持ちよさそうに歩いている姿を確認できた。

「よし、行くぞお前ら」

　合図と共に姿を現し、ラクラ＝サルフを囲む。見知らぬ男達に囲まれたというのに、ラクラ＝サルフはふわふわとした顔のまま首を傾げている。

「……ええと、こんばんは？」

「ラクラ＝サルフだな。悪いがちょっと付き合ってもらおうか」

「お誘いですか？　すみませんが、今日はもう十分にお腹いっぱいでして。それにそろそろ帰らないと家の人が心配してしまいますので」

「んなこと知ったことか。大人しく付いて来れば手荒な真似は……ほどほどにしてやるよ」

「どっち道手荒なんですかっ!?」

「声がでけぇよ！　おい、さっさと連れて行くぞ」

　酔っ払い相手にまともに喋っても話が進まない。さっさと連れ去って水でもぶっかければ酔いも覚めるだろう。仲間と共に近寄り組み付こうとした時、突如目の前に人影が割って入ってくる。背筋が伸びている中年の男で、身なりからして富裕層の住人だ。

「あん、誰だお前？」

「こんな夜更けに女性を囲み、あまつさえ連れ去ろうとするとは。我が国の民ながら情けない。私の力の未熟さを悔いたくなるが……子供の世話とはわけが違う。ここは素直に君達を侮蔑すべきか」

「なんだと？　おい、おっさん。邪魔をするって言うんなら無事じゃすまさねぇぞ！」

「……はぁ。言葉遣いも売り文句も実に程度が低い。しかし売られたからには買わねば礼に反するか。安物を売りつけられるというのは甚だ不本意なのだがね」

「このっ！」

　仲間の一人が男に殴り掛かる。しかしその男は意図も容易くその拳を避け、バランスを崩した仲間の服を掴んで投げ飛ばす。この動き、明らかに一般人じゃねぇ。まさかこいつは……。

「そういえば開口一番に名前を尋ねられていたか。ラグドー隊の方々に比べれば確かに名高い存在ではないのだが……自国の騎士団の隊長の顔くらい覚えておいてはどうかね？」

「ま……まさか……。いや、間違いない！　レ、レアノー卿だ!?」

　ターイズ騎士団の一つ、最も多くの騎士を束ねるレアノー隊隊長。何故こんな奴がこんな所に!?　ここは富裕層が利用する地区からかけ離れた場所、偶然居合わせたってことがあるはずがない！

「いかにも。ああ、逃げる必要はない。むしろ逃げないで貰えると走らずに済む。夜更けに汗臭くなって帰っては妻に要らぬ疑いを掛けられてしまうからな」

「ど、どうする!?」

「こ、こうなりゃやるしかねぇ！　相手は騎士だといっても丸腰だ！　全員で掛かればどうにかなる！」

「嘆かわしいな。このような真似をするのであれば、多少は腕に自信があるのだろう？　ならば相手の力量くらいは見極めたらどうかね？」

「うるせぇ！　やるぞお前ら！」

　それぞれが隠し持った武器を取り出し、同時にレアノー卿へと襲い掛かる。だがこの時の判断を俺は後悔することになる。俺達はあの場で即座に降伏すべきであった。ターイズの騎士、それも隊長格は規格外過ぎて、もはや人間と呼べるような次元ではなかったからだ。
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　イリアスやウルフェが寝静まったあと。ラクラの帰りを待ちつつ、この世界の本を適当に読みふけっていると玄関の扉を静かに開ける音が聞こえた。しばらくするとふらふらとラクラが顔を出す。

「ただいま戻りましたー」

「遅かったなラクラ。そして酒臭い」

「うう……。女性に向かって臭いだなんて……。あれ、尚書様しか起きていないのですか？」

「そりゃあな。イリアスはお前が帰ってきたことで起きてはいるだろうが、すぐに寝なおすだろうよ。まあ、こっちももう寝るけどな」

「むぅー。少しは私の心配とかしてくれても良いじゃないですかー！　さっきなんてよく分からない人達に囲まれていたのですよー!?」

「ああ、それか。どうせレアノー卿が助けに来てくれただろ？」

「あれ、どうしてそのことを？」

「そうなるように手配しておいたからな」

　イリアスとの関係を除けば、レアノー卿は女性に対して非常に紳士的だ。彼の性格を利用するようで多少心苦しいが、数日前からレアノー卿にある相談を持ち掛けていた。『最近ラクラの周囲で妙な視線を感じるんです。ただ当人は気にしていないようなのですが、いつも夜の帰りが遅いようなのでちょっと心配なんですよね』と。

　こちらの思惑通り、ラクラを心配したレアノー卿はラクラの周囲を調査。すぐさま監視の存在に気付いた。レアノー卿の情報網ならばキスタイン卿絡みの案件であることはすぐに掴めただろうし、キスタイン卿が偽物のラクラの後を追う為にラクラの周囲に監視をつけていたことまで辿り着いていただろう。そしてレアノー卿の性格からして、やんわりと注意するような真似はしない。数日もしないうちに監視達が動きを見せるだろうと夜の時間帯にラクラの警護を行っていたのだ。もちろん要らぬ誤解を受けない為にこれらのことを事前にこちらに報告しに来てくれていた。夜中に女性を付け回して奥さんに誤解されるのを恐れていたからだろう。といったことをラクラに説明する。

「……それって私を餌にしていたってことですよねっ!?」

「監視の連中もある程度見ていたからな。ラクラのだらしなさを見ていれば馬鹿正直に見張るだけの任務に嫌気がさして、お前を誘拐しようと動くのは読めていた。レアノー卿は進んで引き受けてくれたな」

「酷いですっ！『頑張ってくれたから、ちょっと褒美をやろう』ってお金を渡してくれたのはその為だったんですね!?」

「思ったよりも仕掛けてくるのが遅かったな。実に痛い出費だった。明日からは自費で飲み歩いてくれ」

「うう……。そこは殿方として尚書様も一緒に行動してくれるべきじゃないんですか!?」

「こっちの顔は覚えられていないんだ。下手に関わりがあるとバレたらブービーの正体に気づかれかねないだろ。そもそもお前を襲ったであろう監視の誰一人にも勝てる自信はない」

　もちろんレアノー卿には『自分も手伝います』とアピールはしておいた。だがこちらの弱さを理解しているレアノー卿から『私一人で十分だ。君はことが起きてから彼女の心のケアを頼む』と断られている。

「でしたらせめて私に説明してくれても……」

「したぞ。バンさんとの打ち合わせの時に。お前が横でがぶがぶ酒を飲んでいる間に」

「あれ、そうでしたっけ？　というよりそんな時から!?」

「イリアスを一緒に行動させても良かったんだがな。ただキスタイン卿はイリアスのことを良く思っていない。邪魔をされたと知ればイリアスに対して陰湿な嫌がらせをしてくる可能性があった。騎士団の隊長であるレアノー卿が相手なら、下手な仕返しを考える真似はしないだろう？」

　レアノー卿は富裕層の中でも強い権力を持つ。そんなレアノー卿から睨まれる結果となれば、キスタイン卿はもう今回の一件から手を引かざるを得ない。これでもうブービーという存在を調べる者はいなくなるだろう。

「くすん。尚書様と一緒にいると私の体は良いように利用され続けるのですね……」

「言い方、言い方。利用されると言っても、お前タダで酒を飲んだだけだろうが」

「それはそうですが……でも納得いきません！　正当な報酬を要求します！」

　この酔っ払い、酒代だけじゃ満足できないと言うか。だがまあ、今回の一件ではラクラの存在には大きく助けられた。ラクラがいなければもっと複雑な策を考える必要があったし、キスタイン卿の復讐を防ぐ為により狡猾な手段を取る必要があっただろう。

「わかった。それじゃあ明後日はちょっとばかり良い思いをさせてやろう」

「良い思い……ですか？　いやらしい意味ではなく？」

「本当にお前は人を信用しないよな。ちょっとしたデートだ、もちろん金はこっちが出す」

「デート……報酬がですか？」

「言いたいことは分かるが顔には出すな。今回の一件でこっちの手腕は理解できただろう？　それをフルに使ってお前を満足させてやる」

「……そう聞くと楽しみになる反面、ちょっと怖いのですが」

　そういやラクラにはドン引きされてばっかりだったからな。悪い顔をし過ぎた。反省反省。しかし裏のない純粋なもてなしをしてやることはラクラに植え付けた疑心を解消するにはもってこいだろう。レアノー卿にも心のケア云々を言われていたしな、丁度良い。

「とりあえず今日はもう寝ろ。もう飲むなよ、酒臭い女を連れまわす趣味はないんだからな」

「わかりましたよー。それじゃあお休みなさい」

　ラクラはフラフラと二階へ上がっていく。しかしどういったプランにしたものか。ラクラ好みの展開にするのであれば酒尽くしでこと足りるのだが、昼間から酒酒酒ではこちらの身が持たない。ここは真人間として好ましい形にすべきか。頭の中でプランを練り始めるとなかなか複雑になってくる。だが純粋に相手を楽しませることだけを考えるというのは精神衛生上非常によろしい。人を陥れることを考えるより遥かに有意義だ。いっそ本格的にやってやろう。

　完璧という言葉は簡単に使うものではない。何故ならその言葉を使った時点でその先が存在しなくなるからだ。物事とは突き詰めていけばいくらでもその先があるし、他と比べ始めれば劣る箇所も存在しうる。しかし、より高みを目指すのであれば完璧を目指すことは大事である。不要な部分を削り、大事な部分を昇華させていく。異世界で女性をエスコートすることになることに関してはいつかくると思っていた。恋愛対象というよりも、相手に取り入る手段の一つとしてだが。そんなわけで丸一日掛けて色々準備は行った。完璧とは言わないがベストは尽くせただろう。

「ただそもそもの誤算が一つ。相手がラクラという点だ」

「どういう意味ですかっ!?」

「そりゃあ、せっかく出掛けるって言うのにいつもの服だしな。私服に着替えろよ」

「ありません。同じ服なら沢山ありますけど」

　実は気づかないだけで外出用、部屋着用、戦闘用にちょこちょこ着替えているらしいのだが知ったことではない。いっそこちらで服を用意しようかとも思ったが、品の良い服はサイズピッタリに仕立て上げないと見た目が悪くなってしまう。その気になればラクラのスリーサイズくらい調べられなくもないのだが、言われる言葉が予想できてしまうので今回は動かなかった。一応正装であることには違いないし、大丈夫だろう。

「ちなみにドレスとか用意するといったら着るか？」

「うーん、ドレスってコルセットとか使いますし……あれ一度着たことあるのですが、とても苦しいんですよね……」

「気持ちは分かる。品の良い服ってのはどうも窮屈だからな」

　ビジネススーツなどは機能性も考慮されているが、パーティ用のスーツなどは完全に見た目重視だ。重いわ通気性が悪いわで正直息苦しい。ラクラにはジャージでもプレゼントした方が喜ばれるのではないだろうか。ラクラのジャージ姿を想像し、これ以上だらしなく見えるのはダメだと即断念する。ちゃんちゃんこは似合いそうだが。

「私服が欲しいと思う時もありますけど、やっぱりこの格好が一番落ち着きますからね。尚書様もあまりお洒落はしませんよね」

「目立つことが嫌いだからな。一般通行人に見間違われるくらいが丁度良い」

「その髪の色だと嫌でも目立つとは思いますけどね」

　日本じゃ黒髪が最も背景に溶け込めるのだが、異世界じゃ逆に目立つ。かといって帽子やターバンを使用するのは極力避けたい。この世界には冷房なんてないし、快適に移動できる車もない。汗だくになるのは嫌だ。

「ま、それじゃあ行くか」

「どこに飲みに行くのですか？」

「昼間だぞこの野郎。とは言ってもラクラの場合、綺麗な景色やらじゃ満足しないだろうと思ってな。先ずはウインドウショッピングだ」

「うい？」

「買い物だよ買い物。お前普段から市場とかをうろついているんだろ？」

「ええ。お酒に合いそうなおつまみがないかなーと毎日色々試していますから」

「今回はちょっと背伸びをして商館にでも行こうと思ってな。と言ってもバンさんのところだが」

　高名な騎士や貴族を相手にするバンさんの商館。一応雑貨なども扱っているのでちょくちょく顔を出しているのだが、値段を見るだけで頷いて目を背けることも多々ある。今回の一件で恩は売っているし、裏でこっそり値引きすれば多少良いものは買ってやれるだろう。そんなわけでバンさんの商館へと向かい、早速一級品の商品の一覧を見せてもらう。

「……尚書様、これ桁がおかしくありませんか？」

「そうか？　一級品として見るのなら見合った価格だとは思うが」

「この壺一つでお酒沢山買えますよ!?」

　うん、こいつはマーヤさんのところを追い出された挙句、泊るところも見つけられずに広場で寝ていたような奴だ。金銭感覚は立派な庶民である。

「沢山は無理でも一つ二つくらいなら買ってやれるぞ」

「そう言われると目移りしますけど……このような高価な物……私の部屋に置くとそれだけで浮いちゃいますよ!?」

　お前の部屋は聖職者の服と酒瓶だらけだからな。そこにポツンと一級品が置かれていたらその品が可哀そうに見えるだろう。結局ラクラは唸りながら商品を見て回ったが、買ったのはちょっと背伸びをした酒だった。

「残る物を買えば良いのに」

「だってぇ……」

「ちなみにこの後は富裕層御用達の店で食事とかを考えている。レアノー卿から色々とオススメの店を聞いておいたからな。味は確かだろう」

「う……」

「分かりやすい奴だな。そういう空気はやっぱり苦手か」

「そりゃあ……今まで聖職者として慎ましく生きていましたから……」

「わかったわかった。それじゃあちょっとプランを変更するか」

　わりと真面目に考えたデートプランだったが、やはりラクラには合わない模様。一流の店を回ることは良い経験にはなるのだが、今日はラクラを満足させる為の一日だ。多分適当に考えた方がこいつに合っているのだろう。

「うう……色々と準備をしていただいたのに……ごめんなさい」

「気にするな。それはそれで安上がりな一日で済む」

「言い方っ!?」

　結局ラクラを連れて行ったのは市場や一般市民達が好んで通う店。普段ラクラが足を運ばないような場所を案内し、穴場ともいえる店を紹介して回る。バンさんの商館で挙動不審になっていた時とは違い、ラクラは分かりやすく興味を示していた。

「あんな所にもお店があったのですね。尚書様もこの国での生活は長くないはずなのに、随分と詳しいのですね」

「自分の住む場所の情報を細かく調べておくことは、今後の生活において選択肢を増やすことに繋がるからな。色々な人と話をして、きっちりと知識を仕入れている」

　ラクラの場合気の向くままにふらつき、目に付いた店などを物色していくスタイルだ。それはそれで楽しいのだが、その場合どうしても見落とす場所が生まれてしまう。今回はそんなラクラが見落としそうな場所を重点的に紹介し、今後のラクラの行動範囲を広げてやるのが狙いだ。

「マメな性格ですよね。尚書様って」

「ちなみに部屋にはターイズの地図が複数あって、どこに誰が住んでいるといったマップも作成している」

「マメどころじゃない!?　むしろ怖い！」

　とは言ってもだ、全ての店に顔を出しているというわけではない。鍛冶屋とかはどうも足を運びにくいし、女性服の専門店などにはまず男単身で入る度胸はない。地図を熟知していても店の実態などはまだまだ把握しきれていないのだ。ラクラを連れて歩くことで入りやすくなる店もあるし、こちらにとっても色々な得はある。街中を巡った頃にはすっかりと日が暮れる。結局夕食は『犬の骨』が鉄板となり、適当に食べて飲んで帰路につく。バンさんのところで購入した酒もあるのでラクラにはほどほどに飲ませておいた。それでもイリアスが潰れる程度の量ではあるのだが。

「デートと言うよりは街案内の一日だったな」

「そうですね。でも楽しかったですよ。今後も通いたいお店なども色々見つかりましたし」

「そりゃ何よりだ。それじゃあ締めくくりにもう一押しといくか」

「もう帰るだけですよね？　あ、このお酒は一度に全部は空けませんよ!?」

「お前に買ってやったんだから一人で飲め。こちとら『犬の骨』で飲んだ分で十分だ」

　イリアス家に帰り、風呂や着替えを済ませ居間へと向かう。そこには既に本日購入した酒を飲んでいるラクラの姿があった。寝間着ではなく聖職者の格好のままなのだが、既に風呂を済ませ着替えた後でこれである。

「本当、よく飲むよな」

「そりゃあなかなか飲めない価格のお酒ですから！　あ、尚書様も一杯どうですか？」

「一杯だけな。それとほら」

　空のグラスを下げ、テーブルの上に小さな箱を置く。これが本来のラクラへの報酬、唯一真剣に考えたラクラへの贈り物である。

「なんですかこれ？」

「報酬だ、報酬。金を渡してもどうせ酒代に消えるだけだろ。形に残る物を残させようと思ってな。まあ開けてみろ」

　ラクラが首を傾げつつ箱を開けると、中に入っているのは一つのグラス。バンさん経由で職人を探してもらい、交渉の末に作ってもらった特別製である。

「グラス……ですよね、これ。うわぁ、随分と薄いですね」

「うすはりと呼ばれるグラスだ。既に洗っておいたから使って見ろ」

「はぁ、それでは……」

　ラクラは慎重にグラスを取り出し、酒を注いでいく。そして一口と口を付けると分かりやすく表情が変化した。

「どうだ、一味違うだろう？」

「は、はい。なんというか……口当たりがとても優しくて……わぁ……」

「通常のグラスより取扱いを丁寧にしないといけないからな。ぐでんぐでんに酔う時は使わないことをオススメする」

　通常のグラスと違い、うすはりのグラスの製造にはかなりの技術が必要となる。この世界ではわざわざ極限にまで薄く作ろうといった概念がなく、こういったものを作りたいと説明した時は職人達に顔をしかめられた。そこはまあ、マリトことターイズ王が自国の技術の成果を見たいとかなんとか上手いことを言ってやる気にさせたのだが。それなりの失敗はあったが、魔法を併用できる職人さんにより特殊な工程を無事クリアし、どうにか完成させることができた。魔法なしで作れるかと言えばこの世界の技術ではまず不可能、日本の職人の凄さをしみじみと思い出すこととなった。完成品を使った試飲で職人さん達もこのグラスの価値を理解し、今後ターイズの名産として扱われる可能性も出てきた。なお、バンさんがちゃっかりその職人さん達を確保していたのは流石である。

「グラスが違うだけで、お酒の味がこれほどまでに変わるのですね……」

「酒飲みにはいい刺激になっただろ？」

「はい！　尚書様も是非飲んでみてください！」

　そう言って持っていたグラスを差し出される。どうなんだこれは。まあ、酔っている勢いだし構わないか。一口だけいただこう。……うん、そもそも酒の質が良い。グラスのおかげでその良さがさらに分かりやすく感じられる。

「ゴッズの店にも置いて欲しいくらいに美味いな。でも『犬の骨』はコストパフォーマンス重視だから難しいか」

「あのお店は質より量といった感じですからね。それでもちゃっかり質も良いのでお気に入りです」

「なんやかんやで今回の一件にはゴッズにも世話になったから、何かしらの礼はしないとな。まあ常連として通うのが一番か」

「その時は私もちゃんと連れて行ってくださいね？」

「お前を背負って帰りたくない日以外はな」

「ひどい」

　この日からラクラは少し良い酒を手に入れる度、贈り物のグラスを使うようになった。こちらとしては安酒かそうでないかの違いが分かるので、ご相伴にあずかるか否かの目安となって実にありがたい。ラクラの酒に対する嗅覚は確かなもの、収穫祭で他国から流れてくる銘酒も見つけてくれるだろう。
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　まずはここまでお読みになって頂きありがとうございます。

　二巻の書籍化、コミカライズ連載と色々と報告がありますがその辺は帯やらサイトに詳細があるので省略しましょう。どちらかと言えば作者視点での話の方があとがきっぽいですよね。

　さて、『小説になろう』でこの作品を読んで頂いている方ならお気づきでしょうが、今回はオマケＳＳではなく、追記の書き下ろしを書かせていただきました。というのも分厚かった一巻の文字数が十六万文字で、二巻予定だった二章の文字数が二十二万文字とページ数的に無理がありまして。削るよりかは半分で区切り、五万文字ほど追加のストーリーを入れたほうが良いかなとの判断をしました。せっかくイラストレーターのひたきゆうさんが素晴らしいイラストを描いてくださるのですし、私も書籍の方には何かしらの付加価値を与えたいと思っていたので頑張らせていただきました。基本的なストーリーの展開は崩さずに、ちょっとしたアフターストーリーのような感じになっていくと思います。次巻も同様になりそうですね。三章、四章とともに二十三万、二十四万文字なのですが今は忘れておきましょう。五章や六章は見ないようにします。

　執筆業を初めて様々な経験をしております。やはり一番の特典はイラストがつくことですね。物語を書いていく最中、脳内には漠然としたイメージがついて回りますが、イラストがつくことでその物語は彩り溢れる素敵な娯楽へと進化します。感無量でパソコンやスマホの壁紙に設定しています。イラストは自分の作品をより好きになれる極上のスパイス、ひたきゆうさんには感謝してもしきれません。何かお礼したいけどなー、自家製のベーコンやハムとか送りつけちゃおうかなー。

　あ、ちなみに一巻で塩の話題が多かったのは私がそんな感じのお仕事を経験しているのが原因です。塩漬け肉には安価な塩が使われる場合が多いですが、ブレンドしたり、ちょっとした物を混ぜたりして工夫することで結構化けるものです。執筆だろうと、食べ物だろうと、工夫することは大事ですからね。うん、上手く繋げることができましたね。そうでもないか。

　コミカライズの方も漫画のネームなどを見ると動きまでより明確に感じられるようになりますので本当にワクワクします。ただイラストレーターさんや漫画家さんの手間を増やさないように、設定とかをきっちり詰めないといけないので作者は頑張るように。頑張ります。

　それにしても絵の上手い人の作品を見ていると、凄く努力したんだろうなぁってしみじみ思います。作者は数年硬筆の習い事をしていましたが、字が汚いのが治らずに理系に逃げたくらいに不器用です。小中学校の美術の授業では先生に『それで完成にしておけ』とストップを掛けられたことも多々あります。スケッチ大会で川の絵を描いていたのですが、空が水色単色だと鮮やか過ぎるなと灰色を足し、水面の底にある土の色を表現しようと茶色や赤色を使ったと言えばどんな絵か想像しやすいでしょう。

　重版や三巻以降の書籍化、コミカライズ連載の継続、目標は山程ありますが、コツコツと頑張っていきますのでこれからも皆さんの応援をよろしくおねがいします。
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どうも皆様、無事二巻も書籍化を果たすことができました。これもこの文章を読んでくださるような読者の皆様の応援のおかげです。重版の帯とかで察してくださる方もいると思いますが、ＭＡＧＣＯＭＩにてコミカライズの連載も始まっております。と著者紹介文と銘打っている項目ですので何か自分語りのようなものを書いたほうが良さそうなんですよね。自己ＰＲがなかなか難しく就活生の時代に戻ったような気分です。ちなみにここのスペースは二百五十文字を目処にと言われているのですが、残り三十文字もない状況で……えーと、えーと、炭酸水が好きです！
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Isekai demo Bunan ni Ikitai Syoukougun
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